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い
て

一
は
じ
め
に

J
H

(日
本
道
路
公
団
)
で
は
、
交
通
混
雑
時
期
に
高

速
道
路
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
、
混
雑
す
る
路
線
及
び

日
時
を
お
知
ら
せ
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
旅
行
計
画
づ
く
り

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞
が

著
し
い
箇
所
な
ど
を
予
測
し
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
交
通
安

全
啓
発
活
動
も
併
せ
て
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
年
間
で
最
も
交
通
量
の
多
い
時
期
で
あ
る
夏

季
の
渋
滞
対
策
、
及
び
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二

夏
季
交
通
混
雑
期
の
渋
滞
予
測

1

目

的

J
H
で
は
、
交
通
混
雑
期
の
交
通
集
中
渋
滞
を
事
前
に

回
避
す
る
た
め
の
有
効
な
情
報
提
供
と
し
て
渋
滞
予
測
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
渋
滞
予
測
情
報
を
お
客
様

に
対
し
て
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
渋
滞
を
回
避
し

て
高
速
道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
さ
れ
る
時
間

帯
の
分
散
化
に
よ
り
交
通
集
中
渋
滞
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

2

渋
滞
予
測
の
方
法

渋
滞
予
測
は
、
過
去
三
ヵ
年
の
渋
滞
デ
ー
タ
を
用
い
て

行
い
ま
す
。

ま
ず
、
蓄
積
さ
れ
た
渋
滞
デ
ー
タ
を
現
状
図
と
し
て
グ

ラ
フ
化
さ
せ
ま
す
。
次
に
、
そ
の
渋
滞
デ
ー
タ
か
ら
、
事

故

･
異
常
気
象
等
の
特
異
事
象
に
よ
り
、
渋
滞
の
規
模
に

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
交
通
管
理
課
･
交
通
対
策
課

凶年。月o日l
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図 1 渋滞予測の考え方

　　　　　 　　　　　

過
去
3
ヵ
年
の
渋
滞
情
報



型

型

型

型

型

型

型

中

中

中

間

中

中

中

繁

集

集

中

集

集

集

半

半

半

ば

半

半

半

前

前

前

ほ

後

後

後

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

　

第

笈

れ

20

19

18

17

　

　

　

　

　

　　

　　
　

月

“

四

20

19

　

　

　　
　
　

　

　
　
　

　　

　

　

　
　
　
　

　　
　
　　

　

　　

　　　
　　
　
　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　　

　

　

　

　

　

日

･

土

‐′
'

　

　

　　

　
　
　
　

図 2 交通混雑期カレンダーのパターン表 (14日間)

大
き
く
影
響
が
あ
っ
た
渋
滞
を
除
き
、
各
年
の
曜
日
の
ず

れ
、
休
日
の
ず
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
等
を
考
慮
し
、

予
測
対
象
日
に
対
す
る
過
去
三
ヵ
年
の
渋
滞
状
況
を
表
示

し
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、
道
路
網
(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
の

整
備
状
況
、
本
線
車
線
数
増
設
･
I
C
改
良
な
ど
の
渋
滞

対
策
の
実
施
状
況
や
、
交
通
量
の
増
減
状
況
と
い
っ
た
要
因

を
考
慮
し
て
、
予
測
対
象
日
の
渋
滞
を
予
測
し
ま
す
(図
1
)

3

今
夏
の
渋
滞
予
測

平
成
一
五
年
度
の
夏
期
交
通
混
雑
期
(お
盆
時
期
)
は
、

パ
タ
ー
ン
表

(図
2
)
の
と
お
り
、
お
盆
の
中
心
と
な
る

八
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
が
後
半
の
週
末
に
連
続
す
る
後

半
集
中
型
と
な
り
、
過
去
三
ヵ
年
が
前
半
の
週
末
と
連
続

し
、
前
半
集
中
型
、
ま
た
は
週
の
中
間
と
な
る
中
間
型
で

あ
る
た
め
、
前
回
同
様
な
曜
日
配
列
で
あ
っ
た
平
成
九
年

度
の
実
績
と
過
去
三
ヵ
年
発
生
状
況
を
考
慮
し
て
予
測
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
予
測
結
果
の
概
要
は
、
一
○
蛔
以

上
の
予
測
が
多
く
発
生
す
る
下
り
線
の
ピ
ー
ク
は
八
月
九

日

(土
)
と
一
三
日

(水
)、
上
り
線
の
ピ
ー
ク
は
八
月

一
五
日

(金
)
か
ら
一
六
日

(土
)
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

4

渋
滞
予
測
の
広
報

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
渋
滞
予
測
デ
ー
タ
は
、
交
通
混

雑
期
に
は
、
事
前
に
記
者
発
表
を
全
国
或
い
は
各
地
方
単

位
で
実
施
し
、併
せ
て
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ
な
ど
の
放
送
や
、

新
聞
･
雑
誌
等
に
掲
載
し
、
お
客
様
に
情
報
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
図
と
時
計
を
組
合
せ
、
渋
滞
す
る
場

所
、
路
線
及
び
日
時
を
視
覚
的
に
判
断
す
る
こ
と
の
出
来

る

｢渋
滞
予
測
ガ
イ
ド

(図
3
)｣
等
の
各
種
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
各
休
憩
施
設
、
J
H
の
各
部
署
及
び
関
係
機
関

の
施
設
等
に
配
置
し
て
、お
客
様
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
車
関
係
情
報
誌
等
各
種
広
報
媒
体
に
掲
載
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に
お
伝
え
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
J
H
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(す
者
"
鶏
鶏
鶏
二
百
g
-

増
･冠
)
の

｢ド
ラ
イ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
｣
｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
｣
に
お
い
て
、
各
自
の
旅
行
計
画
時
の
ル
ー

ト
検
索
や
渋
滞
状
況
、
渋
滞
箇
所
通
過
に
必
要
な
所
要
時

間
な
ど
の
渋
滞
予
測
情
報
を
年
間
通
し
て
入
手
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す

(図
4
)。

さ
ら
に
、
平
成
一
三
年
三
一月
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
た
携
帯
端
末
に
対
し
て
も
、
渋
滞
予
測
情
報

(五
如
以
上
の
渋
滞
箇
所
及
び
渋
滞
を
見
込
ん
だ
旅
行
時

間
予
測
情
報
)
の
提
供
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
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･ 図の見方
《時間帯別渋滞通過時間"

分~乍時間
~ 2時間
~ 3時間

ピーク時刻

《渋滞発生箇所》

凄惨饗凝議灘藝繭
ピーク時の渋滞通過時間が30分~ 1時間の区間

図 3 お盆の渋滞予測ガイド

8 月 1 5 日(金)

　　　　　　 　　 　　 　
嚢鱸鱗

8 月 1 6 日 (土) “ “

　　　　

渋掃け鮨まる ｢≧“‘ " 車行少なくなる
纜は ･ 護。者話 17時頃を日晒して
鬱餐ガら 議漉きき事 出発乾′
避けようま… # ＼-

これは、お盆の閲葉近郊におけるピーク肺の渋糒通過時間が30a以上とほる交通集中渋瀞を予測したものです。ドライブの計画にお役立て下さい。
このほかにピーク齢の娘濁澁逐鮪閭が30分末鬼の区間がありますので、こ注蝋
下さい。なお、事故や袰倦気象等により渋騙状況が蛮曲することがあります。
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図 5 雨天時、夜間の安全性の向上を図る

《高機能舗装の施工

三

夏
季
交
通
混
雑
期
の
渋
滞
対
策
･
交
通
事

故
対
策

J
H
で
は
雨
天
時
や
夜
間
の
安
全
性
向
上
の
た
め
に
高

機
能
舗
装
の
全
面
採
用
、
高
視
認
性
区
画
線
の
実
施

(図

5
)、
重
大
事
故
防
止
対
策
と
し
て
強
化
型
防
護
柵
の
整

備
を
実
施
す
る
な
ど
、
交
通
事
故
の
削
減
に
向
け
て
そ
の

特
徴
や
要
因
を
分
析
し
、
総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

お
盆
な
ど
夏
季
の
交
通
混
雑
期
で
は
帰
省
に
よ
る
長
距

離
運
転
の
お
客
様
、
普
段
高
速
道
路
を
利
用
さ
れ
な
い
お

客
様
が
多
い
こ
と
か
ら
、
主
に
交
通
安
全
に
対
す
る
啓
発

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
速
道
路
上
で
の
交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
、次
の
点
を
重
点
的
に
啓
発
し
て
い
ま
す
。

の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
金
席
着
用

夏
季
は
、
家
族
連
れ
や
友
人
達
と
多
人
数
で
お
出
か
け

す
る
機
会
が
比
較
的
多
い
こ
と
か
ら
、
事
故
時
の
車
外
放

出
を
防
止
す
る
た
め
に
、
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
お
子
様
が
同
乗
す

る
機
会
も
多
い
こ
と
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
を
使

用
す
る
よ
う
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②

渋
滞
時
に
は
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
で
後
続
車
に
合
図
を

渋
滞
発
生
時
に
は
、
渋
滞
の
車
列
の
中
や
渋
滞
の
後
尾

で
の
追
突
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
わ
き
見
を

せ
ず
安
全
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
、
渋
滞
後
尾
で
の
追
突
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
渋
滞
を
見
つ
け
た
ら
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

② 料金と距離が表示されます



プ
を
使
用
し
て
後
続
車
に
合
図
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

な
お
、事
故
等
で
車
両
か
ら
本
線
上
に
降
り
た
場
合
は
、

停
止
表
示
板
な
ど
で
後
続
の
車
両
に
知
ら
せ
た
後
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
外
な
ど
安
全
な
場
所
に
速
や
か
に
退
避
す
る

よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
季
の
高
速
道
路
上
で
の
故
障
は
決
し
て
少
な

く
な
い
こ
と
か
ら
、
一
部
休
憩
施
設
に
お
い
て
、
業
界
団

体
と
連
携
を
と
り
、無
料
で
車
両
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て
走
行
前
の
燃
料
確
認
や
車
両
･
積

荷
の
点
検
を
行
う
よ
う
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
(写
百
等

J
H
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
各
種
小
冊
子
な
ど

で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
一
部
休
憩
施
設
で
は
交
通

安
全
短
編
ビ
デ
オ
を
放
映
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
啓
発
に
努

め
て
い
ま
す
。

四

結
び

高
速
道
路
は
、
す
べ
て
の
お
客
様
が
基
本
的
な
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
快
適
で
安
全
な
走
行

が
確
保
で
き
ま
す
。

①

安
全
速
度
を
守
る

②

十
分
な
車
間
距
離
を
と
る

③

割
り
込
み
を
し
な
い

④

わ
き
見
運
転
を
し
な
い

⑤

路
肩
走
行
を
し
な
い

こ
れ
ら
の

｢高
速
道
路
交
通
安
全
5
則
｣
を
基
本
原
則

と
し
て
、
す
べ
て
の
お
客
様
に
遵
守
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
渋
滞
予
測
情
報
を
活
用
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ

た
運
転
、
す
な
わ
ち
安
全
運
転
で
高
速
道
路
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
お
客
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真 休憩施設での無事故キャンペーン



麗
鬮
鬮
嶬
圓
竇
特
集
/
藁
の
道
路
管
理
費
釀
嶬
朧
嶬
絲廟圓
嚢鱗鬮
弩嶬
薹
榊■
圓
鬮
圓
鬮
讓
癈榊
費騨騒

囃
瓣
沢
鰤
に
飜
捗
る
蠣
⑭
週
鷺
轡
躍
に
つ
い
て

軽
井
沢
町
社
会
実
験
実
施
協
議
会

一

は
じ
め
に

ゴ
,
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
お
盆
に
集
中
し
て
い
ま
す

(図

中
で
も
特
に
、
東
京
当
面
か
ら
の
県
道
下
仁
田
軽
井
沢
線

1
)
。

(通
称

｢プ
リ
ン
ス
通
り
｣)
及
び
長
野
市
当
面
か
ら
の
一

軽
井
沢
地
域
は
、
年
間
人
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

こ
れ
ら
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
町
内
の
幹
線
道
路

股
国
道
一
人
号
は
渋
滞
が
著
し
く
、
最
大
渋
滞
長
は
約
一

る
日
本
有
数
の
避
暑
･
観
光
地
で
す
。

は
、
一
過
性
の
ピ
ー
ク
交
通
に
よ
り
、
平
常
時
の
二
倍
強

0
師
、
渋
滞
継
続
時
間
は
二
･
四
時
間
に
も
及
び
ま
す

中
で
も
観
光
客
数
の
約
七
割
が
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る

の
交
通
量
と
な
り
、道
路
交
通
が
麻
痺
状
態
と
な
り
ま
す
。

(写
真
1

･
2
、
図
2
)
。

…

)
…

･

一

)

/ノニ

“

覊
甕
覊

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
、
軽
井
沢
町
で
は
、
｢渋
滞

…)
月
-

“

'
-

リ

ノ/
“

鱈
環
翳

り
公
"
ま
う
-
民
"
と
甦
ノ
｢
ヒ
〉

美
ミ
暈
A
℃
度
/

一
8

2
…

上

/
脳

,

鬘。

の

“
え
v
這
ま
,
“
し
て
垪
t
し
き
だ
,
E
"
豊
力
を
遁
L

　

　　

　
　
　　

　

ヴ

,

孝

"

世冊

隣
,

殿

截
效~

*"
下

の
町
｣
を
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
を
実

写真2 国道l8号の渋滞 (下り)

1 プリンス通りの渋滞 (上り)

　

　

　
　
…夏
冬

現
す
る
た
め
の
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
、
国
土
交
通
省
道
路
局
の
社
会
実
験
制
度
を
活
用
し
、

社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
一
三
年
度
に
は
、
｢実
験
の
熟
度
を
高
め
る
地
域

(社
会
実
験
B
地
域
)｣
の
選
定
を
受
け
、
喫
緊
の
課
題
で

　　

　　　　　
　　

22

-
3

9

　　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　
　

　

　
　

-春
秋

=

ぜ

-

真

一幇
'

-

真

あ
る
交
通
渋
滞
緩
和
を
目
的
と
し
、
平
成
一
三
年
八
月
･

‐
■

□
-図

=

、

写

メ

写

÷

;

;
‘"
"
ブ
ラ

ー

コ
;
‐
"
乙
ノ
j

‐

“給
睡
魔

』

次
の
三
つ
の
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。



①

既
存
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
活
用
し
た
案
内

看
板
に
よ
る
交
通
分
散

②
車
か
ら
"
し
な
の
鉄
道
“
、
"
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
へ
の

乗
り
換
え
“

③
F
M
軽
井
沢
、
駐
車
場
マ
ッ
プ
、
道
路
案
内
図
等

に
よ
る
情
報
提
供

そ
の
結
果
、
幹
線
道
路
の
渋
滞
区
間
の
通
過
に
要
す
る

所
要
時
間
は
三
~
六
割
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
方
で
、
歩
行
空
間
の
改
善
や
町
内
の
回
遊
行
動
を

支
援
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
平
成

一
三
年
度
の
実
験
に
よ
り
得
ら
れ
た
効

果
･
影
響

･
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成
一
四
年
二
月
、
埼
玉

大
学
久
保
田
先
生
を
委
員
長
と
し
た
『軽
井
沢
町
社
会
実

験
実
施
協
議
会
』
を
設
立
し
、
平
成
一
四
年
八
月
、
｢国

際
観
光
都
市
軽
井
沢
･
回
遊
性
向
上
実
験
｣
を
実
施
し
ま

し
た
。二

社
会
実
験
の
概
要

1

実
施
施
策
の
概
要

平
成
一
三
年
度
の
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
一
四
年

度
に
は
、
｢渋
滞
緩
和
｣
と

｢回
避
促
進
｣
の
二
つ
の
柱

か
ら
な
る
四
つ
の
施
策
を
社
会
実
験
と
し
て
実
施
し
ま
し

た

(図
3
)。

【交
通
渋
滞
の
緩
和
】

①
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド

(写
真
3
)

流
入
交
通
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
図
る
た
め
、
郊
外
部
に

四
〇
〇
台
の
臨
時
駐
車
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
臨

時
駐
車
場
か
ら
町
中
心
部
ま
で
を
走
行
す
る
バ
ス
の
定
時

性
･
速
達
性
を
確
保
す
る
た
め
、
プ
リ
ン
ス
通
り
の
一
部

区
間
約
一
蹴
に
逆
行
レ
ー
ン
形
式
の
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
バ
ス
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
所
要
時
間
を
示
す
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。

ノ
･′
･l
･･,ノ
‐′
‐、
･

.‘
‐、
･'
‐･
、
.ん
"
.′

磁回/鬮鬮

(主)下仁田軽井沢線

国道18号の交通渋滞

図 2 最大渋滞長



へ社
会
実
験
に
よ
る
検
証
事
項
〉

･
渋
滞
緩
和
効
果

･
バ
ス
利
用
促
進
効
果
/
情
報
提
供
の
有
効
性
、
バ
ス

専
用
レ
ー
ン
設
置
の
影
響

･
サ
ー
ビ
ス
性
/
連
行
間
隔
、
バ
ス
停
位
置
等

.･ ,.-...“鱒 戟圓圈

　　

　　

　
　

　

は
ク

パ

　
　
　

　　

　
　

　　
マイカーから′

　　
　

ラ
ド
ト

行
行

ス
イ
一
連
運

バ
ラ
ポ

ス
ス

&
ル
ル

バ
バ

ク
ー
ク

郡
部

一
レ
イ

外
心

バ

サ

郊
中

　
　
　
国 :サイクルポート唖備踞'
--= :郊外部バス連行区間
…-- ;中心都バス連行区間

今パーク&レールライド
国道f8呈の渋蹄緩和の定め、しなの鉄踵のは溌追分賊や中軽井沢駅に
臨時駐車蜴を設け、マイカーから鉄道への乗り換えを実施

◆中心部シャトルバスの運行
中心部の掟井沢駅~旧煙ロータ
リー区間における来簿者の回避を齪
産め,シャトルバスを運行

　　
　　　　　　　　

写真3 パーク& バスライド駐車場

②
パ
ー
ク
&
レ
ー
ル
ラ
イ
ド

(写
真
4
)

国
道

一
八
号
に
並
行
す
る

｢し
な
の
鉄
道
｣
の
二
駅

(信
濃
追
分
駅
、
中
軽
井
沢
駅
)
に
パ
ー
ク
&
レ
ー
ル
ラ

イ
ド
駐
車
場
を
そ
れ
ぞ
れ
三
五
台
、
八
〇
台
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
乗
り
換
え
促
進
を
図
る
た
め
、
国
道
一
八
号

上
に
｢し
な
の
鉄
道
｣
の
電
車
発
車
時
刻
を
表
示
し
ま
し
た
。

へ
社
会
実
験
に
よ
る
検
証
事
項
〉

･
渋
滞
緩
和
効
果

,鉄
道
利
用
促
進
効
果
/
情
報
提
供
の
有
効
性

･
サ
ー
ビ
ス
性
/
ア
ク
セ
ス
道
路
の
安
全
性
、
駐
車
容

量
の
妥
当
性

【回
遊
性
の
向
上
】

①
町
中
心
部
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
連
行

(写
真
5
)

軽
井
沢
町
の
観
光
中
心
部
で
あ
る
軽
井
沢
駅
か
ら
旧
軽

井
沢
地
区
ま
で
の
回
遊
を
促
進
す
る
た
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
連
行
さ
せ
ま
し
た
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
バ
ス
本
体

が
観
光
の
装
置
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
レ
ト
ロ
調
バ
ス

を
導
入
し
ま
し
た
。

へ社
会
実
験
に
よ
る
検
証
事
項
〉

･
移
動
支
援
に
よ
る
回
遊
促
進
効
果

レトロ調バスを活用した
シャトルバス連行

図 3 施策の概要

写真 4 パーク& レールライド駐車場

　　　　　　　　　　　-- - - き,きめをそぎ弩

案内嵩板により、バスやマイカーでの移動の所雲
時間情報を提供



･
サ
ー
ビ
ス
性
ノ
バ
ス
の
速
達
性
、
輸
送
力
、
バ
ス
停

位
置
、
連
行
間
隔
等
の
妥
当
性

②
乗
り
捨
て
可
能
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

(写
真
6
)

榊
設

　

　

　

ま
た
、
鉄
道
駅
や
観
光
中

･

心
部
に
、
新
た
に
四
箇
所
の
仮
設
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
設

置
し
ま
し
た
。

へ
社
会
実
験
に
よ
る
検
証
事
項
〉

･
乗
り
捨
て
可
能
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
回
遊
促
進
効
果

･
サ
ー
ビ
ス
性
/
利
用
料
金
、
ポ
ー
ト
位
置
等
の
妥
当

性
、
民
間
事
業
者
か
ら
見
た
永
続
性

検
証

2

実
験
実
施
日

平
成
一
四
年
八
月
九
日

(金
)
~
三

日

(日
)

三

実
験
結
果

【交
通
渋
滞
の
緩
和
M

①
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド

観
光
ピ
ー
ク
で
あ
る
お
盆
を
避
け
た
社
会
実
験
実
施
で

l パーク&バスライドの利用理由 I

鬮釀國 G)興味があったから 醸圀國鱒軽井沢駅国辺の駐車鳩に一一一一一一一-- 入れないと慰つだから
仁三コ @ (駐車場周辺が)予想以上に 圏薹璽②癩国だっ斥から
渋滞していたから

圓薹剛ご案内覊板で中心部の湖状況を 圓鬮㈱霞論黛さも霧凄で知ったから
にニコ @壕内纜仮により、パーク&バス 匪蟄国◎その他ライドを利用した方が早いと願
っだから

仁ニコ @運転が撥れるから

図 4 パーク& バスライド利用理由、有効
サンプル数3 4 1票 (出典 :国土交通省資料)

%

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
プ
リ
ン
ス
通
り
上
で
特
に
大
き
な

渋
滞
の
発
生
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
利
用
者
数

は
、
三
日
間
で
延
べ
約
六
〇
〇
人
に
及
び
ま
し
た
。
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
J
ト
調
査
結
果
を
見
て
も
、
ニ
カ
年
か
け

て
実
施
し
て
き
た
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
施
策
が
徐
々
に

観
光
客
へ
浸
透
し
つ
つ
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
(図
4
)。

ま
た
、
プ
リ
ン
ス
通
り
上
の
成
沢
交
差
点
~
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
入
口
ま
で
の
約
一
･
三
蹴
に
設
置

し
た
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
は
、
一
般
の
車
道
に
比
べ
、
最
大

約
二
〇
分
の
時
間
短
縮
効
果
が
見
ら
れ
、
バ
ス
の
定
時

性
･
速
達
性
の
確
保
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
性
に
つ
い
て
は
、
一
五
分
の
連
行
ヘ
ッ
ド
は
約

六
割
が
妥
当
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
料

図 5 パーク& バスライドの料金に対する
意向、有効サンプル数13 9票

(出典 :国土交通省資料)

緘

写真7 バス専用レーン



剛①部頼以上に渋滞してい足から
…1

金
の
支
払
い
意
志
は
、
利
用
者
の
八
割
が
有
料
で
も
利
用

す
る
と
答
え
ま
し
た

(図
5
、
写
真
7
)。

②
パ
ー
ク
&
レ
ー
ル
ラ
イ
ド

①
の
パ
ー
ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド
と
同
様
、
国
道
一
八
号
に

大
き
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
パ

ー
ク
&
レ
ー
ル
ラ
イ
ド
利
用
者
数
は
、
前
年
度
の
約
一
･

三
倍
に
相
当
す
る
約
三
五
〇
台
に
及
び
ま
し
た
。
パ

ク
&
レ
ー
ル
ラ
イ
ド
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
約
四
割
が
設
置
し
た
情
報
提
供
を
基
に
乗
り
換
え
を

行
っ
た
、
と
い
う
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
性
に
つ
い
て
は
、
信
濃
追
分
駅
及

　　　　　　　　　　　　
-□③もともと ｢しなの鉄道｣に漿り淡
!えていこうと競っていたから
‘囮④案内、話題琶板を見たから
　
l圃⑤中曲都の駐車傷に入れないと思っ
たから
囲◎ホームぺ-ジ、チラシ等で醗前に　
　
ぺ
た
ム
い
他

ら

-
て
の

　
　
　
　

　

　

※鉄道利用者アンケ-ト髓査聽果;複戴回避形式。有効サンプルはず〔沿娯

び
中
軽
井
沢
駅
と
も
に
パ
ー
ク
&
レ
ー
ル
ラ
イ
ド
駐
車
場

が
施
策
開
始
時
刻
か
ら
二
時
間
後
に
は
満
車
状
態
と
な

り
、
駐
車
場
の
容
量
拡
大
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す

(図
6
、
写
真
8
)。

【回
遊
性
の
向
上
】

①
町
中
心
部
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

図 6 パーク& レールライドの利用理由

< 自宅出発時に軽井沢ショッピングプラザのみ、 または
旧軽銀座のみの来街予定した人の実際の行動>

写真 9 歩道にあき、れるバス待ち客

写真 10 三笠通りの渋滞に巻き込ま
れるシャトルバス

※中心部バス利用者アンケート鯛査結果:育効サンプルは166票

軽
井
沢
駅
南
口
~
旧
軽
井
沢
区
間
を
連
行
し
た
レ
ト
ロ

調
バ
ス

(無
料
)
は
、
三
日
間
で
延
べ
二
、
二
六
〇
人
の

利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。
バ
ス
連
行
に
よ
る
観
光
中
心
部

で
の
回
遊
促
進
効
果
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
利
用
者
の
約
七

割
が
自
宅
出
発
前
の
予
定
を
変
更
し
、
軽
井
沢
駅
南
口
周

辺
及
び
旧
軽
井
沢
周
辺
の
両
地
区
へ
訪
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実
験
実
施
前
に
危
惧
し
て
い
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

と
同
一
区
間
を
運
行
す
る
既
存
バ
ス

(有
料
)
へ
の
影
響

に
つ
い
て
も
、
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
、
約
一
･
五
倍
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
性
に
つ
い
て
は
、

一
五
~

一
六
時

頃
、
連
行
ル
ー
ト
で
あ
る
三
笠
通
り
の
渋
滞
に
バ
ス
が
巻

き
込
ま
れ
、
ダ
イ
ヤ
の
乱
れ
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
速

達
性
･
定
時
性
の
確
保
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

(図
7
、
写
真
9
･
噂
)。



②
乗
り
捨
て
可
能
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

乗
り
捨
て
可
能
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
三
日
間
で
延

べ
約
一
七
〇
台
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
"乗

り
捨
て
"
を
行
っ
た
割
合
は
、
全
体
の
約
四
割
を
占
め
、

乗
り
捨
て
可
能
シ
ス
テ
ム
の
有
意
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

改
善
点
と
し
て
は
、
主
要
な
観
光
施
設
等
へ
の
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
の
増
設
を
望
む
声
が
約
二
割
強
挙
が
っ
て
お
り

ま
す
。
料
金
体
系
に
つ
い
て
も
、
日
単
位
で
設
定
し
た
社

会
実
験
実
施
時
の
料
金
は
、
午
後
か
ら
借
り
た
利
用
者
に

対
し
て
割
高
感
が
あ
り
、
時
間
単
位
で
レ
ン
タ
ル
可
能
な

料
金
設
定
を
望
む
声
が
挙
が
り
ま
し
た

(図
8
~
1 0
、
写

真
川
)。

こ
う
し
た
平
成

一
四
年
度
の
社
会
実
験
の
成
果
を
受

け
、
軽
井
沢
町
で
は
、
施
策
の
永
続
的
な
実
施
ス
タ
イ
ル

を
関
係
者
み
ん
な
で
議
論
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
を

初
年
度
と
し
た
｢軽
井
沢
町
交
通
快
適
性
調
査
検
討
協
議

会
｣
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
今
夏
に
お
き
ま
し
て
も

八
月
九
日
~
-
四
日
に
か
け
て
交
通
実
験
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

ブイ 温片多ニー1しす るハハリ0

訟芻'彩吻楓 '萱芝が- '‘解廉 冤狄ー 詫薇 *
翳獺饗翔穫饗輛認騨繊麗解醗酵費
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到
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図8 “乗り捨て" の割合

※祟り捨てレンタサイクルアンケート調査結果: ※来街者ヒアリング側査結果;有効サンプルは720蹟
有効サンプルはくめ辯

図9 回避促進効果 (自転車利用者と一般来街者の目的箇所数)
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五

お
わ
り
に

社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
り
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
国

節

土
交
通
省
長
野
国
道
事
務
所
、
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
、

ャ一T

北
陸
信
越
運
輸
局
、
長
野
県
、
日
本
道
路
公
団
佐
久
管
理

撒

事
務
所
、
長
野
県
警
察
本
部
、
し
な
の
鉄
道
、
及
び
地
元

関
係
者
に
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
指
導

と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
高
崎
経
済
大
学
の
横
島
教
授
に

お
き
ま
し
て
は
、
重
ね
て
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
実
施
し
た
施
策
の
本
格
導
入
の
実
現
に
向
け
、

関
係
各
機
関
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O図 自転車移動による訪問O D



鬮鱗
鬘
鱗鬮
鬮
鬘
鬘
特
集
/
夏
の
道
路
管
理
鬘
■
鬘
露

“
鬘
鬘
鬘
饗
奪
饗
鬘
鬘
讓藁
竇
讓竈
藁
讓

週
鷺
休
憩
聴
講
⑭
轡
蛔
に
つ
い
て

鯛
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
事
業
環
境
部
環
境
整
備
課

一

は
じ
め
に

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

の
休
憩
施
設

(以
下

｢
エ
リ
ア
｣
と
言
う
。)
は
、
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
高
速
道
路
で
の
連
続
走
行
の

疲
労
や
緊
張
を
解
き
、
お
客
様
の
生
理
的
欲
求
や
飲
食

･

給
油
、
交
通
案
内
等
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場

で
あ
る
。
こ
の
お
客
様
の
憩
い
の
場
で
あ
る
エ
リ
ア
を
適

切
に
管
理
す
る
た
め
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

･
ガ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
施
設
(建
物
)
の
維
持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、

お
客
様
の
好
み
に
応
じ
た
飲
食

･
物
販
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
適
切
な
情
報
提
供
、

ト
イ
レ
を
常
に
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
様
々
な

『お
客
様
サ
ー
ビ
ス
』
の
提
供
業
務
が
重
要
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め

に
は
、
お
客
様
で
混
み
合
う
時
間
帯
･
曜
日
等
の
エ
リ
ア

特
性
を
把
握
し
た
上
で
、
日
々
の
業
務
を
着
実
に
こ
な
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お

盆
の
帰
省
時
期
、
年
末
年
始
の
繁
忙
期

(以
下

｢
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
｣
と
言
う
。)
は
、
お
客
様
の
エ
リ
ア
へ
の
立
ち

寄
り
が
非
常
に
多
く
な
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
提

供
す
る
う
え
で
様
々
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

働
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。

は
、
鯛
ハ
イ
ウ
ェ
イ
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
に
高
速
道

路
の
エ
リ
ア
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ッ

プ
、
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

建
設
･
管
理
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
清
掃
･
ご

み
処
理
な
ど
の
公
益
事
業
を
道
路
管
理
者
に
成
り
代
わ
っ

て
実
施
し
て
い
る
公
益
法
人
で
あ
る
。
機
構
で
は
、
お
客

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
、
新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

｢サ
ー
ビ
ス
の
創

造
｣
な
ど
を
経
営
理
念
に
据
え
て
、
日
々
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
機
構
で
実
施
し
て
い
る
業
務
の
う
ち
、
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
様
々
な
対
策
の
概
要
、
夏
季
ハ
イ

シ
ー
ズ
ン
の
エ
リ
ア
管
理
に
お
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
ト
イ
レ
の
臭
気
対
策
、夜
間
･
早
朝
の
ご
み
溢
れ
対
策
、

食
品
衛
生
管
理
の
徹
底
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
平
成
一
五
年
度
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
の
概
要

機
構
で
は
、
毎
年
、
春
･
夏

･
年
末
年
始
の
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
期
間
中
の
対
策
事
項
を

｢
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
実
施

要
領
｣
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
機
構
内
部
は
も
と
よ
り
、

各
営
業
者
･受
託
者
及
び
請
負
業
者
に
対
し
て
周
知
指
導

し
て
い
る
。
平
成
一
五
年
度
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
期
間



は
、
以
下
の
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

･
春
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン

(実
施
済
)

平
成
一
五
年
四
月
二
四
日

(木
)
~
平
成
一
五
年
五

月
七
日

(水
)

･
夏
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン

平
成
一
五
年
八
月
七
日

(木
)
~
平
成
一
五
年
八
月

二
〇
日

(水
)

･
年
末
年
始
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン

平
成
一
五
年
三
一月
二
四
日

(水
)
~
平
成
一
六
年

一
月
六
日

(火
)

こ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
前
に
、
エ
リ
ア
の
管
理
業
務
を

直
接
実
施
し
て
い
る
事
業
所
等
で
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
会
議
を

開
催
し
、
関
係
者
間
で
の
情
報
の
共
有
化
及
び
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
る
。

1

レ
ス
ト
ラ
ン
･
ハ
イ
ウ
エ
イ
シ
ョ
ッ
プ
･
ガ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
の
対
策

前
年
度
の
実
績
等
か
ら
、
帰
省
や
レ
ジ
ャ
ー
等
の
お
客

様
の
動
向
を
考
慮
し
た
営
業
時
間
延
長
を
計
画
す
る
と
と

も
に
、
エ
リ
ア
の
混
雑
状
況
に
応
じ
て
適
宜
更
な
る
営
業

時
間
延
長
を
実
施
し
て
対
応
す
る
。

更
に
、
こ
れ
に
伴
い
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
を
増
員
し
、

各
コ
ー
ナ
ー
の
人
員
体
制
の
強
化
を
図
る
。
な
お
、
ス
ナ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
の
客
席
に
は
環
境
美
化
や
案
内
等
を
行
う

担
当
者
を
、
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
給
油
待
ち
車
両
に

対
す
る
誘
導
整
理
員
を
配
置
す
る
よ
う
努
め
る
。

現
場
営
業
責
任
者
は
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
前
に
店
舗
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
し
、
全
従
業
員
に
対
し
て
従
業
員

教
育
を
徹
底
し
、
特
に
新
た
に
雇
用
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
等

に
対
し
て
は
、
十
分
な
教
育
を
実
施
し
た
後
に
仕
事
に
就

か
せ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
販
売
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、
特
設
販
売
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
レ
ジ
の
増
設
等
を
行
い
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー

や
季
節
感

･
地
域
色
の
あ
る
販
売
商
品
の
提
供
と
い
っ
た

販
売
商
品
の
強
化
策
も
併
せ
て
実
施
す
る
。
写
真
1
に
春

の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
善
光
寺
関
連
の
商
品
を
集
め

た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
長
野
道
み
ど
り
湖
P
A

(上
り
)
ハ
イ
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ッ
プ
の
状
況
を
示
す
。　 　　 　 　

写真 1 長野道 みどり湖PA 〔上り) ハイウエイショップ 拶

西宮名塩S A (上り) イン道
影搜

2

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
対
策

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

(写
真
2
)
開
設
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
J
H
発
表
に
よ
る
高
速
道
路
の
渋
滞
予
測

(日
時
、
上
下
線
)
や
地
域
特
性

(イ
ベ
ン
ト
情
報
等
)

を
十
分
に
考
慮
し
て
実
施
す
る
。

高
速
道
路
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
J
H
管
制
室
か

ら
の
一
斉
指
令
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
情
報
を
、
す
み

や
か
に
高
速
道
路
を
利
用
す
る
お
客
様
に
提
示
す
る
と
と

も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
よ
り
積
極
的
に

情
報
収
集
に
努
め
る
。
ま
た
、
通
行
止
め
等
が
発
生
し
た

場
合
は
、
放
送
設
備
を
活
用
し
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行

　
　　イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
道
路
の
案
内
や
、
例
年
お
客



様
か
ら
の
問
合
せ
が
多
い
行
楽
地
･
観
光
施
設
ま
で
の
経

路
は
事
前
収
集
し
、
提
供
す
る
情
報

･
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
。

な
お
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
季
節
感
の
あ
る

飾
り
付
け
を
行
い
、
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
。

3

環
境
整
備
作
業
に
お
け
る
対
策

環
境
整
備
作
業
と
は
、
道
路
管
理
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
設
置
に
必
要
な
土
地
を
占
用
す
る
際
の
義
務
と
し
て

条
件
化
さ
れ
て
い
る
、
①
占
用
区
域
外
の
部
分
で
あ
る
ト

イ
レ
、
駐
車
場
、
園
地
や
歩
道
等
の
清
掃
、
②
フ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
に
草
花
を
植
え
た
り
、
ト
イ
レ
に
切
り
花
を
飾
る

な
ど
の
美
化
作
業
、
③
エ
リ
ア
か
ら
発
生
す
る
ご
み
の
処

理
作
業
等
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
の
代
行
と
し
て
お
客
様

に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
実
施
し
て
い
る
業

務
で
あ
る
。

清
掃
作
業
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
の
ト
イ
レ
面
積
と
ご

み
発
生
量
か
ら
各
場
所
ご
と
に
A
か
ら
E
ラ
ン
ク
ま
で
の

五
段
階
の
ラ
ン
ク

(ラ
ン
ク
は
、
例
え
ば
A
ラ
ン
ク
は
面

積
が
広
く
ご
み
の
発
生
量
も
多
い
エ
リ
ア
で
あ
り
、
逆
に

E
ラ
ン
ク
は
面
積
が
狭
く
、
ご
み
発
生
量
も
少
な
い
エ
リ

ア
と
な
る
。)
に
分
け
て
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
確
保

す
る
た
め
に
各
ラ
ン
ク
毎
に
標
準
的
な
清
掃
頻
度
を
定
め

て
、
各
ラ
ン
ク
の
エ
リ
ア
管
理
時
間
(必
要
な
人
員
を
配
置

し
、
作
業
を
行
う
時
間
帯
)
内
で
、
清
掃
を
行
う
方
式
を
採

用
し
て
い
る
。
平
成
一
五
年
度
に
お
け
る
機
構
の
エ
リ
ア

管
理
時
間
及
び
清
掃
頻
度
の
基
準
を
表
1
に
示
す
。

ト
イ
レ
清
掃
に
つ
い
て
は
主
に
臭
気
対
策
上
必

ず
ど
の
ラ
ン
ク
で
も

一
日
一
国
の
水
洗
い
清
掃

(床
面
清
掃

(写
真
3
)
も
含
む
)
を
行
い
、
そ

の
後
巡
回
し
な
が
ら
の
補
助
的
な
清
掃
を
行
う
こ

と
と
し
、
A
ラ
ン
ク
で

一
日
六
回
、
B
ラ
ン
ク
で

一
日
四
回
、
C
ラ
ン
ク
で

一
日
三
国
、
D

･
E
ラ

ン
ク
で
一
日
二
回
実
施

(状
況
に
よ
っ
て
は
そ
れ

以
上
)
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
期
に

は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
エ
リ
ア
に
作
業
員
を
張

り
付
け
て
、
通
常
よ
り
も
時
間
を
延
長
し
て
清
掃

作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
A
･
B
ラ
ン
ク
の

対
策
を
実
施
す
る
エ
リ
ア
で
は
、
二
四
時
間
清
掃

員
を
張
り
付
け
て
昼
夜
間
連
続
で
清
掃
に
当
っ
て

い
る
。

こ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
を
実
施
す
る
日
数
は

表
1
に
示
す
と
お
り
、
A
~
E
ラ
ン
ク
で
そ
れ
ぞ

れ
年
間
四
五
~
二
五
日
間
見
込
ん
で
お
り
、
ゴ
ー

3 トイレの水洗い清掃 、
状 況 (関越道 高坂sA ゴ
(下り)) 1

表 1 エリア管理時間及び清掃頻度の基準
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ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
･
お
盆
時
期
･
年
末
年
始
に
必
要
日
数

を
割
り
ふ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
特
に
夏
季
ハ
イ
シ
ー
ズ

ン
期
に
は
、
お
客
様
か
ら
ト
イ
レ
が
臭
い
と
い
っ
た
意
見

も
多
い
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
日
数
を
多
く
配

分
し
て
い
る
。

三

ト
イ
レ
の
臭
気
対
策

夏
季
の
エ
リ
ア
管
理
の
う
ち
、
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
ト
イ
レ
の
臭
気
対
策
で
あ
る
。
機
構
で

は
、
二

･
3
で
述
べ
た
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
の
他
に
、
ハ
イ

ウ
ェ
イ
ポ
ス
ト
に
お
い
て
ト
イ
レ
が
臭
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
箇
所
を
中
心
に
、
換
気
扇
の
稼
動
頻
度
の
増
、
消

臭
･
芳
香
剤
の
十
分
な
使
用
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
清
掃
時
に
使
用
す
る
洗
剤
に
つ
い
て
も
、
消
臭
･
芳

香
効
果
が
あ
る
オ
レ
ン
ジ
洗
剤
･
バ
イ
オ
洗
剤
等
、
各
エ

リ
ア
に
お
い
て
効
果
が
あ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
古
い
ト
イ
レ
施
設
の
場
合
は
、
尿
石
が
小
便

器
配
管
の
奥
に
ま
で
こ
び
り
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
臭
気
が

発
生
す
る
た
め
、
な
か
な
か
防
臭
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
施
設
改
良
が
最
良
の
方
法
で
は
あ
る

が
、
改
良
す
る
ま
で
の
間
は
日
々
の
清
掃
を
入
念
に
実
施

し
、
換
気
を
十
分
に
行
い
、
少
し
で
も
効
果
が
あ
る
消

臭

･
芳
香
剤
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
寒
冷
地
の
ト
イ
レ
は
防
寒
性
を
重
視
し
た
密
閉

構
造
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
風
が
抜
け
に
く
い
。
昨
年
度
、

北
海
道
の
金
山
P
A
、
野
幌
P
A
、
岩
見
沢
s
A
、
砂
川

S
A
の
四
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
自
動
芳
香
剤
噴
霧
器

(写

真
4
)
に
よ
る
臭
気
対
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
効
果
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
新
た
に
磐
梯
山
s
A
･

南
条
s
A
･
賤
ヶ
岳
s
A
の
三
エ
リ
ア
に
つ
い
て
も
使
用

し
て
い
る
。

機
構
で
は
、
今
後
と
も
有
効
な
臭
気
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
が
、
今
年
度
は
酵
素
剤
等
を
利
用
し
た
消
臭

実
験
を
実
施
し
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定

で
あ
る
。

四

夜
間
･
早
期
の
ご
み
溢
れ
対
策

こ
れ
ま
で
夜
間
･
早
朝
の
ご
み
溢
れ
に
つ
い
て
は
、
ハ

写真4 自動芳香剤噴霧器設置状況 (道央道 砂川sA )

イ
ウ
ェ
イ
ポ
ス
ト
等
で
の
苦
情
は
あ
っ
た
も
の
の
、
エ
リ

"

ア
管
理
時
間
外
の
ご
み
回
収
に
つ
い
て
は
特
に
対
応
を
行

R

わ
ず
、
管
理
時
間
開
始
時
及
び
終
了
時
の
回
収
で
対
応
し

m

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ャ

し
か
し
･
近
年
特
に
土
日
休
日
等
に
お
い
て
大
都
市
近

瀞

郊
の
ご
み
発
生
量
の
多
い
エ
リ
ア
や
夏
季
に
海
水
浴
や
釣

客
等
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
等
に
お
い
て
、
夜
間
に
ご
み
が

溢
れ
て
い
る
状
況
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
応
策
の

予嵐山 PA Cランク

関趨自動車道ルート①のハイシーズン時の例

) △高坂 SA Aランク (基地エリカ

(上) 鶴ヶ島 I C V A 花園 I C

-、
出発(基地工リァ)一冊→回収(下)±三三 ｢ U チン

｣÷二参回収(下)ご終了
｢

図 1 夜間ごみ回収方法



表2 平成15年度 夜間巡回ごみ回収作業実施箇所

回収ルート 道路名 基地エリア 対象エリア 実施期間 実施日数

東北道ルート
東北道 蓮田SA A

払
生
創
羽
新 土日休日(7 ~ 9月)

通常期 23
ハイシーズン -

東北道 蓮田SA 新倉PA ハイシーズン(7月~ 9月)
通常期 -
ハイシーズン 19

京薬道ルート
京葉道 鬼高PA 幕張PA 士日休日(7~ 9月)

通常期 24
ハイシーズン -

京葉道 鬼高PA 鬼高PA ハイシーズン(7月~ 9月)
通常期 ー
ハイシーズン 11

東関道ルート 米機泉退
千葉東金道路 湾岸幕張PA 臥一呂野 明

)
~糊湖纐潔

畑
M

通常期 23

惚 19

関越道′レート①
関越道 三芳PA 坐

臥聯 年G日[
休日[
土 臟 %

拶 -
関越道 高坂SA 撚剛 鱈ル冴 醐 -

“
姫

関越道ルート② 関越道 越後川口SA 臥柘朧飜額 明
)
~糊湖獺ヌ

期 轉 25

彬 斡
東名ルート 東名高速 東郷PA 黙剃 年

㈱
錮
通
ン
醜
ズ
休
学
胡
M 瀰 100

“ 約
九州道ルート① 九州道 古賀SA A陰瀞劉壇玖燃

莇跡
臥
談
手
志
鞍
古 年

鯖
鋼
通
ン
歌
ズ
休
ジ期

期常通 “

多 範
九州道ルート②

道
道
州
分
九
大 基山PA 摯田山摯==広A郷 年

鯖
輻
鐙
ル
休
シ
押
M 螂 鍵

彬 35

※2ノ･イシーズン期間中は(表1)のとおり、A ･Bランクは24hr作業員が常駐してごみ回収しているので、夜間ごみ回収エリアには含めない。

一
つ
と
し
て
土
日
休
日
の
夜
間
に
巡
回
に
よ
る
ご
み
回
収

を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

本
方
式
は
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
高
ラ
ン
ク

(A
あ
る

い
は
B
ラ
ン
ク
)
エ
リ
ア
を
基
地
エ
リ
ア
と
し
、
低
ラ
ン

ク

(C

･
D

･
E
ラ
ン
ク
)
エ
リ
ア
を
高
ラ
ン
ク
の
エ
リ

ア
管
理
時
間
終
了
後
、
夜
の
八
~
九
時
以
降
に
巡
回
に
よ

っ
て
ご
み
回
収
を
実
施
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

低
ラ
ン
ク
エ
リ
ア
の
エ
リ
ア
管
理
時
間
が
終
了
し
た
夕
方

写真 5 夜間のごみ溢れ①、夜間のごみ回収②、早朝のごみ溢れ解消状況③

五
時
か
ら
夜
に
か
け
て
溜
ま
っ
た
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と

に
よ
り
、
低
ラ
ン
ク
エ
リ
ア
を
含
め
、
回
収
す
る
す
べ
て

の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
夜
間
･
早
朝
の
ご
み
溢
れ
を
解
消

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
試
行
結
果
、

各
エ
リ
ア
ご
と
の
時
間
延
長
よ
り
も
費
用
対
効
果
も
高

く
、
夜
間
の
ご
み
溢
れ
対
策
と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
今
年
度
は
全
国
八
ル
ー
ト
二

七
エ
リ
ア

(表
2
)
に
拡
大
し
、
う
ち
四
ル
ー
ト
に
お
い

て
は
、
年
間
を
通
し
て
土
日
休
日
に
実
施
し
て
い
る
。
写

真
5
に
千
葉
東
金
道
路
野
呂
P
A

(上
り
)
の
夜
間
ご
み

溢
れ
状
況
と
夜
間
ご
み
回
収
状
況
及
び
ご
み
溢
れ
が
解
消

し
た
早
朝
の
状
況
を
示
す
。

五

食
品
衛
生
管
理
の
徹
底

食
品
衛
生
管
理
は
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
限
ら
ず
日
々
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
特
に
食
中
毒
事
故
等
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
①
細
菌
を
つ
け
な
い

(清
潔
)、
②
細

菌
を
増
や
さ
な
い

(冷
却
及
び
迅
速
)、
③
細
菌
を
殺
す

(加
熱
)
の

｢食
品
取
扱
い
の
三
原
則
｣
を
念
頭
に
実
施

し
て
い
る
。
特
に
食
品
衛
生
は
、
手
洗
い
に
始
ま
り
手
洗

い
に
終
わ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
手
洗
い
こ
そ
が
食
品
衛

生
の
基
本
の
第
一
で
あ
る
た
め
、
｢正
し
い
手
洗
い
｣
(①

石
鹸
洗
い
玄
@
十
分
な
す
す
ぎ
↓
(@
消
毒
上
@
拭
く
)
の

励
行
を
徹
底
し
て
い
る
。
更
に
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
前
に
は

各
営
業
者
に
お
い
て
自
主
衛
生
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
機
構
で
は
エ
リ
ア
で
の
食
中
毒
防
止
を
限
り
な

2 0 道行セ 2003.8



例えば、ハンバーグ定食を作る鰈に、

どの部分で食中毒を起
半
が最も高め 蜥する I

ハンバ- グの半焼き状態が最も重要な原因 (重要管理点の設定)

ハンバーグの中心温度を基準温度以上にするための火力や加熱

く
追
求
し
、
よ
り
安
全
な
食
事
品
の
提
供
を
目
指
し
、
平

成
一
三
年
度
よ
り
段
階
的
に

｢J
-
S
a
p
a

H
A
C

C
P
シ
ス
テ
ム
｣
の
導
入
を
実
施
し
て
い
る
。
｢
H
A
C

C
P

(工
営
葺
合
言
凡
て
の搦
営
o
o
目
o巴
n
o目
o]
ヤ
o封
。
｣

と
は
、
危
害
の
分
析
に
よ
り
、
危
害
の
発
生
防
止
の
上
で

極
め
て
重
要
な
管
理
点
を
定
め
て
連
続
的
に
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
管
理
し
、
記
録
に
残
し
て
お
く
手
法
で
あ
る
。
図
2

に
H
A
C
C
P
手
法
の
具
体
例
を
示
す
。

｢
J
-
S
a
p

a

H
A
C
C
P
シ
ス
テ
ム
｣
は
、
平

成
一
三
年
度
に
羽
生
P
A

(下
)

･
中
郷
s
A

(上
下
)

を
皮
切
り
に
機
構
の
直
営
店
で
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お

り
、
平
成
一
四
年
度
に
は
民
間
営
業
店
に
お
い
て
も
順
次

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
運
用
し
て
き
て
い
る
。

六

防
犯
体
制
及
び
緊
急
連
絡
体
制
の
徹
底

機
構
で
は
、
犯
罪
の
発
生
防
止
及
び
被
害
の
拡
大
防
止

に
努
め
る
た
め
防
犯
体
制
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ

リ
ア
内
で
不
審
者

･
不
審
物
を
発
見
し
た
場
合
や
事
件
事

故
が
発
生
し
た
場
合
及
び
火
災
、
交
通
事
故
、
急
病
人
、

そ
の
他
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
決
め

ら
れ
た
手
順
に
よ
り
機
構
関
係
組
織
や
関
係
機
関
等
に
通

報

･
報
告
等
の
措
置
を
取
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、

ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
特
に
緊
急
連
絡
体
制
の
再
確
認
を

行
い
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

七

お
わ
り
に

高
速
道
路
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
様
に
本
当
に

満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
人
々
が

｢出
会
い
｣
、

｢喜
び
｣
、
｢満
足
｣
で
き
る
エ
リ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
お
客
様
で
混
雑
し
て
い
る
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
期
に
お
い
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
提
供
で
き

る
か
ど
う
か
が
、
直
接
エ
リ
ア
の
評
価
に
繋
が
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
機
構
で
は
、
上
述
し
た
と
お
り
、

各
部
署
に
お
い
て
様
々
な
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
対
策
を
実
施
し

て
お
り
、
快
適
な
エ
リ
ア
創
り
と
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
多
種
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
日
々
の
エ
リ
ア
管
理
業
務
を
実
施

す
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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路
サ
ー
ビ
ス
機
構
広
報
室

休
息
時
間
を
よ
り
豊
か
な
時
に

-

『食
』
の
J
,
s
a
p
a
を
め
ざ
し
て
!

高
速
道
路
と
自
動
車

第
四
五
巻
第
八
号

P
“
~
%

二
〇
〇
二
年
八
月

3

働
道
路
施
設
協
会
附
属
研
究
所

食
品
衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

一
九
九
八
年
三
月

道行セ 2003.8 2 Z

定めたとおりに調理する

定期的に確認して記録する

図 2 H A C C P手法の具体例
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飛
騨
穰
地
震
に
鰤
す
る
週
廳
囃
築
卿
簾
◎
轤
遷

道
路
局
国
道
の
防
災
課
道
路
防
災
対
策
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
は
、地
震
や
火
山
な
ど
の
活
動
が
活
発
で
あ
り
、

過
去
か
ら
多
く
の
地
震
や
火
山
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ

て
き
て
い
る
。
日
本
で
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
以

上
の
地
震
回
数
は
、
世
界
全
体
の
二
0
･
五
%
を
占
め
、

活
火
山
に
つ
い
て
は
、
全
世
界
の
約
一
割
の
一
〇
八
の
活

火
山
が
分
布
し
て
お
り
、
世
界
の
○
･
二
五
%
の
国
土
面

積
と
比
べ
る
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
図

1
に
示
す
よ
う
に
、
我
が
国
が
環
太
平
洋
火
山
帯
に
位
置

す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
が
大
き
い
。

地
震
の
震
源
と
火
山
の
ほ
と
ん
ど
は
、
と
も
に
地
球
上

の
特
定
の
場
所
に
帯
状
に
分
布
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
分

布
と
世
界
の
プ
レ
ー
ト
の
分
布
か
ら
地
震
の
震
源
や
火
山

は
、
プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
日
本
周
辺
で
は
ア
ジ
ア
大
陸
側
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ

ー
ト
、
太
平
洋
側
に
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
方

面
へ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
境
界
が
存
在
し
て
い

る
た
め
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
沈
み
込
み
に
よ
り
発
生
す
る
プ

レ
ー
ト
境
界
形
の
巨
大
地
震
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
起
因
す

る
内
陸
域
の
地
殻
内
地
震
な
ど
が
発
生
し
、
古
来
よ
り
大

災
害
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
で
は
、
死

者
･
行
方
不
明
者
一
四
万
人
を
超
え
る
被
害
が
発
生
す
る

と
と
も
に
、
多
く
の
土
木
構
造
物
が
損
壊
し
た
。
こ
の
た

め
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
我
が
国
で
本
格
的
な
耐
震
設
計

を
取
り
入
れ
る
契
機
と
な
っ
た
地
震
で
あ
る
。
表
1
に
示

す
よ
う
に
、
関
東
大
震
災
以
降
も
大
規
模
な
地
震
が
発
生

し
て
お
り
、
記
憶
に
新
し
い
阪
神

･
淡
路
大
震
災
は
、
福

井
地
震

(
一
九
四
五
)
以
降
で
は
死
者
が
一
、
0
0
0
人
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,

マ
9

"

　

　　

　

　

　

　　

　
　

　

　

　

　

　

図 1 マグニチュード≧ 4 0 深さ10 o km以下の震源分布図

==== ===lII=III=IlII=======llI======-



を
超
え
る
規
模
の
大
規
模
地
震
災
害
で
あ
っ
た
。

阪
神
･淡
路
大
震
災
は
、
兵
庫
県
淡
路
島
北
部
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
"
の
地
震
で
、
近
畿
地
方
を
中

心
に
西
日
本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て
広
い
範
囲
で
強
い
揺

れ
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
都
市
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
た

め
、
神
戸
市
を
中
心
と
す
る
阪
神
地
域
に
戦
後
最
大
の
激

甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
気
象
庁
は
淡
路
島
の
北
部
を

は
じ
め
神
戸
市
か
ら
芦
屋
市
、
西
宮
市
、
宝
塚
市
に
か
け

て
の
広
範
囲
の
地
域
で
観
測
史
上
初
め
て
の
震
度
7

(激

震
)
を
認
定
し
た
。
六
、
0
0
0
人
を
超
え
る
人
命
が
失

わ
れ
た
ほ
か
、電
気
･
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
、

高
速
道
路
や
新
幹
線
な
ど
の
橋
梁
、
建
築
物
な
ど
の
公
共

的
邨
921
830
250
691

鱒
96
183
987
“
601
纖
塙
鷆

=
災防

3̂
1･
?↑
]̂)
Rv
Û
11
ソ̂｣
枦O
R)
M̂Y
QV
Û
4｢
｢/

ブ′
X̂〉
7′
“′
RV
RU
｢′
X̂V
QV
フ′
“′
RV
｢′
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1 我が国の地震被害一覧 (明治以降)

7
3
10
7
綣
針
第
4
23
16
16
9
14
陵
第
4

　　
　　
　　
　　　
　　　
　　
　　
　　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　

927
933
943
944
鱗
鱗
948
戦
…
964
端
974
978
978
983
984

施
設
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
被
害
額
は
約
一
〇
兆

円
に
も
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
も
、

橋
梁
な
ど
の
重
要
構
造
物
が
被
害
を
受
け
た
た
め
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
が
損
な
わ
れ
、
地
震
直
後
に
お
け

る
救
急
、
救
援
活
動
、
応
急
復
旧
活
動
に
支
障
を
き
た
し
、

ま
た
、
地
域
生
活

･
産
業
活
動
、
ひ
い
て
は
全
国
的
な
経

済
活
動
に
影
響
を
与
え
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
震
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
に
お
け

る
震
災
対
策
の
経
緯
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
中

央
防
災
会
議
等
に
お
い
て
、
地
震
発
生
の
逼
迫
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
、
東
南
海
･
南
海
地
震
の
概
要
と

そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
と
す
る
。

二

我
が
国
に
お
け
る
道
路
の
震
災
対
策
に
つ

い
て

我
が
国
の
道
路
の
耐
震
設
計
や
耐
震
対
策
に
つ
い
て

は
、
表
1
の
よ
う
に
多
発
し
て
い
る
大
規
模
地
震
に
よ
る

経
験
を
踏
ま
え
、
逐
次
、
耐
震
設
計
基
準
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
な
耐
震
点
検
、
耐
震
対
策
を
進
め
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

1

道
路
の
耐
震
点
検

道
路
の
耐
震
対
策
を
行
う
た
め
に
全
国
一
斉
に
実
施
す

る
総
点
検
は
、
昭
和
四
六
年
二
月
の
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

地
震
を
契
機
と
し
て
開
始
し
、
概
ね
五
年
毎
に
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
点
検
で
は
、
地
震
災
害
で
得
ら
れ
た
技

術
的
知
見
や
道
路
の
利
用
状
況
の
変
化
等
も
踏
ま
え
、
逐

芻

次
、
点
検
方
法
の
改
良
が
重
ね
て
行
わ
れ
て
い
る
。
最
新

R

の
点
検
で
あ
る
平
成
八
、
九
年
度
の

｢総
点
検
｣
で
は
、

。

平
成
七
年
に

｢阪
神
･
淡
路
大
震
災
｣
が
発
生
し
た
こ
と

セ　　

か
ら
、
耐
震
設
計
や
道
路
構
造
に
関
す
る
学
識
経
験
者
で

酩

構
成
さ
れ
る

｢道
路
防
災
総
点
検
技
術
検
討
委
員
会
｣

(委
員
長
"岩
崎
敏
男
･
聞
建
設
技
術
研
究
所
理
事
長
)

を
設
置
し
、
点
検
要
領
を
作
成
し
、
全
て
の
道
路
に
つ
い

て
耐
震
点
検
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
の
道
路
に
お
け
る
耐
震
対
策
は
、
平
成
八
、

九
年
度
に
実
施
し
た
総
点
検
結
果
等
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

2

道
路
橋
の
耐
震
設
計

関
東
大
震
災

(
一
九
二
三
年

(大
正
一
二
年
))
に
お

け
る
道
路
橋
被
害
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
静
岡
な
ど
｢

七
八
五
橋
に
達
し
、
中
で
も
震
央
に
近
い
神
奈
川
県
で
は

半
数
以
上
の
橋
が
被
災
し
た
。
こ
の
当
時
は
、
ま
だ
道
路

橋
に
対
し
て
は
、
地
震
力
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
下
部
構
造
が
破
壊
し
て
上
部
構
造
の
落
下
に
至
る
よ

う
な
甚
大
な
被
害
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
翌
一
九
二
四
年

(大
正
一
三
年
)
内
務
省

土
木
局

(当
時
)
は
、
地
震
力
に
相
当
す
る
水
平
力
を
設

計
の
際
に
考
慮
す
る
よ
う
に
通
達
し
て
い
る
。

そ
れ
以
降
の
道
路
橋
の
耐
震
性
に
関
す
る
諸
規
定
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
と
、
一
九
二
九
年

(大



正
一
五
年
)
｢道
路
構
造
に
関
す
る
細
則
案
｣
に
お
い
て

初
め
て
設
計
荷
重
と
し
て
地
震
力
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
こ
こ
で
は
、
地
震
荷
重
は
虚
位
量
の
所
在
地
方
に
お

け
る
最
大
地
震
力
に
よ
り
橋
梁
の
各
部
に
最
大
応
力
が
生

じ
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
な

数
値
等
は
記
述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
三

四
年

(昭
和
一
四
年
)
｢鋼
道
路
橋
設
計
示
方
書
案
｣
に

お
い
て
、
水
平
加
速
度
0
･
二
g
、
鉛
直
加
速
度
0
･
一

g
を
標
準
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、
一

九
五
四
年

(昭
和
三
一
年
)
に
は
地
盤
種
別
に
応
じ
て
九

分
類
に
分
類
す
る
な
ど
し
て
、地
盤
特
性
が
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
耐
震
基
準
の
整
備
に
よ
っ
て
、
関

東
大
震
災
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
下
部
構
造
の
傾
斜
、転
倒
、

横
移
動
な
ど
に
伴
う
落
橋
な
ど
の
甚
大
な
被
害
形
態
は
減

写真 1 兵庫県南部地震 (19 9 5年) による乞
阪神高速道路R C 橋脚の倒壊 、

リ- ト充填によ総鰯雲橋脚の彌強 剛
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少
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
砂
質
地
盤
の
液
状
化
な
ど
周
辺
地
盤

の
変
形
に
よ
る
被
害
形
態
は
、
現
在
で
も
見
ら
れ
る
被
害

で
あ
る
。
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
顕
著
に
認
識
さ
れ
た
の

は
、
一
九
六
四
年

(昭
和
三
九
年
)
の
新
潟
地
震
に
よ
る

昭
和
大
橋
の
落
橋
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
被
災
経
験
や

動
的
解
析
法
な
ど
の
そ
の
後
の
耐
震
設
計
に
関
す
る
研
究

を
踏
ま
え
、
一
九
七
一
年

(昭
和
四
六
年
)
に

｢道
路
橋

耐
震
設
計
指
針
｣
が
規
定
さ
れ
た
。

一
方
、
一
九
七
八
年

(昭
和
五
三
年
)
宮
城
県
沖
地
震

で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
支
承
及
び
そ
の
周
辺
の

上
下
部
構
造
の
損
傷
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
下
部
構
造
の

移
動
、
傾
斜
等
の
被
害
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
代
わ

り
に
橋
脚
、
支
承
周
辺
部
の
内
、
ね
ば
り
の
少
な
い
弱
点

部
に
被
害
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
点
に
対
処
す
る
た
め
に
、
一
九
八
〇
年

(昭
和

五
五
年
)
の

｢道
路
橋
示
方
書
V
耐
震
設
計
編
｣
で
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
の
変
形
性
能
の
照
査
法
が
加
え

ら
れ
、
基
礎
構
造
物
の
耐
震
設
計
に
際
し
て
液
状
化
の
影

響
を
見
込
む
考
え
方
も
示
さ
れ
た
。

現
在
の
道
路
橋
の
耐
震
設
計
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
の
が
、
阪
神

･
淡
路
大
震
災
で
あ
る
。
こ
の
地
震

で
は
、
一
九
八
〇
年

(昭
和
五
五
年
)
よ
り
古
い
基
準
で

設
計
さ
れ
た
橋
を
中
心
と
し
て
、
上
部
構
造
の
落
橋
を
含



む
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
特
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
脚
の
主
鉄
筋
段
落
と
し
部
で
損
傷
が
生
じ
る
と
と
も

に
、
鋼
製
橋
脚
、
支
承
部
、
落
橋
防
止
装
置
等
で
被
害
が

生
じ
た

(写
真
-
)。

こ
の
様
な
経
験
を
踏
ま
え
、
地
震
後
二
月
二
七
日
に

｢兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
橋
の
復
旧
に

係
る
仕
様

(復
旧
仕
様
)｣
と
し
て
、
設
計
仕
様
が
建
設

省

(当
時
)
か
ら
通
知
さ
れ
、
平
成
八
年
三

月
に
道
路

橋
示
方
書
が
改
訂
さ
れ
た
。
こ
の
改
訂
で
は
、
こ
れ
ま
で

関
東
大
震
災
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
境
界
型
の
地
震
を
想
定

し
た
耐
震
設
計
を
実
施
し
て
い
た
が
、
阪
神

･
淡
路
大
震

災
を
引
き
起
こ
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
の
よ
う
な
内
陸
型

の
直
下
型
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
標
に
設
計
基

準
に
改
め
た
。
現
在
実
施
し
て
い
る
耐
震
補
強
は
、
こ
の

考
え
方
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る

(図
2
･
3
)。

三

東
海
地
震
に
つ
い
て

駿
河
湾
か
ら
四
国
に
か
け
て
の
海
底
に
南
海
ト
ラ
フ
、

駿
河
ト
ラ
フ
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
く
ぼ
み
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
く
ぼ
み
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ

ー
ト
が
、
陣
の
プ
レ
ー
ト
に
沈
み
込
む
場
所
で
、
過
去
に

繰
り
返
し
巨
大
地
震
が
発
生
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
震
源
域
に
よ
っ
て
、
東
か
ら

｢東
海
地
震
｣

｢東
南
海
地
震
｣
、
｢南
海
地
震
｣
と
区
分
さ
れ
る
場
合
が

多
い
。
過
去
の
被
災
記
録
に
よ
れ
ば
、
概
ね
一
〇
0
~
-

五
〇
年
程
度
の
間
隔
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
お

り
、
ま
た
、
三
つ
の
震
源
域

で
の
同
時
発
生
や
短
い
時
間

間
隔
で
地
震
が
続
く
場
合
は

多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
oこ

の
三
つ
の
地
震
の
う

ち
、
東
海
地
震
は
、
安
政
東

海
地
震
か
ら
約
一
五
〇
年
間

地
震
が
発
生
し
て
い
な
い
こ

と
や
、
明
治
以
降
に
お
け
る

駿
河
湾
周
辺
の
地
殻
歪
の
蓄

積
状
況
等
か
ら
考
え
て
、
駿

河
ト
ラ
フ
沿
い
に
近
い
将
来

大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
地
震
で
あ
る
。

東
海
地
震
に
つ
い
て
は
、

予
知
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ

て
お
り
、
事
前
予
知
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

五
三
年
三
月
に
成
立
し
た
大

規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法

(以
下
、
大
震
法
)
の
第
三

条
に
基
づ
き
、
地
震
防
災
対

策
強
化
地
域
の
指
定

(八
都

県
二
六
三
市
町
村

(平
成
一

,
事前措置 予知情報の報告･警戒宣言等 警戒本部の設置･地震防災応急措置等 発災後

国

洲

潴
ヰ

測
猟

基

災

犠

鰔
螂纖

鸚鬘
鱗慈
内
防 %

…

鼈
輔
気
情

.一

口簾

.

趨

き
ノ

羸粁

{鷲
基

定

措

搬
鱗
次
期

書

法

基

の

災

本

に

置

合
調
整
･指
示
)

勘
、

ノ

附

獺
鯛

潴
施
鸚

〆
の

籏
魁

し対
し
一派I磨
ぐ

…

靴

県
叫地震防災強化計面の作成 E 三

て
の
発
表
)]鰤

…

ぐ

爵
蕨
睡
隆
理
)
匿

l
l
'

“

設

く

鱗
蚊
…
徽
靴

総
…髯

舞
箋
讓
繃

県

地
対

…

市

地
対

字

…

鬱

市
町
村

増地震防;

背
隻強化計画の作成 F一三

民
間

等民住 ノ、醗舗鞠囃縢中
動
機
鱒
鰔鸚

な
よ聽稔纖

鰔
鞭
舸

醗舗鞠囃縢

図4 大規模地震対策特別措置法の概要
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四
年
四
月
二
四
日

現
在
))
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
震

法
に
よ
る
地
震
防
災
対
策
の
概
要
は
図
4
に
示
す
と
お
り

で
あ
る
が
、
最
大
の
特
徴
は
、
強
化
地
域
の
気
象
庁
地
震

計
の
観
測
デ
ー
タ
に
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
内

閣
総
理
大
臣
よ
り
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、
大
震
法
に
お
い
て
は
、
警
戒
宣
言
発
令
か
ら

地
震
発
災
ま
で
の
防
災
対
策
の
基
本
方
針
と
し
て
、
｢東

海
地
震
の
地
震
対
策
強
化
地
域
に
か
か
る
地
震
防
災
基
本

計
画
｣
(以
下
、
地
震
防
災
基
本
計
画
)
を
中
央
防
災
会

議
に
お
い
て
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
震
防
災
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
は

｢地
震

防
災
強
化
計
画
｣
を
作
成
し
、
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防

災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
中
央
防
災
会
議
で
は
、
東
海
地
震
対
策
に
つ
い

て
広
域
的
な
防
災
体
制
の
確
立
等
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
想
定
震
源
域
に
基
づ
く
被
害
想
定
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、今
年
三
月
一
人
日
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
強
化
地
域
で
は
震
度
6
弱
以

上
の
地
震
動
と
大
津
波
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
被

害
が
最
大
の
場
合
に
は

(予
知
情
報
が
な
く
朝
五
時
に
地

震
発
生
し
た
場
合
)
、
死
者
数
約
八
、
0
0
0
人
~
九
、

0
0
0
人
の
被
害
が
発
生
す
る
と
と
と
も
に
、
道
路
の
関

連
で
は
東
西
交
通
の
寸
断
す
る
こ
と
に
よ
る
間
接
被
害
と

し
て
二
兆
円
の
被
害
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
央
防
災
会
議
で
は
、
被
害
想
定
を
受
け
、

今
後
の
東
海
地
震
対
策
の
基
本
的
な
事
項
で
あ
る

｢東
海

地
震
対
策
大
綱
｣
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
東

海
地
震
対
策
大
綱
に
お
い
て
は
、
｢道
路
の
耐
震
対
策
を

計
画
的
か
つ
緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
加
え
て
、
発
災
後

の
応
急
復
旧
活
動
の
円
滑
な
実
施
や
経
済
的
影
響
を
最
小

限
に
す
る
た
め
、
基
幹
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
耐
震

化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
束
名
高

速
道
路
等
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
を
早
急
に
す
す
め
る

な
ど
地
震
に
強
い
交
通
基
盤
づ
く
り
を
緊
急
に
す
す
め
る

こ
と
｣
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
道
路
が
防
災
対
策
上
は
重

要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
な
道
路
の
地
震
対
策
と
し
て
は
、
橋
脚
の
耐
震

化
と
代
替
性
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者
間
の
情
報
を
共
有

す
る

｢東
海
地
震
道
路
震
災
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
｣
の
導

入
や
警
戒
宣
言
発
令
時
等
の
道
路
利
用
者
の
対
応
方
法
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
情
報
誌
｢ぐ
ら
っ
と
ナ
ビ
｣
を
発

行
す
る
な
ど
道
路
情
報
提
供
の
高
度
化
に
向
け
た
ソ
フ
ト

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(図
5
･
6
)

四

束
南
海
学
南
海
地
震
に
つ
い
て

東
南
海

･
南
海
地
震
に
つ
い
て
は
、
東
海
地
震
よ
り
西

に
位
置
し
、
遠
州
灘
西
部
か
ら
土
佐
湾
ま
で
の
地
域
及
び

そ
の
周
辺
地
域
の
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
発
生
す
る
海
溝
型

地
震
で
あ
る
。
前
回
の
地
震
は
、
東
南
海
地
震
が
一
九
四

四
年
に
、
南
海
地
震
が
一
九
四
五
年
に
発
生
し
て
い
る
。

　　
　
　

　

　

し》
〆

出典 :中央防災会議 ｢東海地震対策専門調査会｣ 資料

図 6 東海地震による海岸部の想定津波高さ
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政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
三
〇
年

以
内
に
発
生
す
る
確
率
を
東
南
海
地
震
は
五
0
%
程
度
、

南
海
地
震
は
四
0
%
程
度
と
予
測
し
て
い
る
な
ど
地
震
発

生
の
逼
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
本
年
七
月
二
五
日
に

｢東
南
海
･
南
海
地
震
に
係

る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
が
施

行
さ
れ
、
同
地
震
に
対
す
る
地
震
防
災
対
策
の
充
実
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
東
南
海
･
南
海
地
震
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
は
、
地
震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
に
加
え

て
、
地
震
に
伴
う
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
広
い
地
域

に
お
い
て
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
同
法
に
お
い
て
も
、
東
南
海
･
南
海
地
震
に

,

.

0

麒
圓

中央防災会議 ｢東南海 ･南海地震等に関する専門調査会｣資料

東南海 ･南海地震の想定震源区域と震度分布

よ
る
著
し
い
被
害
が
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
た
め
、
地
震
防

災
対
策
を
推
進
す
る
東
南
海
･
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域

(以
下
、
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
)
を
指
定
し
、

観
測
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
津
波
か
ら
の
避
難

対
策
を
含
め
た
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
の
整
備

等
を
計
画
的
に
図
っ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。な
お
、

同
法
に
お
い
て
は
、
観
測
施
設
等
の
整
備
等
に
よ
り
地
震

予
知
体
制
が
確
立
し
た
場
合
は
、
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
に
つ
い
て
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
を
適
用
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
は
、
東
南
海

･
南
海
地
震
に

よ
る
地
震
防
災
推
進
地
域
の
指
定
等
を
行
う
た
め
の
被
害

出典:中央防災会議 ｢東南毎･南海地震等に関する専門調査会｣資料 め

図8 東南海 ,南海地震による海岸部の想定津波高さ
の

想
定
の
検
討
等
を
実
施
し
、
本
年
四
月
一
七
日
に
公
表
し

て
い
る
。
被
害
想
定
結
果
に
よ
る
と
、
死
者
数
は
約
一
｢

九
〇
〇
人
~
約
一
七
、
四
〇
〇
人
、
被
害
額
は
約
四
〇
兆

円
5
約
五
六
兆
円
に
及
ぶ
我
が
国
最
大
級
の
被
害
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
震
に
よ
る
津
波
の

規
模
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
一
0
m
を
超
え
る
高
さ
の
巨

大
な
津
波
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、津
波
に
よ
る
死
者
数
も
、

約
三
、
三
〇
〇
〇
人
~
約
八
、
六
〇
〇
〇
人
に
な
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。

道
路
管
理
者
と
し
て
も
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
津
波
か
ら
の
安
全
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
、
地

域
の
防
災
計
画
に
基
づ
く
避
難
路
整
備
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
津
波
対
策
と
し
て
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

(図
7
･
8
)。

五

お
わ
り
に

東
海
地
震
、
東
南
海
･
南
海
地
震
の
逼
迫
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
本
年
五
月
二
六
日
に
発
生
し
た
宮

城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
る
被
災
及
び
本
年
七
月

二
六
日
に
震
度
6
弱
以
上
の
地
震
が
三
度
も
観
測
さ
れ
た

宮
城
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
な
ど
に
よ
り
、
大
規
模

地
震
対
策
や
大
規
模
地
震
に
と
も
な
う
津
波
対
策
に
つ
い

て
益
々
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
安
全
で
安
全
な
国
土
の
形
成
を
図
る
た
め
、
道
路
防

災
対
策
を
着
実
に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。



週

構
造
令
◎
轢
踵
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課

は
じ
め
に

道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
平
成
一
五
年

七
月
一
八
日
に
閣
議
決
定
、
七
月
二
四
日
に
公
布
さ
れ
、

同
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

今
回
の
道
路
構
造
令
の
改
正
に
関
す
る
背
景
、
改
正
概
要

等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
改
正
の
背
景

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
道
づ
く
り

を
推
進
し
、
道
路
整
備
の
コ
ス
ト
縮
減
す
る
た
め
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
構
造
基
準
の
見
直
し

(ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

の
導
入
)
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
道
路
構
造
の
選

択
肢
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
乗
用
車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
及
び
追
越
区
間
付
き
の
完
成
二
車
線
の
高

速
道
路
が
導
入
で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

乗
用
車
専
用
道
路
は
、
通
行
す
る
車
両
を
一
定
規
模
以

下
の
自
動
車
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
に
比
べ

コ
ン
パ
ク
ト
な
道
路
構
造
と
な
り
、
用
地
や
工
費
な
ど
の

制
約
が
あ
る
と
こ
ろ
で
の
道
路
整
備
が
容
易
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
完
成
二
車
線
の
高
速
道
路
は
、
中
央
分
離
帯

を
設
け
る
と
と
も
に
、
追
越
車
線

(付
加
追
越
車
線
)
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
速
度

(例
え

ば
八
0
m
/
h
)
で
の
走
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

三

改
正
の
概
要

1

乗
用
車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
の
導
入

(図
1
)

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路

整
備
や
交
差
点
改
良
等
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
実

際
に
は
、
市
街
地
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は

用
地
確
保
上
の
問
題
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
が
困
難

な
箇
所
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
、

設
計
車
両
を
小
型
自
動
車
等

(普
通
乗
用
車
と
小
型
貨
物

車
等

一
定
規
模
以
下
の
車
両
)
に
限
定
し
、
車
線
幅
員
、

建
築
限
界
、
縦
断
勾
配
等
に
つ
い
て
特
例
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
通
常
の
規
格
に
比
べ
て
小
さ
い
小
型
道
路

(従

来
の
道
路
は
、
｢普
通
道
路
｣
と
定
義
。)
を
整
備
し
、
渋

滞
解
消
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

そ
こ
で
、
地
形
の
状
況
、
市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該

道
路
の
近
く
に
小
型
自
動
車
等
以
外
の
自
動
車
が
迂
回
す

鰍

る
こ
と
が
で
き
る
道
路
が
あ
る
と
き
は
、
小
型
自
動
車
等

?

(第
三
種
第
一
級
か
ら
第
四
級
ま
で
又
は
第
四
種
第
一
級

斜　

か
ら
第
三
級
ま
で
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
小
型
自
動
車
等

、.

及
び
歩
行
者
又
は
自
転
車
)
の
み
の
通
行
の
用
に
供
す
る

籍



図 1 乗用車専用道路のイメージ (左 :アンダーバス、右 :オーバーバス)

道
路
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
型
自
動
車
等
の
み
の
通
行
の
用
に
供
す
る
道

路
だ
け
で
な
く
、
小
型
自
動
車
等
の
み
の
通
行
の
用
に
供

す
る
車
線
を
他
の
車
線
と
分
離
し
て
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
設
計
車
両

小
型
自
動
車
等
の
設
計
車
両
の
諸
元
に
つ
い
て
は
、

道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
小
型
自
動
車
、
普
通
自
動

車
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
3
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
等
を
考
慮

表 1 小型自動車等の設計車両の諸元

諸元 、、~、
麹十車両 小型自動車等 (参考)

小型自動車
(参考)
普通自動車

しき長 mAU 4
,
7 m 12 m

幅 mり′“ 1
.
7 m 2

,
5 m

ふき高 痴a 掘 纖は
前端オーパハング m 痴Q 趾L
距軸 翫a m幻 範6後端オーパハング m聡 m吻 m“"▼

最小回転半径 mク‘ mにU m12

表 2 小型道路の車線幅員

道路の種級区分 小型道路 (参考) 普通指略

第一種

第一級 3
.
5 m 3

,
5 m (3.
75『ID

第二級 3
.
5 m (3.
25 m ) 3

,
5 m (3.
75 m )

第こ級 3
.
25 m (3rm 3

.
5 m

第四級 mQJ 3
,
25 m

第二種
第一級 3

.
25 m (3nの 3

,
5 m (3.
2知り

第二級 mhD m第a

第三種

第一級 枷 m範
第二級から
第四級まで mおa

m鷆搬
鉈
繊
級

獺

第四種
第一級から
第三級まで mおa 霊糊髯

表 3 小型道路左側路肩の幅員

道路の種級区分 小型道路 (参考) 普通道路 (特例値)

第一種
際室撻讓 1

.
25 m 2

.
5 m (1 7 5 m )

m11 l
.
75 m (1.
25 m )

第ニ種 m114 m第L

第三種
第一級 離館 翫@m脇第二級から第四級まで 踊Q mお↑@m鵤第四種 第一級から第三級まで 師Q 趾Q

表4 小型道路右側路肩の幅員

道路の種級区分 小型道路 (参考)普通道路
第一種第一級、第二級 0.75 m l.25m

l l1 -

　 　第二種、第四種 0.5m o.5 m

第一種第三級、第四級、第二種 0.5m o.75 m

し
て
規
定
し
ま
し
た

(表
1
)。

②
横
断
構
成

小
型
自
動
車
等
の
設
計
車
両
の
諸
元
を
考
慮
し
て
、

乗
用
車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
の
車
線
の
幅
員
、
車

道
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
、
路
肩
に
設
け
る
側
帯
の
幅

員
、
建
築
限
界
を
規
定
し
ま
し
た
(図
2
、
表
2
~
4
)。

建
築
限
界
に
つ
い
て
は
、
設
計
車
両
の
二
･
八
m
に

リ
バ
ウ
ン
ド
0

･
二

m
を
考
慮
し
て
、
高
さ
三
･
o
m

と
し
ま
し
た

(普
通
道
路
は
四
･
五
m
)。



漿用車専用道路

　　図

ま
た
、
第
四
種
の
第
一
級
か
ら
第
三
級
ま
で
の
乗
用

車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
に
屈
折
車
線
又
は
変
速
車

線
を
設
け
る
場
合
の
当
該
部
分
の
車
線
の
幅
員
は
、
交

差
点
部
の
前
で
は
設
計
速
度
よ
り
も
速
度
が
減
少
す
る

こ
と
、
ま
た
、
都
市
部
で
土
地
制
約
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
線
車
線
の
幅
員
で
あ
る
二
･
七
五
m
よ
り
も
ワ
ン
ラ

ン
ク
下
げ
て
、
二

･
五

m
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

し
ま
し
た
。
同
時
に
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
の
幅
員

は
、
設
計
車
両
の
縮
小
幅

(○
･
五
m
)
に
合
わ
せ
、

第
二
七
条
第
四
項
の
普
通
道
路
の
幅
員
三
･
o
m
か
ら

○
･
五
m
を
減
じ
た
二
･
五
m
と
し
ま
し
た
。

③
縦
断
勾
配

小
型
自
動
車
等
の
性
能
に
応
じ
、
乗
用
車
専
用
道
路

表 5 小型道路の縦断勾配

鰔翰
小型道路 (参考)

普通道路 (特例値)標準値 特例値
120 %イー丁

%に〉 2 % ( 5 % )

100 %イ4 %AU 3 % ( 6 % )

80 %ヴー
%“%｣4

60 %R
Y

%倦%に〉
50 %Q

Y
%@%AU

40 10 % 拗鱒%ヴr
30 n % %n%nb
20 12 % 芻11▲%QJ

2車線断面構成

【地域に応じた構造】

か
橋
が
ル
少

ト
ン
緘

　
　
　

4車線→2車線

Q
U図

(小
型
道
路
)
の
車
道
の
縦
断
勾
配
を
表
の
と
お
り
規

定
し
ま
し
た

(表
5
)。

④
立
体
交
差

大
型
車
の
誤
進
入
を
防
止
す
る
た
め
、
普
通
道
路
と

乗
用
車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
が
交
差
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
交
差
の
方
式
は
立
体
交
差
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
四
車
線
以
上
で
あ
る
乗
用
車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
も
、
第
二
八

条
第
一
項
の
普
通
道
路
と
同
様
に
立
体
交
差
と
す
る
も

の
と
し
ま
し
た
。

⑤
設
計
自
動
車
荷
重

橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の

乗
用
車
専
用
道
路

(小
型
道
路
)
の
設
計
自
動
車
荷
重

は
、
小
型
自
動
車
等
の
重
量
を
考
慮
し
て
三
〇
キ
ロ
ニ

ュ
ー
ト
ン

(三
ト
ン
)
と
規
定
し
ま
し
た
。

2

追
越
区
間
付
き
の
完
成
二
車
線
の
高
速
道
路
の
導
入

(図
3
)

一
定
の
サ
ー
ビ
ス
速
度
で
の
走
行
を
可
能
と
す
る
た
め

に
、
完
成
二
車
線
の
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用

道
路
に
つ
い
て
、
原
則
往
復
の
方
向
別
に
分
離
す
る
と
と

も
に
、
片
側
が
一
車
線
で
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
付
加
追
越
車
線
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

①
車
線
の
分
離

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
三
車
線

以
下
の
第
一
種
の
道
路
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
、
車

線
を
往
復
の
方
向
別
に
分
離
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
三
車
線
以
下
の
第
一
種
の
道
路
は
、
ト
ン

ネ
ル
や
橋
、
高
架
の
道
路
等
に
お
い
て
、
事
故
時
の
救

急
活
動
や
全
体
幅
員
の
拡
大
に
よ
り
施
工
が
困
難
に
な

る
場
合
等
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
地
形
の
状
況
そ

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に

は
、
車
線
の
分
離
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
第
二
種
及
び
第
三
種
第
一
級
の
道
路
は
、
四



車
線
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の

規
定
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

②
付
加
追
越
車
線

第
一
種
の
道
路
で
片
側
一
車
線
の
車
道
に
つ
い
て

は
、
低
い
速
度
で
走
行
し
て
い
る
自
動
車
を
追
越
せ
な

い
た
め
、
走
行
車
両
全
体
の
速
度
を
低
下
さ
せ
、
そ
の

結
果
、
交
通
容
量
や
安
全
性
の
低
下
を
も
た
ら
す
場
合

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ
付
加
追
越
車
線
を
設

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た

(図
4
)。

な
お
、
付
加
追
越
車
線
の
幅
員
は
、
そ
れ
を
設
け
る

図 4 付加追越車線のイメージ図

表 6 中央帯の幅員

齢 標準値 特例値 (改正前)

第一種

第一級及び
第二級

4
.
5 m 2 m (3 m )

第三級及び
第四級 楓 獅a総佛苡m級郎第

第二種
第一級 m第a 、したい鱗随第二級 m第L ,したび饑m銘第三種 趾“ m11-m

第四種 m11

車
道
と
同
じ
設
計
速
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
車
線

の
幅
員
と
同
じ
値
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
左
側
路
肩

第
一
種
の
道
路
で
片
側
一
車
線
の
車
道
の
左
側
路
肩

に
つ
い
て
は
、
自
動
車
が
故
障
等
に
よ
り
左
側
路
肩
に

停
車
し
て
も
、
他
の
自
動
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行

で
き
る
幅
員
を
確
保
す
る
た
め
、
大
型
車
が
故
障
等
で

停
車
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
に
お
け
る
必
要

な
す
れ
違
い
幅
員
や
車
線
幅
員
及
び
側
方
余
裕
を
考
慮

し
、
適
切
な
幅
員
を
設
定
し
ま
し
た
。
大
型
車
の
交
通

量
が
多
い
場
合
に
は
、
大
型
車
が
本
線
車
線
に
は
み
出

す
こ
と
な
く
、
路
肩
内
で
停
車
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
左
側
路
肩
の
幅
員
は
、
大
型
車
の
設
計
車
両

幅
で
あ
る
二
･
五
m
以
上
を
確
保
す
る
も
の
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ

り
や
む
を
得
な
い
箇
所
等
で
あ
っ
て
、
大
型
車
の
通
行

量
が
少
な
い
場
合
は
、
故
障
等
に
よ
り
左
側
路
肩
に
停

車
し
て
い
る
大
型
車
と
他
の
大
型
車
が
す
れ
違
う
ケ
ー

ス
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
第
一
種
第
二
級
及
び
第

三
級
の
道
路
に
つ
い
て
は
一
･
七
五
m
ま
で
、
第
一
種

第
四
級

(第
一
種
第
三
級
に
比
べ
車
線
幅
員
が
狭
い
た

め
)
は
二
,
o
m
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

3

中
央
帯
幅
員
の
特
例
値
の
縮
小

防
護
柵
の
安
全
性
の
性
能
向
上
、
自
動
車
の
通
行
に
必

要
な
最
低
限
の
側
方
余
裕
幅
に
関
す
る
実
験
結
果
を
踏
ま

え
、
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
最
小
限
確
保
す
べ
き
中
央
帯

の
幅
員
の
特
例
値
を
縮
小
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た

(表

6
)
0三

お
わ
り
に

今
回
の
道
路
構
造
令
改
正
の
ほ
か
に
、
道
路
規
格
の
緩

和
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
構
造
と
す
る
た
め
、

道
路
構
造
の
弾
力
的
な
運
用
と
し
て
、
一
･
五
車
線
的
道

路
整
備
や
地
域
高
規
格
道
路
の
構
造
要
件
の
緩
和
等
も
実

施
し
て
お
り
、
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
基
づ
く
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
道
路
構
造
令
の

改
正
及
び
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
道
路
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

(け
=
℃
"
"
鶏
名
･
B
掃
き
m
o
･冠
、
5
p島
の沼
三

瀦
o
のけ
片
冒
せ
･
耳
B
じ

に
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(参
考
)

①
-
.
五
車
線
的
道
路
整
備

中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
最
低
限
必
要
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

短
期
間
で
整
備
す
る
た
め
、
二
車
線
改
良
、
一
車
線
改
良
十
待
避
所
設

置
、
視
距
確
保
等
の
組
合
せ
に
よ
り
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

②
地
域
高
規
格
道
路
の
構
造
用
件
の
緩
和

最
低
限
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
速
度
を
八
〇
如
/
h
か
ら
お
お
む
ね
六
〇

師
/
h
と
し
、
｢自
動
車
専
用
道
路
要
件
｣
を
緩
和
し
、
所
要
の
サ
ー
ビ

ス
速
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
現
道
活
用
も
可
能
と
し
て

い
ま
す
。



は
じ
め
に

平
成
一
五
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
道
路
特
定
財
源

諸
税
の
暫
定
税
率
の
今
後
五
年
間
の
延
長
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
整
備
の
直
轄
方
式
の
導
入
や
市

町
村
道
整
備
の
補
助
金
の
見
直
し
に
伴
い
、
国
か
ら
地
方

へ
、
道
路
特
定
財
源
の
税
源
移
譲
を
行
う
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
以
下
に
、
道
路
特
定
財
源
制
度
の
現
状
･
改
正

の
経
緯

･
税
源
移
譲
の
概
観
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

道
路
特
定
財
源
制
度
の
現
状

道
路
特
定
財
源
制
度
と
は
、
道
路
整
備
を
緊
急
か
つ
着

実
に
進
め
る
た
め
、
燃
料
の
消
費
･
自
動
車
の
取
得

･
保

有
と
い
っ
た
自
動
車
の
利
用
に
対
す
る
各
段
階
に
対
し
て

課
税
を
行
い
、
そ
の
税
収
を
道
路
整
備
の
財
源
と
し
て
活

用
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
な
租
税
原
則
で

あ
る
応
能
原
則
と
は
基
本
的
に
異
な
り
、
道
路
整
備
に
よ

り
利
益
を
受
け
る
も
の
か
ら
徴
収
し
た
税
で
道
路
整
備
を

行
う
と
い
う
応
益
原
則
、
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
受
益
者
負
担
の
考
え
方

に
は
次
の
よ
う
な
長
所
が
あ
る

(図
1
)。

①

公
平
性

利
用
者
が
便
益
に
応
じ
た
費
用
を
負
担

し
、
費
用
を
負
担
せ
ず
に
自
動
車
を
利
用
す
る
こ
と

を
排
除
で
き
る
。

②

安
定
性

景
気
対
策
や
財
政
状
況
の
影
響
を
受
け

に
く
く
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
た
上
で
長
期
的

視
点
か
ら
計
画
的
に
道
路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

③

合
理
性

利
用
者
の
負
担
が
す
べ
て
道
路
整
備
に

充
当
さ
れ
る
と
い
う
明
快
な
制
度
で
あ
る
た
め
納
税

者
の
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
。

現
在
、
道
路
特
定
財
源
に
は
、
国
の
税
源
と
し
て
揮
発

油
税
、
石
油
ガ
ス
税
、
自
動
車
重
量
税
の
三
税
が
、
地
方

の
財
源
と
し
て
地
方
道
路
譲
与
税
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税
、

道路整備道路特定財源諸税

図 1 受益者負担の仕組み

ク
行
全
景

　
　
ト
よ
縮
等

ツ
に
短
上

不
等
の
向

路
備
問
の

遭
盤
時
性

　
　

全

日
一
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表 1

税 目

揮発油税
昭和24年創設
昭和29年より特定
財源

石油ガス税
昭和41年創設

国
自動車重量税
昭和46年創設

計

地方道路譲与税
昭和30年創設

石油ガス譲与税
地 昭和41年創設

自動車重量譲与税
昭和46年創設

軽油引取税
昭和31年創設

方 自動車取得税
昭和43年創設

計

道 路 整 備 充 当 分 税 率 平成15年度税収道 整 は (億円)

全額 圓釀釀圓楓 ,,鰡(本則税率) (2 8 , t 3 4 )
24.3 円′協

石油ガス税
昭和41年創設

収入額の 1/2

(1"‘㈱ 濾 鍬 繃 l
(皺 も - 凝る

方に譲与される。 )

自動車重量税
昭和46年創設 (フフ.5 % )鱗盤,鱗溌姦榊葎

5742
道路財源とされている。 )

計

地方道路譲与税
昭和30年創設

3 4 , 2 4 5
(3 4 0 1 6 )

増莚鱗“讓我念絲 孃鰯孃釀麗鷲露 “m ,
58/100 :都道府県及び指定市 (本則税率)
42/100 :市町村 4.4 円ノヌル

石油ガス譲与税
昭和41年創設

石油ガス税の収入額の 1/2 I石油ガス税を参 I l 4 0
,…飴【- ‐■】｣ 十 二

･【…酬馴…- “ ‐‐ -
: B道府県及び指定市 1照 l

自動車重量譲与税
昭和46年創設

軽油引取税
昭和31年創設

自動車取得税
昭和43年創設

自動車重量税の収入額の 1/3 自動車重量税を 3 , 5 2 3

:市町村 参照

全額 部道府県及び指定市 薹 鬘嶬 … , , , ,
(本則税率)
15.0 円/!“

全額
紳導戸縦市盪榊騒朧 嬬

(本則税率)
取得価額の3%

計 l l 2 2 . 5 0 7
合 計 5 6 , 7 5 2

( 5 6 , 5 2 3 )

な
も
の
に
な
っ
て
い
る

(表
1
)
。

二

道
路
特
定
財
源
制
度
の
沿
革

戦
後
、
我
が
国
の
復
興
が
進
み
、
自
動
車
が
普
及
す
る

自
動
車
重
量
譲
与
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得
税
の

五
税
が
あ
る
。
そ
の
税
収
に
よ
る
道
路
特
定
財
源
の
総
額

は
約
五
兆
七
、
0
0
0
億
円

(平
成
一
五
年
度
予
算
)
と

な
っ
て
お
り
、
道
路
整
備
の
着
実
な
推
進
に
必
要
不
可
欠

注) 1 . 税収は平成15年度当初予算及び平成15年度地方財政計画による。なお、 ( ) 書きは、 決
算調整額 (税収の平成13年度決算額と平成13年度予算額との差 :揮発油税及び石油ガス税に
ついては 2 年後の道路整備費で調整することとされている。 ) を含んだ額である。
2 . 自動車重量税の税収は、国分の約 8割相当額である。
3 . 暫定税率の適用期限は平成20年 3月末 (自動車重量税については平成20年 4月末)。 < 平成
1 5年度税制改正>
4 , 四捨五入の関係で、 合計が一致しないところがある。

5 . 地方公共団体の一般財源である自動車税の平成15年度税収は 1銭 1 0 9億円、軽自動車税
の平成15年度税収は篤 4 1 5 億円。 (いずれも平成-5年度地方財政計画による。 )

に
つ
れ
、
道
路
交
通
量
が
次
第
に
増
加
し
て
き
た
。
し
か

し
、
道
路
予
算
は
わ
ず
か
の
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
道
路

整
備
状
況
は
劣
悪
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
道
路
整
備
の

た
め
の
新
た
な
制
度
の
確
立
と
、
そ
の
財
源
を
確
保
し
な
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表 2

道路整備五箇年計画等
年

度

揮発油税 地方道路税 軽油引取税 石油ガス税 自動車取得税 自動車重量税
(金銭地方へ鞍与) (1/2を地方へ轉) (1/3粥方へ驚)

(国税) (国税) (地方税) (国税) (地方税) (国税)
(円 / 協) (円 / 擬) { 円 / ¥“) (円 / kg)

l鰐褻
39 ~ 43年度

第 8 次

第 9 次

藝年度t53
綴
リ凝髯年度

′、

第12次
H10 ~ 14年度
フ8兆円

、-

~
磁

↓

昭和29
30
3l
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
64
55
56
57
58
59
60
6l
62
63
城元
2
3
4
5

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

坤 8 ',“戸
隠群舞餐裟讓霜霧}

(6月) 6.O
(4月)-4,8 (4月)3.5 (4月) 8.0

(4月ト2 l (4月>0.4
(4月)22 J (4月)4･0 (4月)12･5

1 l l
(4月)24.3 (4月)4.4 (4月)-5.0

(2月) 5.0
(1月)10･0

l (7月)取得鰭損の3%

(1月)17.5
(12月)2,500

l雛;濯 軍 需事○(4月) ○(4月) ○(4月)
?
(4月) ? (5月)

半平甲 P P
?
(4月) ?

(4月) ?
(4月) ? (4月) ?

(5月)

T
(4月)
↑
(4月)
ア
(4月)

↑
(4月) 。(5月)

0 (4月) 0 (4月) 0 (4月) ○(4月) 0 (5月)

L
4“,。'"
し
,
も し

1(12月)48.= -霰可掴劉匝蜑園回

･′ 、′ ･- 、′ 、-
'

"
(4月
T
(4月
r
月)
fT喫2

1
(4月
1
4月)
I
(4月) o (4月)

i

(5月)

K7月)36‐引 l(7月)6‐d l(4月

半平甲
0 (4月) ○ (4月) ○(4月

l - -
〇(4月) 。 (4月) 。 (4月:

l l l
0 (4月) 。 (4月) 。(4月

l l
〇(4月) 〇(4月) 。(4月

1(12月)48.= -霰可掴劉匝蜑 )32.

※地方単独事業を含まない額

(注)-.ー
- - - - ｢

ーは租税特別措置法または地方税法附則による暫定税率、 0 は暫定税率の延長が行われた年である。

2.自動車重量税の地方への譲与割合は、平成14年度まで1/4。
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
は
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
昭
和
二
八
年
に

｢道
路
整

備
費
の
財
源
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
｣
が
成
立
し
、
道

路
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
道
路
整
備
を
推
進

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
揮
発
油
税
収
入
額
に
相
当
す
る
金

額
を
道
路
整
備
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
た

(同
法
は
昭
和

三
三
年
度
よ
り

｢道
路
整
備
緊
急
措
置
法
｣
に
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
に
平
成
一
五
年
度
よ
り

｢道
路
整
備
費
の
財
源

等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
｣
(後
述
)
に
改
正
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。)
。

昭
和
三
〇
年
に
は
地
方
道
路
譲
与
税
が
設
け
ら
れ
、
揮

発
油
税
と
あ
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
る
地
方
道
路
税
を
一
定
の

譲
与
基
準
に
基
づ
き
都
道
府
県
、
指
定
市
及
び
市
町
村
に

道
路
財
源
と
し
て
譲
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
三
一
年
に
は
軽
油
引
取
税

(地
方
税
)、
昭
和
四
一

年
に
は
石
油
ガ
ス
税

(1
/
2
は
国
の
特
別
会
計
に
繰
り

入
れ
ら
れ
、
1
/
2
は
石
油
ガ
ス
譲
与
税
と
し
て
地
方
に

譲
与
さ
れ
る
。)、
昭
和
四
三
年
に
は
自
動
車
取
得
税

(地

方
税
)、
更
に
昭
和
四
六
年
に
は
自
動
車
重
量
税

(3
/

4

(平
成
一
五
年
度
よ
り
2
/
3
)
が
国
の
財
源
と
し
て

特
別
会
計
に
算
入
さ
れ
、
1
/
4

(平
成
一
五
年
度
よ
り

1
/
3
)
が
自
動
車
重
量
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
譲
与
さ

れ
る
。)
が
設
け
ら
れ
た
。
な
お
、
自
動
車
重
量
税
に
つ

い
て
は
国
の
財
源
の
う
ち
、
約
八
割
相
当
額
が
、
税
創
設

及
び
運
用
の
経
緯
か
ら
道
路
整
備
費
に
充
て
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
道
路
整
備
の
必
要
性
に
鑑
み
、
税
率
の
引

上
げ
等
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る

(表
2
)。
現
在
、

道
路
特
定
財
源
諸
税
の
税
率
は
、
石
油
ガ
ス
税
を
除
き
、

本
来
の
税
率
で
あ
る
本
則
税
率
の
二
倍
以
上
の
暫
定
税
率

に
な
っ
て
お
り
、
道
路
整
備
の
主
な
受
益
者
で
あ
る
自
動

車
利
用
者
に
特
別
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

三

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す

る
法
律
｣
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
事
業
分
野
別

に
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い
た
が
、
省
庁
統
合
の
美
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
社
会
資
本
整
備
を
重
点
的
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
各
事
業
別
の
長
期
計
画
を

統
合
し
た

｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
｣
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
前
の

｢道
路
整
備
五
箇
年

計
画
｣
は
他
の
分
野
の
長
期
計
画
と
合
わ
せ
て
、
｢社
会

資
本
整
備
重
点
計
画
｣
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
｢道
路
整
備
緊
急
措
置
法
｣
の
名
称
を

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
｣
に
改

め
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る

と
と
も
に
、
平
成
一
五
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
も
げ
き
続

き
揮
発
油
税
等
を
道
路
整
備
費
の
財
源
に
充
て
る
な
ど
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、
当
該
措
置
を
講
じ
て
当
該
期

間
に
行
う
べ
き
道
路
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
量
を
閣
議

で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
こ
の
改
正
に
お
い
て
は
、
道
路
整
備
費
の
使
途

に
、
道
路
の
新
築
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
に
関
す
る
事
業

に
密
接
に
関
連
す
る
環
境
対
策
事
業
を
含
め
、
納
税
者
の

理
解
の
得
ら
れ
る
範
囲
で
道
路
特
定
財
源
の
使
途
の
多
様

化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
は
、

環
境
分
野
や
都
市
交
通
分
野
へ
の
活
用
と
し
て
、
新
た
に

地
下
鉄
イ
ン
フ
ラ
整
備
支
援
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去

装
置

(D
P
F
･
酸
化
触
媒
)
の
導
入
支
援
、
E
T
C
車

載
器
リ
ー
ス
等
を
支
援
す
る
制
度
の
創
設
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
既
存
の
道
路
予
算
に
お
い
て
も
、

低
公
害
車
の
開
発
普
及
、
燃
料
電
池
車
の
促
進
な
ど
に
道

路
特
定
財
源
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

四

平
成
三
五
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
｣
の

改
正
と
並
行
し
て
、
平
成
一
五
年
度
税
制
改
正
で
は
、
道

路
特
定
財
源
諸
税
で
あ
る
揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
、
自

動
車
重
量
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得
税
の
暫
定
税

率
の
適
用
期
限
を
平
成
一
四
年
度
末
に
控
え
、
①
持
続
可

能
な
経
済
社
会
の
構
築
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
の

た
め
、
今
後
五
ヵ
年
間
の
道
路
整
備
を
重
点
的
、
計
画
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
、
②
今
後
五
ヵ
年
間
の
道
路
整

備
計
画
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
引
き
続
き

受
益
者
で
あ
る
自
動
車
利
用
者
に
相
応
の
負
担
を
求
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
こ
と
な
ど
を
理
由
に
道
路
特
定
財
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源
諸
税
の
暫
定
税
率
の
延
長
の
要
望
が
行
わ
れ
た
。

(暫
定
税
率
)
の
適
用
期
限
を
五
年
延
長
す
る
。

ま
た
、
①
道
路
特
定
財
源
は
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基

②

自
動
車
重
量
税
の
税
率
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限

づ
き
、
道
路
整
備
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
本
則
の
二
倍
以

を
五
年
延
長
す
る
。

づ
き
、
道
路
整
備
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
本
則
の
二
倍
以

上
の
暫
定
税
率
を
設
定
し
て
い
る
、
②
自
動
車
利
用
者
の

受
益
の
な
い
よ
う
な
使
途
に
充
当
す
る
こ
と
は
納
税
者
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
、
こ
と
な
ど
を
理
由
に
引
き
続
き
道

路
特
定
財
源
の
道
路
整
備
へ
の
全
額
充
当
す
る
こ
と
の
要

望
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
税
制
改
正
要
望
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

･
審

議
が
行
わ
れ
た
。

政
府
税
制
調
査
会
で
は
、
｢平
成
一
五
年
度
に
お
け
る

税
制
改
革
に
つ
い
て
の
答
申
I
あ
る
べ
き
税
制
の
構
築
に

向
け
て
-
｣
に
お
い
て
、
揮
発
油
税
等
の
道
路
特
定
財
源

等
に
つ
い
て
、
一
般
財
源
化
を
含
め
、
そ
の
見
直
し
を
行

う
べ
き
で
あ
る
が
、
暫
定
税
率
に
つ
い
て
は
自
動
車
の
社

会
的
コ
ス
ト
や
環
境
の
保
全
を
考
慮
し
、
現
行
の
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
と
答
申
さ
れ
た
。

ま
た
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は

｢平
成
一
五
年
度
予

算
の
基
本
答
申
｣
に
お
い
て
、
｢道
路
特
定
財
源
に
つ
い

て
は
、
受
益
と
負
担
の
観
点
か
ら
納
税
者
の
理
解

･
納
得

を
得
つ
つ
、
環
境
や
都
市
交
通
へ
の
活
用
等
使
途
の
多
様

化
を
検
討
す
る
｣
と
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
答
申
や
方
針
を
踏
ま
え
、
与
党

(自
由
民
主

党
、
公
明
党
、
保
守
党

(当
時
))
の
平
成
一
五
年
度
税

制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
国
税
に
つ
い
て
℃

①

揮
発
油
税
及
び
地
方
道
路
税
の
税
率
の
特
例
措
置

と
さ
れ
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、

①

自
動
車
重
量
譲
与
税
の
譲
与
割
合
を
三
分
の
一

(現
行
四
分
の
こ

に
引
き
上
げ
る
。

②

自
動
車
取
得
税
の
税
率
及
び
免
税
点
の
特
例
措
置

の
適
用
期
限
を
五
年
延
長
す
る
。

③

軽
油
引
取
税
の
税
率
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
及

び
営
業
用
の
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
に
係
る
交
付
金
措
置

を
五
年
延
長
す
る
。

と
さ
れ
、
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限

を
五
年
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
｢揮
発
油

税
、
自
動
車
重
量
税
等
の
道
路
特
定
財
源
は
受
益
者
負
担

の
原
則
に
よ
り
、
自
動
車
利
用
者
等
に
負
担
を
求
め
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
納
税
者
で
あ
る
自
動
車
利

用
者
等
の
理
解
･
納
得
を
得
る
べ
く
道
路
整
備
に
充
て
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。｣
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
第
一
五
六
回
通
常
国
会
に
お
い
て
、

租
税
特
別
措
置
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正
案
が
提
出
さ

れ
、
衆
参
両
院
の
審
議
を
経
て
、
前
者
は
平
成
一
五
年
三

月
二
人
日
、
後
者
は
平
成
一
五
年
三
月
二
四
日
に
可
決
、

成
立
し
、
と
も
に
平
成
一
五
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

五

地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
等
の
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
伴

い
、
新
会
社
に
よ
る
整
備
を
補
完
す
る
措
置
と
し
て
、
必

要
な
高
速
道
路
を
建
設
す
る
た
め
、
国
と
地
方
の
負
担

(国
…
地
方
=
3

…
1
)
に
よ
る
新
た
な
直
轄
事
業
を
導

入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
町
村
道
補
助
の

採
択
基
準
の
引
き
上
げ
に
よ
る
補
助
削
減
に
よ
り
、
地
方

の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、

新
た
に
必
要
と
な
る
地
方
負
担
を
考
慮
し
て
、
国
か
ら
地

方
へ
税
源
移
譲
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

自
動
車
重
量
譲
与
税
の
譲
与
割
合
を
従
前
の
1
/

4
か
ら
引
き
上
げ
、
1
/
3
と
し
た

(図
2
)。

②

地
方
道
路
譲
与
税
の
都
道
府
県
、
市
町
村
間
の
配

分
割
合
を
見
直
し
、
都
道
府
県
分
を
従
前
の
43
/
㈱

か
ら
58
/
脚
に
増
加
さ
せ
た

(図
3
)。

自
動
車
重
量
譲
与
税
は
市
町
村
に
の
み
譲
与
さ
れ
る
譲

与
税
で
あ
る
た
め
、
①
に
よ
り
、
市
町
村
の
自
動
車
重
量

譲
与
税
は
約
九
三
〇
億
円

(平
成
一
五
年
度
当
初
予
算
ベ

ー
ス
、
以
下
同
じ
)
の
増
加
と
な
る
。
他
方
、
②
に
よ
り
、

都
道
府
県
の
地
方
道
路
譲
与
税
は
約
四
五
〇
億
円
の
増

加
、
市
町
村
の
地
方
道
路
譲
与
税
は
約
四
五
〇
億
円
の
減

少
と
な
る
。
①
、
②
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
税
源
移
譲
額

は
、
都
道
府
県
で
は
約
四
五
〇
億
円
、
市
町
村
で
は
約
四

人
0
億
円
と
な
る
。
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自動車重量譲与踵亞の譲与割合を 3分の 1に引上げ (改正前4分の1)

< 税源移膀前> < 税源移轆後>

　 　　　
　　　　　　

　　　　　
(25% )

‘33.4% )

も668億円

　　　
　　 　　　(15.0% )

(15% )
' 1,668億円

圓圓国の道路特定財源

□]地方の道路特定財源

(税収はH l5当初予算ベース)

図2

地方道路税

交付税及び譲与税配付金特別会計

地方道路譲与税 (H1

1/2は各県の道路延長により按分
※ (人口 / 延長) の値が大きい県には配分が多
なるように補正 (地方道路譲与税法施行規則
第3条2項) 『都市部に対する傾斜配分

を緩和(地方部への配分増)

1/2は各市の道路延長により按分
※幅員の狭い道路、木橋を多く有する市には配
分が多くなるよ捌こ補正
※ (人口 / 延長) の値が大きい市には配分が多
くなるように補正

1/2は各市の道路面積により按分
※幅員の広い道路、橋梁を多く有する市には配
分が多くなるように補正

※ (人口 /面積) の値が大きい市には配分が多
くなるように補正

1/2は各県の道路面積により按分
※橋梁を多く有する県には配分が多くなるよう

に補正
※ (人口/ 面積) の値が大きい県には配分が多
くなるように補正

道路に関する費用に充てなければならない

交付税及び譲与税配付金特別会計

5地財計画:3,013億円)

ま
た
、
地
方
道
路
譲
与
税
は
譲
与
額
全
体
を
、
各
地
方

府
県
に
は
配
分
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
補
正
さ
れ
て
い
る

自
治
体
が
管
理
す
る
道
路
の
延
長
及
び
面
積
を
基
準
に
配

が
、
こ
の
都
市
部
に
対
す
る
傾
斜
配
分
を
緩
和
し
、
地
方

分
さ
れ
、
｢道
路
延
長
あ
た
り
の
人
口
｣
が
大
き
い
都
道

都
へ
の
配
分
が
増
加
す
る
よ
う
に
、
地
方
道
路
譲
与
税
の

都
道
府
県
分
に
関
す
る
補
正
方
法
が
改
め
ら
れ
た
。

58/100 都道府県及び政令市 42/100 市町村 議 し れ
V ‐ v 与 、 て

道路延長fこより按分 1/2f烙 市の道路延長-こより按分 努地お

道路に関する費用に充てなければならない

図 3
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地
方
週
離
整
備
臨
時
蘂
付
金
の
運
用
喚
書
に
つ
い
て

(地
方
の
裁
量
の
大
幅
拡
大
)

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

一

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
概
要
と
運

用
改
善
の
経
緯

1

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
概
要

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

(以
下

｢交
付
金
｣
と
い

う
。)
は
、
昭
和
六
〇
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
揮

発
油
税
収
の
四
分
の
一
相
当
額
を
財
源
と
し
、
地
域
の
課

題
に
対
応
し
た
広
域
的
な
計
画

(地
域
の
高
度
医
療
施
設

の
移
転
に
と
も
な
う
道
路
整
備
、
市
町
村
合
併
を
支
援
す

る
道
路
整
備
な
ど
)
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
に

交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す

(平
成
一
五
年
度
の
国
費

は
七
、
0
三
三
億
円
)。

都
道
府
県
道
ま
た
は
市
町
村
道
の
改
築
及
び
修
繕
事
業

の
う
ち
、
一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
一
体
的
に
行
わ
れ
る

必
要
の
あ
る
複
数
の
事
業
を
対
象
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
支

援
を
機
動
的
に
行
う
、
地
方
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
制
度

で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
は
使
い
勝
手
の
良
い
制
度

と
し
て
、
要
望
が
非
常
に
強
い
制
度
で
す
。

な
お
、
本
制
度
は

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に

関
す
る
法
律

(平
成
一
五
年
三
月
二
人
日
成
立
)｣
に
よ

り
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
五
年
間
の
延
長
が
認
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

2

こ
れ
ま
で
の
運
用
改
善
の
経
緯

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
方
の
自
主
性
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
以
下
の
運
用
改
善
を
積
極
的
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

=

｢第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
(平
成
三

年
三
月
)｣

に
お
け
る
指
摘
と
運
用
改
善

平
成
一
一
年
三
月
の
第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
で

は
、
地
方
分
権
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
｢国
が
箇
所
付

け
を
し
な
い
｣
こ
と
を
基
本
と
し
、
国
の
関
与
は
計
画

全
体
の
緊
急
性
等
の
判
断
に
限
定
す
る
こ
と
、
軽
微
な

変
更
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
運
用
の
改
善
を
平
成
一
二
年
度
ま
で
に
実

施
し
て
い
ま
す

(参
考
1
)。

②

｢事
務
･
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見

(平
成
一

四
年

一
〇
月
三
〇
日
)｣
及
び

｢国
と
地
方
に
か
か
る
経

済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

(平
成

一
四
年

一
二
月
二
四
日
と

に
お
け
る
指
摘
と
運
用
改
善

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
の
｢事
務
･事
業
の
あ
り

方
に
関
す
る
意
見
｣
等
で
は
、
｢地
方
道
路
整
備
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て
、
運
用
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
、所
要
の
改
善
に
努
め
る
。

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
交
付
申
請
の
不
要
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と
な
る
範
囲
の
拡
大
等
の
運
用
改
善
を
平
成
一
五
年
四

月
に
実
施
し
て
い
ま
す

(参
考
2
)。

二

今
回
の
運
用
改
善
に
つ
い
て

1

指
摘
事
項

六
月
二
七
日
に

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す

る
基
本
方
針
2
0
0
3
｣
(以
下

｢骨
太
の
方
針
2
0
0

3
｣
と
い
う
。)
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中

で

｢地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

共
団
体
が
よ
り
主
体
的
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
平

成
一
五
年
度
よ
り
国
費
と
地
方
費
の
割
合
を
個
別
事
業

(要
素
事
業
)
ご
と
に
固
定
せ
ず
、
都
道
府
県
内
の
個
別

事
業
費
の
総
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
取
扱
い
と
す
る
。｣

と
記
述
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

2

運
用
改
善
の
内
容

こ
の
骨
太
の
方
針
2
0
0
3
の
決
定
を
受
け
、
国
土
交

通
省
で
は
、
次
の
よ
う
な
運
用
改
善
を
行
う
こ
と
と
し
、

既
に
七
月
一
日
付
け
で
通
知
を
発
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
実
施
す
る
個
別
の
事
業
ご
と
に
一
定
の
比

率

(国
費
五
･
五
対
地
方
費
四
･
五
)
で
事
業
費
に
対
し

て
国
費
と
地
方
費
を
投
入
す
る
運
用
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
運
用
を
改
め
、
地
方
公
共
団
体
が
地

域
の
実
情
や
事
業
展
開
に
応
じ
て
よ
り
機
動
的
か
つ
柔
軟

に
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
内
の
個
別
事
業

費
の
総
額
に
つ
い
て
国
費
と
地
方
費
の
割
合
を

=
疋
と

ぐ
ち
ま
で
/＼さ
き
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図んこ図

し
、
個
別
の
事
業
ご
と
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
国
費
と

地
方
費
の
割
合
を
固
定
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
運
用
に
改

善
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
場
合
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
国
費
と
地
方
費
の

今後
園 のピークに掛る国費の割合繊 -させることにより、地方負担の平準化を図る。

軍
事
並

礎
婆
魂
↓

蠕躯
墨
滋養璧
述

謎
廟錘
簾 *ぬ武
爾
遅

｣
≧
ト旛

纖̂
にぎ
ら

達
さミ,窪
め.

気鬱ぬき
≦燃婆

魂
↓

藁
謎
↓

増
斗
移
^
観
｢

凌
漆熱汪
拶
濠迅

群
馨搏 範

ぬ
かゞ
ナが
、
楡4 糟

ナ

翁鰐綴獅襲擬
て"鮴蛎

ふき

0
小
餐
摸
姥
敗
北
財
る
抜
け
は
劉獺解巍

施
方淺誘

運用改善を実施することにより、財政規模の小さい地方公共団体において、多大な財政負担が集中する大規模な事業を実施す
る隊に、その地方餓担を平準化することができる。

驫

L活用例) 地方負担の平準化 I

l 事築のピークに応じて、地方公共団体の ;財政賞担にもピークが生じる。

　
　

　
　
　
　
　

回
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割
合
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
が
協
議
し
、
毎
年
度
、
地

方
公
共
団
体
ご
と
に
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す

(図
1
･

2
)
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3

運
用
改
善
に
よ
る
効
果

な
ど
)
を
実
施
す
る
例
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

4

運
用
改
善
の
積
極
的
活
用

今
回
の
運
用
改
善
に
よ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
相
互
で

こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
事
業
展
開
に
よ
っ
て
事
業
費
に

今
回
の
運
用
改
善
は
地
方
公
共
団
体
の
裁
量
を
大
幅
に

協
議
し
た
う
え
で
、
自
由
に
国
費
と
地
方
費
の
割
合
を
決

ピ
ー
ク
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
地
方
負
担

拡
大
す
る
も
の
で
す
。
各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
ま
し

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
個
別
の
財
政
事

分
の
確
保
が
課
題
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

て
は
積
極
的
に
今
回
の
運
用
改
善
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

情
を
勘
案
し
た
国
費
の
配
分
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

関
係
地
方
公
共
団
体
と
調
整
の
上
、
年
度
ご
と
に
国
費
投

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

例
え
ば
、
完
成
に
よ
る
周
辺
地
方
公
共
団
体
へ
の
波
及

入
の
割
合
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
負
担
を
平
準
化

効
果
が
大
き
い
一
方
で
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
多
大
な

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
安
定
的
に
事
業
を
執
行
す
る

財
政
負
担
を
強
い
る
大
規
模
な
事
業

(ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁

こ
と
が
で
き
ま
す

(図
3
)。

第二次地方分権推進計團 (Hli.3) に、げ

地方道路鼈備臨時交付金の運用改善
地方道路整備臨時交付金については、地方分権推進計画を踏まえ、｢国が箇所付

けをしない｣

ことを基本とし、次のとおり、運用の改善を図る。

ア 法の趣旨に従い、地方公共団体が自主的に策定する整備計画
に基づいて交付する。

国の関与は計圏全体の嫌急性等の判断Iに限定する。
イ 交付決定後の個別箇所間の流用は、整備計画の範囲内であれば、申嫡どおり認める(

地

方道路整備臨時交付金の纜旨を踏まえ、逡更手続が極力不要となるよう、
｢軽微な変更｣

の範囲を拡大する。)

臘溝鼠

ア 計園に係る提出書類の大幅な削減 【平成11年度措置済み】

個別事業(要素事業)ことにその詳細を示す図面(平面図、攝準横断面圏、機体一般図、下

部一般図)等の提出を不要とした。
イ 変更手続が極力不要となるよう｢軽檄な変更(変更手続不要)｣の範囲を拡大

【平成12年度措置済み】

個別事築く瓣察事築)ことの事業費の流用が3割を越えるものは変更手続の対象だったも

のを、変更手続の対象外とした。

　

　
　

　

　

　

…

な
)

‐

、

2 . 臨時交付金の運用改善
運用の実態把握を行い、事務の簡素化や事寮の重点化に係る次のよう

な運用改善を実施した。

------ "̂ - -- -̂′̂ - - --′ - ^̂′--- -^ - -レ - -‘ -̂ "召トレ

@煽年間の蛙備方針を餓定した堝含には、毎年度の図面提出の省離鱗を行うこととした。
②饑更申讓が不襲となる範囲の館太く倒別事禦の費目聞く本工事費、用地捕虜費等)の臨用については、すべて褻翼申

陦を不要としたね
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繊
離
矧

泌璧
饑燕 鱗鰄 朧 飜 轢鞠 癜

計

l鬮 ｢事務 .事業のあり方に関する意見 (平成14年10月30日)｣ 及び ｢国と !

l 地方にかかる経済財政運営と構造改革るこ関する基本方針 (平成144年12 !
｣
一月檄し熟一塁證攪ゑ

攪朧些運用強善-- - -- - - -- ----- - -----------｣

. ゞ地方道路曲鰯臨時交付金の運用改善億15年度)

1 . 地方分権改革推進会議 ｢事務 ･事業のあり方に関
する意見｣ (H14.fo.30報告)における指摘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

慶二逡地友分権推進艶帆』自讃財ゑ攪髓上達園改善- -

、 , 地方道路撻礦臨時交付曲の運用改善
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は
じ
め
に

今
年
度
の
重
点
施
策
は
、
当
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る

施
策
を
、
従
前
の
文
書
形
式
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ポ

ン
チ
絵
形
式
で
、
去
る
八
月
一
日
に
公
表
さ
れ
た
(け忌
ミ

モ
"
"
日
揮
面
oL三
百
膚
浅
のけも
のさ
さ
5
8
r
片
目
じ
。
八

つ
の
柱
立
て
の
も
と
、
施
策
を
網
羅
的
に
編
集
し
た
本
体

と
、
そ
れ
ら
の
施
策
の
い
く
つ
か
を
よ
り
詳
し
く
記
し
た

別
紙
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
体
を
中
心
に

主
な
道
路
局
の
施
策
を
柱
立
て
ご
と
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
と
と
も
に
、必
要
な
箇
所
に
若
干
の
解
説
を
加
え
た
い
。

一

国
民
と
向
き
合
っ
た
成
果
重
視
の
施
策
体

系
へ
の
転
換

成
果
重
視
の
施
策
展
開

国
民
が
納
得
で
き
る
成
果
重
視
の
考
え
方
に
立
っ
た
行

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換

の
P
L
A
N
･
D
0
･
S
E
E
サ
イ
ク
ル
の
確
立

(例

･

道
路
行
政
)

《解
説
》

毎
年
度
、
数
値
目
標
を
設
定
し
、
事
後
の
評

価
結
果
を
反
映
す
る

｢
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
･
サ
イ
ク
ル
｣

を
構
築
し
、
成
果
を
厳
格
に
評
価
す
る
替
わ
り
に
現
場

に
実
質
的
な
裁
量
権
を
付
与
す
る

｢成
果
主
義
｣
の
道

路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
。

今
年
度
は
、
道
路
行
政
の
数
値
目
標
を
示
し
た

(業

績
計
画
書
)
と
こ
ろ
だ
が
、
来
年
度
に
お
い
て
は
、
予

算
制
度
や
運
用
に
成
果
を
リ
ン
ク
す
る
。
(図
1
)

官
か
ら
民
な
ど
効
率
性
の
重
視

効
率
性
の
重
視

(既
存
ス
ト
ッ
ク
等
の
有
効
活
用
、
時

間
管
理
の
徹
底
)

鑿
威
e
火
鰹
鷹
遭
嚢
鬮
無
重
点
馳
簾
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

｢成果買取型予算｣ の導入
要求段階から成果目標を提示)

獺かh　
　

　

甜

②

‐般国遺直鰡改修費
医通円滑化対策道路事國 コ

一般国道改修費補助 l にコ地域連携支援道路事業費
地方道改修費補助 に対幽霊薹にコ街路事業費補助

交通安全施設等整備事業費

(イメージ)

図



の
路
上
工
事
の
総
量
抑
制
等

↓
路
上
工
事
時
間
を
二
割

削
減

(平
成
一九
年
度
)

《解
説
》

東
京
二
三
区
の
夜
間
渋
滞
の
う
ち
、
約

一

五
%
が
工
事
渋
滞
で
あ
り
、
全
工
事
件
数
の
約
八
割
が

占
用
企
業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
関
係

者
間
に
お
け
る
内
部
調
整
型
の
施
策
に
よ
り
路
上
工
事

の
縮
減
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
利
用
者
に
よ
る
外

部
評
価
型
の
施
策
に
転
換
し
、更
な
る
縮
減
に
取
組
む
。

○
占
用
企
業
者
に
縮
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
く
施

策①
企
業
名
と
工
事
理
由
が
分
か
る
工
事
看
板
の
設
置

②
企
業
者
別
の
工
事
渋
滞
の
縮
減
貢
献
度
の
公
表

③
工
事
渋
滞
軽
減
度
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
/

チ
ャ
ー
ジ
の
検
討

○
道
路
管
理
者
自
ら
の
縮
減
強
化

①
年
度
末
の
使
い
切
り
型
予
算
制
度
の
見
直
し

②
渋
滞
コ
ス
ト
最
小
の
者
が
受
注
で
き
る
落
札
方
式

の
促
進

○
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
と
監
視
強
化

①
リ
ア
ル
タ
イ
ム
路
上
工
事
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の

構
築

②
道
路
利
用
者
の
路
上
工
事
監
視
に
よ
る
工
事
実
施

方
法
の
改
善

○
更
な
る
縮
減
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

①
工
事
時
間
の
総
量
抑
制

②
掘
り
返
し
規
制
エ
リ
ア
の
明
示

③
交
通
工
学
の
専
門
家
を
取
り
入
れ
た
工
事
計
画
･

実
施
方
法
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

◎
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
本
格
導
入

↓
直
轄
国
道
の
橋
梁
に
つ
い
て
長
期
的
な
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
ー
ノ
3
縮
減

《解
説
》

全
橋
梁
数
の
約
四
割
を
占
め
る
高
度
成
長
期

に
建
設
さ
れ
た
橋
梁
が
二
〇
年
後
に
は
更
新
時
期
を
迎

え
、
高
齢
化
し
た
橋
梁
に
つ
い
て
通
行
規
制
、
重
量
制

限
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
更
新
時
期

の
平
準
化
、
維
持
管
理
か
ら
更
新
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

○
道
路
構
造
物
の
ト
ー
タ
ル
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構

築･
道
路
構
造
物
の
健
全
度
の
推
移
を
マ
ク
ロ
分
析
し

投
資
計
画
を
策
定

･
全
国
同
一
レ
ベ
ル
で
道
路
構
造
物
の
点
検
結
果
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

○
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
支
援
す
る
技

術
開
発
や
体
制
の
整
備

･
損
傷
原
因
別
の
理
論
的
な
健
全
度
評
価
、
劣
化
予

測
手
法
等
の
開
発

･
管
理
･
支
援
体
制
の
整
備

(図
2
)

延命化を行った場合、事後保全に比べ長翹的
に約1 / 3のトータルコスたを縮盪

延命儼 I 事後保全

橋梁数 鞠
朴
饑
繊

ぬ
構

架

タ
ノ- 騨舅5約 韶鍔&約

補修費 韶ガ乱約 騨鬱乱約

架替費 胡鰯3約 椚弱法約

※コスト評価期間60年

【効果の試算(直轄国道の橋梁の例】

延命化により平均寿命を60任から90偏に

ス

2
-

菖

※

叉

　



@
渋
滞
問
題
な
ど
に
対
応
し
た
弾
力
的
な
有
料
道
路
料
金

施
策
の
社
会
実
験

〔例
〕
日
本
海
東
北
自
動
車
道

(新
潟
県
)
に
お
け

る
通
勤
時
間
帯
の
料
金
を
半
額
割
引

↓
有
料
道
路
の
交
通
量
二
倍
、
並
行
す
る
一般
国

道
の
渋
滞
長
五
0
%
減

《解
説
》

償
還
主
義
の
も
と
、
渋
滞
対
策
、
環
境
対
策
、

需
要
調
整

(混
雑
時
間
外
割
引
等
)
な
ど
テ
ー
マ
に
応

じ
た
社
会
実
験
を
実
施
す
る
。

の
出
口
E
T
C
の
整
備
に
よ
る
利
用
距
離
に
応
じ
た
料
金

設
定
の
検
討

(都
市
高
速
道
路
)

《解
説
》

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
伴
い
、
均

一
料
金
で

は
、
短
距
離
利
用
者
と
長
距
離
利
用
者
の
負
担
の
不
公

平
感
が
生
じ
て
お
り
、
利
用
に
応
じ
た
公
平
な
負
担
を

目
指
し
、
特
定
区
間
割
引

(首
都
高
速
道
路

高
井
戸

↓
永
福
間
等
で
実
施
中
)
の
拡
大
導
入
の
検
討
、
乗
り

継
ぎ
制
の
拡
大
導
入
の
検
討
を
進
め
る
。

◎
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(E
T
C
専
用
-
C
)

の
整
備

↓
追
加
-
C
の
整
備
に
よ
る
高
速
道
路
の
有
効
活
用

(現
状
は
通
過
市
町
村
の
約
四
割
に
i
C
な
し
)

S
A
･
P
A
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
I
C
社
会
実
験

の
実
施

(平
成
一六
年
度
)

《解
説
》

高
速
道
路
は
平
均
I
C
間
隔
が
一
○
如

(欧

Q
U図

般
道
と
の
連
絡
路
の
あ
る
S
A
･
P
A
で
ス
マ
ー
ト
I

C

(E
T
C
専
用
I
C
)
を
設
置
す
る
社
会
実
験
を
実

施
し
、
整
備

･
運
営
上
の
問
題
点
等
を
把
握
す
る
。

(図
3
)

特
殊
法
人
改
革

の
道
路
四
公
団
民
営
化

(平
成
一七
年
度
中
)

↓
高
速

道
路
等
の
整
備
･管
理
の
効
率
性
向
上
等

米
諸
国

(無
料
)
四
~
五
皿
)
と
長
く
、
通
過
市
町
村

の
約
四
割
に
I
C
が
な
い
。
交
通
混
雑
の
改
善
、
救
急

医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
等
、
地
域
の
生
活
の
充

実

･
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
建
設
･
管
理
費
を
節
減

可
能
な
ス
マ
ー
ト
I
C
を
活
用
す
る
。
来
年
度
は
、
一

国
か
ら
地
方
へ
i
個
性
あ
る

｢地
域
｣
の
発
展
、
地
方
の

主
体
性
･
裁
量
性
の
向
上

補
助
金
の
見
直
し

@
数
値
化
し
た
目
標
の
達
成
度
に
よ
り
事
業
の
評
価
を
客

観
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
推
進

@
乗
用
車
専
用
道
路
の
導
入

三

国
際
競
争
力
の
向
上
等
に
向
け
た
取
組
み

課
題
①
"グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
等
に
伴
う
国
際
競
争
の

激
化

◎
都
市
の
国
際
競
争
力
向
上
の
た
め
、
首
都
圏
三
環
状
道

路
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
体

系
の
整
備
を
推
進

◎
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

○
概
ね
一
〇
年
以
内
に
首
都
圏
三
環
状
道
路
で
重
点
リ

ン
グ

(※
)
を
形
成

(※
圏
央
道
西
側
区
間
、
外
環

道
東
側
区
間
、
首
都
高
速
中
央
環
状
線
の
三
号
以
北

区
間
)

三

環
境
重
視
施
策
の
推
進

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

○
大
気
汚
染
対
策

○
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
T
D
M
施
策
に

つ
い
て
新
た
な
取
組
み
の
推
進



路線番号を用いた標識

自
然
環
境
の
保
全
･
再
生

○
透
水
性
･土
系
舗
装
等
の
開
発
･導
入
促
進

四

観
光
立
国
の
実
現
と
美
し
い
国
づ
く
り

◎
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
倍
増

◇
外
国
人
が
一人
歩
き
で
き
る
環
境
整
備

○
外
国
人
旅
行
者
に
も
分
か
り
や
す
い
案
内
標
識
等

の
整
備

《解
説
》

｢観
光
立
国
懇
談
会
報
告
書
｣
(平
成
一
五
年

四
月
)
に

｢道
路
標
識
も
初
め
て
来
る
人
に
で
も
分
か

る
よ
う
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
｣と
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
は
地
名
表
示
が
主
体

(外
国
は
路
線
番
号

(路
線

名
)
主
体
)
で
分
か
り
難
い
と
の
意
見
が
あ
る
た
め
、

外
国
人
に
も
分
か
る
路
線
番
号
等
に
よ
る
道
路
案
内
標

識
、
観
光
用
案
内
標
識
を
整
備
す
る
。
(図
4
)

◎
魅
力
あ
る
観
光
交
流
空
間
づ
く
り

◇

｢
一地
域
一観
光
｣
の
推
進

○
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
歩
い
て
楽
し
い
道
づ

く
り

○
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
観
光
資
源
等
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
堪
能
す
る
サ
イ
ク
ル
ツ

ア
ー
の
普
及
促
進

◎
美
し
い
国
づ
く
り

○
緑
に
関
す
る
法
制
度
の
充
実
と
、
｢緑
の
回
廊
構

想
｣
の
推
進

○
関
係
者
と
連
携
し
て
一定
の
地
区
内
の
主
な
道
路

で
五
年
目
途
に
電
線
類
地
中
化

《解
説
》

日
本
の
電
線
類
地
中
化
は
一
･
五
%
と
欧
米

に
比
べ
大
き
く
立
ち
遅
れ
、
生
活
空
間
を
構
成
す
る
非

幹
線
道
路
は
特
に
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
平

成
一
五
年
度
に
策
定
す
る
新
た
な

｢電
線
類
地
中
化
計

画
｣
(平
成
一
六
~
平
成
二
〇
年
目
途
)
に
お
い
て
は
、

新
た
に
非
幹
線
道
路
の
無
電
柱
化
も
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
、
来
年
度
は
次
の
施
策
を

実
施
す
る
。

○
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援

･軒
下
配
線
等
の
地
中
化
以
外
の
無
電
柱
化
手
法
へ

の
支
援

･
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
非
幹
線
道
路
を
補

助
対
象
に
追
加

○
電
線
管
理
者
へ
の
支
援

･
技
術
開
発

(ト
ラ
ン
ス
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
等
)
等

へ
の
支
援

ま
た
、
地
中
化
コ
ス
ト
縮
減
の
取
組
み
と
し
て
次
の
施

策
を
実
施
す
る
。

○
新
た
な
地
中
化
コ
ス
ト
縮
減
へ
の
取
組
み

･
都
市
部
の
バ
イ
パ
ス
事
業
、
街
路
事
業
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
事
業
等
に
併
せ
て
、
電
線
共
同
溝
等
を

原
則
同
時
施
工

･
浅
層
埋
設
方
式
の
標
準
化

(従
来
方
式
と
比
較
し

て
、
約
二
割
の
コ
ス
ト
縮
減
)
(図
5
)

【変
更
点
】
①
ア
ク
セ
ス
系
電
線
の
浅
魔
化

②
通
信
管
の
共
用
収
容
に

よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
化

③
分
鼓
親
等
の
小
型
化

　

　　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　　

　

　

　

-し

浅

縦

【

5図

“

歩行者用の地図標識



五

危
機
管
理
･安
全
保
障
対
策

六

安
心
で
く
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現

課
題
②
m交
通
事
故
死
者
数
の
よ
り
一
層
の
減
少
な
ど
総

合
的
な
交
通
安
全
に
関
す
る
取
組
み

総
合
的
な
交
通
安
全
対
策

◎
道
路
交
通
安
全
対
策

○
事
故
発
生
割
合
の
高
い
地
区
に
お
い
て
｢あ
ん
し

ん
歩
行
エ
リ
ア
｣
の
整
備

○
歩
行
者
.自
転
車
を
優
先
す
る

｢く
ら
し
の
み
ち

ゾ
ー
ン
｣
に
対
す
る
支
援
の
充
実

･
五
年
以
内
の
実
現
を
目
指
し
意
欲
の
高
い
地
区

を
交
通
安
全
事
業
統
合
補
助
の
優
先
採
択
等
に

よ
り
支
援

《解
説
》

生
活
道
路
の
歩
行
者
･自
転
車
事
故
率
は
幹

線
道
路
の
三
倍
以
上
で
、
歩
行
中
の
死
亡
事
故
の
約
六

割
が
自
宅
か
ら
五
〇
0
m
以
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
生
活
道
路
か
ら
通
過
交
通
を
徹
底
的
に
排
除
し
、

無
電
柱
化
等
に
よ
り
快
適
な
生
活
空
間
を
実
現
す
る
。

そ
の
た
め
次
の
支
援
も
実
施
す
る
。

･
く
ら
し
の
み
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
イ
ー
の
派
遣

･
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
実
験
設
備
レ
ン
タ
ル
制
度
の

創
設

･
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
連
絡
会
議
の
設
置

課
題
③
二
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

高
齢
社
会
へ
の
対
応

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
加
速

○
評
価
･診
断
等
と
基
本
構
想
の
策
定
の
促
進
に
よ

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取

組
み
を
加
速

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
指
標
の
公
表

○
事
業
連
携
等
に
よ
り
重
点
目
標
を
効
果
的
･効
率

的
に
実
施
し
、
面
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
を
整

備

七

需
要
の
拡
大
等
経
済
の
活
性
化
、
地
域
の

基
盤
強
化

構
造
改
革
特
区

雇
用
対
策

新
産
業
創
出

【五
三
〇
万
人
雇
用
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
】

e
E
T
C
技
術
を
活
用
し
た
情
報
関
連
サ
ー
ビ
ス

(ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
)

《解
説
》

E
T
C
、
カ
ー
ナ
ビ
等
の
普
及
を
踏
ま
え
、

料
金
所
以
外
で
の
料
金
決
済
、
駐
車
上
で
の
車
両
管
理

等
、
E
T
C
の
無
線
通
信
技
術
を
活
用
し
た
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を

一
つ
の
共
通
無
線
器
で
効
率
よ
く
提
供
す
る

(
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
)
た
め
の
技
術
に

関
す
る
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。
(図
6
)

R
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カーナビ地図をダウン
ロードして最新デー引こ
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一

｢美
し
い
国
づ
く
り
政
策
大
綱
｣
の
策
定

平
成
一
五
年
七
月
三

日
、
国
土
交
通
省
は
、
美
し
い

国
づ
く
り
の
た
め
の
基
本
的
考
え
方
と
国
土
交
通
省
の
と

る
べ
き
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
記
し
た

｢美
し
い
国
づ

く
り
政
策
大
綱
｣
を
発
表
し
た
。
戦
後
、
国
土
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
、
我
が
国
の
社
会
資
本
整
備
に
お

い
て
経
済
性
や
効
率
性
、
機
能
性
を
重
視
し
た
た
め
美
し

さ
の
配
慮
を
欠
い
た
雑
然
と
し
た
景
観
、
無
個
性
･
画
一

的
な
景
観
が
各
地
で
見
ら
れ
る
現
状
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
認
識
の
も
と
、
こ
の
大
綱
は
、
今
後
、
日
本
を
魅
力

あ
る
美
し
い
国
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
自
ら
襟
を
正
し
、

そ
の
上
で
、
官
民
挙
げ
て
の
取
組
み
の
き
っ
か
け
を
作
る

目
的
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
大
綱
は
、
平
成
一
五
年
一
月
よ
り
国
土
交
通
省
内

に

｢美
し
国
づ
く
り
委
員
会
｣
を
設
け
、
我
が
国
の

｢景

観
｣
と
い
う
観
点
か
ら
美
し
い
国
づ
く
り
に
つ
い
て

=

回
に
の
ぼ
る
議
論
を
積
み
重
ね
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大

綱
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
は
、
国
土
交

通
省
が
様
々
な
側
面
か
ら
今
後
取
り
組
む
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る

｢m
.
美
し
い
国
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
展
開
｣
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

大
綱
の
構
成

I

現
状
に
対
す
る
認
識

n

美
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
の
基
本
的

考
え
方

m

美
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
展
開

二

美
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
展
開

国
土
交
通
省
で
は
、
美
し
い
国
づ
く
り
に
向
け
、
実
行

性
確
保
を
主
眼
に
お
い
た
下
記
の
施
策
を
具
体
的
に
展
開

し
て
い
く
。
短
期
間
で
重
点
的
･
集
中
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
業
に
つ
い
て
は
、
目
に
見
え
る
成
果
を
上
げ
る
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
重
点
的
な
取
組
み
と
し

て
事
業
ご
と
に
一
定
年
限
内
に
達
成
す
べ
き
目
標
を
具
体

的
な
数
値
目
標
等
で
示
し
て
い
る

(皿
が
付
し
て
あ
る
項

目
が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
。

①

事
業
に
お
け
る
景
観
形
成
の
原
則
化

景
観
形
成
に
寄
与
す
る
要
素
を
事
業
実
施
の
際
に
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
的
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
技
術

開
発
や
現
場
で
の
試
行
を
経
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
は
、

原
則
と
し
て
実
施
す
べ
き
要
素
と
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
る
。

具
体
的
に
は
、
技
術
基
準
や
事
業
採
択
基
準
で
景
観
の

要
素
を
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
や
特
別
な
モ
デ
ル
事
業

『美
し
い
圓
づ
く
り
虞
鴬
大
綱
』
帽
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室



で
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
一
般
の
事

②

公
共
事
業
に
お
け
る
景
観
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(景
観
評

業
で
実
施
可
能
と
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
く
。

価
)
シ
ス
テ
ム
の
確
立

(例
)

街
、
本
ゞ
･
、、

こ
ひ
"

薄
目
凡
皆
･
十

0
雨
天
時
に
下
水
中
の
ご
み
等
が
河
川
や
海
等
へ
流
出

し
な
い
よ
う
貯
留
施
設
の
整
備
等
に
よ
り
合
流
式
下

水
道
を
改
善

【平
成
一
六
年
度
に
制
度
化
】

○
道
路
防
護
柵
の
景
観
へ
の
配
慮
を
原
則
化

【ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
一
五
年
度
に
作
成
】

○
道
路
標
識
柱
に
つ
い
て
景
観
に
配
慮
し
た
色
彩
を
採

用

【平
成
一
六
年
度
に
対
応
】

○
土
地
区
画
整
理
事
業
で
モ
デ
ル
的
に
認
め
ら
れ
て
い

た
高
い
質
の
公
共
施
設
に
対
す
る
補
助
を
一
般
化

【平
成
一
五
年
度
に
対
応
】

原
則
化
と
あ
わ
せ
、
以
下
の
よ
う
な
重
点
的
な
取
組
み

を
行
う
。

圏
都
市
の
顔
と
な
る
よ
う
な
地
区
、
国
立
公
園
等
自
然

景
観
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
地
区
及
び
歴
史
的
･

伝
統
的
な
景
観
が
保
存
さ
れ
て
い
る
地
区
計
一
七
地

区
に
お
い
て
、
道
路
防
護
柵
を
景
観
に
配
慮
し
た
も

の
と
す
る
と
と
も
に
、
木
製
防
護
柵

(歩
行
者
自
転

車
用
)
を
三
一
箇
所
で
整
備
す
る
。

価
)
シ
ス
テ
ム
の
確
立

事
業
の
実
施
主
体
が
、
必
要
に
応
じ
て
構
想
段
階
、
計

画
段
階
、
設
計
段
階
な
ど
事
業
の
実
施
前
や
事
業
完
了
後

と
い
っ
た
事
業
の
各
段
階
に
お
い
て
、
既
存
の
制
度
に
景

観
を
評
価
の
項
目
と
し
て
織
り
込
む
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

事
業
実
施
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
景
観
に
対
し
、
多
様
な
意

見
を
聴
取
し
つ
つ
、
評
価
を
行
い
、
事
業
案
に
反
映
す
る

仕
組
み
を
確
立
す
る
。
【平
成
一
五
年
度
に
評
価
シ
ス
テ

ム
検
討
、
平
成
一
六
年
度
に
試
行
的
に
導
入
】

○
事
前
評
価

事
業
の
実
施
主
体
は
、
既
存
の
制
度
と
整
合
を
図
り

つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
、
有
識
者
や
住
民
等
か
ら
意

見
を
聴
取
し
、
事
業
案
に
反
映

○
事
後
評
価

事
業
の
実
施
主
体
は
、
完
成
後
の
状
況
に
つ
い
て
事

前
評
価
結
果
と
比
較
し
、
必
要
に
応
じ
、
有
識
者
や

住
民
等
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
事
後
評
価
を
実
施

事
後
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
整

理
し
、
今
後
の
景
観
検
討
や
評
価
に
活
用

性
に
応
じ
て
適
用
す
る
参
考
的
事
項
を
明
解
に
か
つ
可
能

な
限
り
網
羅
的
に
整
理
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
分
野
ご
と

に
策
定
す
る
。

【平
成
一
六
年
度
ま
で
に
策
定
昌

ま
た
、
高
い
煙
突
類
の
昼
間
障
害
標
識

(赤
白
交
互
の

塗
色
)
や
ビ
ル
群
等
の
航
空
障
害
灯
の
設
置
に
係
る
規
制

に
つ
い
て
、
景
観
に
も
配
慮
し
た
基
準
改
正
を
行
う
。

【平
成
一
五
年
度
に
対
応
】

④

景
観
に
関
す
る
基
本
法
制
の
制
定

良
好
な
景
観
の
保
全

･
形
成
へ
の
取
り
組
み
を
総
合
的

か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め
、
以
下
の
事
項
を
含
む
基

本
法
制
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、
関
連
す
る
諸
制
度

の
充
実
･
強
化
を
図
る
。

【平
成
一
六
年
度
目
標
霊

景
観
に
関
す
る
基
本
理
念
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
国

民
等
の
責
務

･
役
割
等
に
関
す
る
規
定

○
市
町
村
単
位
で
良
好
な
景
観
の
形
成
･保
全
を
図
る

た
め
の
総
合
的
な
計
画

○
総
合
的
な
計
画
に
基
づ
き
、
幅
広
く
景
観
に
関
す
る

行
為
規
制
を
行
う
仕
組
み

0
そ
の
他
必
要
な
措
置

⑤

緑
地
保
全
、
緑
化
推
進
策
の
充
実

都
市
公
園
の
整
備
、
都
市
空
間
の
緑
化
、
緑
地
の
保
全

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
都
市
公
園
法
、
都
市
緑
地

保
全
法
を
統
合
す
る
。

両
法
の
統
合
に
際
し
て
は
、
新
た
に
、
以
下
の
措
置
を

【平
成
一
五
年
度
中
に
実
施
】

③

分
野
ご
と
の
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等

圓
三
六
箇
所
以
上
の
灯
台
へ
の
配
電
線
を
撤
去
す
る
。

【平
成
一
九
年
度
ま
で
に
実
施
M

事
業
担
当
各
職
員
が
事
業
執
行
の
各
段
階
で
活
用
す
る

も
の
と
し
て
、
基
本
的

視
点
や
検
討
方
法
、
手
続
き
の

考
え
方
な
ど
地
域
を
問
わ
ず
全
国
的
に
適
用
す
べ
き
基
本

的
事
項
、
意
匠
･
色
彩
の
計
画
や
施
工
方
法
な
ど
地
域
特



中
心
に
制
度
の
充
実
を
図
る
。

【平
成
一
六
年
度
目
標
】

○
民
有
緑
地
の
保
全

･
緑
化
の
た
め
の
制
度
と
し
て
、

大
規
模
建
築
敷
地
に
お
け
る
緑
化
面
積
の
割
合
に
関

す
る
規
制
を
本
格
的
導
入

O
N
P
0
、
民
間
事
業
者
が
整
備
･
管
理
の
主
体
と
な

る
よ
う
、
N
P
O
等
に
対
し
公
園
管
理
者
と
同
等
の

権
能
を
付
与

○
都
市
公
園
制
度
を
活
用
し
た
歴
史
的
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
、
公
園
内
の
建
ぺ
い
率
制
限
な
ど
を
歴
史

的
建
造
物
に
対
し
て
は
大
幅
緩
和

ま
た
、
所
管
事
業
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
重
点
的

な
取
組
み
を
行
う
。

圏
国
土
交
通
省
所
管
の
中
央
官
庁
庁
舎
の
屋
上
緑
化
整

備
を
完
了
す
る
。

【平
成
一
五
年
度
中
に
完
了
】

圏
緑
陰
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
指
定
さ
れ
た
二
五

地
区
に
つ
い
て
、
沿
道
住
民
等
と
協
力
し
な
が
ら
緑

陰
道
路
計
画
を
策
定
し
、
街
路
樹
を
剪
定
し
な
い
緑

陰
道
路
の
管
理
に
取
り
組
む
。

【平
成
一
五
年
度
よ
り
実
施
】

圏
都
市
に
お
け
る
既
存
緑
地
の
保
全
と
併
せ
て
、公
園
、

河
川
、
道
路
等
が
一
体
的
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
都
市
近
郊
の
大
規
模
な
森
の
創
出
、
緑
の

骨
格
軸
の
形
成
、
都
市
内
の
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
図
る

｢緑
の
回
廊
構
想
｣
を
推
進
す
る
。

【平
成
一
五
年
度
よ
り
実
施
霊

⑥

水
辺
･
海
辺
空
間
の
保
全
･
再
生
･
創
出

水
辺
･
海
辺
空
間
の
保
全

･
再
生

･
創
出
に
向
け
て
、

以
下
の
視
点
か
ら
、
関
係
事
業
の
連
携
の
下
で
総
合
的
な

取
組
み
を
推
進
す
る
。
【平
成
一
五
年
度
よ
り
順
次
実
施
】

ま
た
、
港
湾
に
お
い
て
、
良
好
な
景
観
を
保
全

･
形
成

す
る
た
め
、
港
湾
計
画
な
ど
法
制
度
等
の
充
実
を
図
る
。

【平
成
一
六
年
度
目
標
】

○
よ
り
良
好
な
処
理
水
質
が
得
ら
れ
る
下
水
の
高
度
処

理
の
原
則
化
等
、
水
質
汚
濁
が
慢
性
化
し
て
い
る
大

都
市
圏
の
海
や
汚
濁
の
著
し
い
河
川
等
に
お
け
る
水

質
の
改
善

○
豊
か
な
水
量
の
確
保
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
･
放
置
艇
等

景
観
阻
害
要
因
の
除
却
に
よ
る
水
辺
･
海
辺
空
間
の

再
生

○
親
水
･
交
流
拠
点
の
整
備
等
に
よ
る
新
た
な
水
辺
･

海
辺
空
間
の
創
出

○
住
民
、
N
P
O
等
の
参
画
の
推
進

特
に
以
下
の
よ
う
な
重
点
的
な
取
組
み
を
行
う
。

圏
美
し
い
砂
浜
な
ど
景
観
上
重
要
な
九
箇
所
の
海
岸
に

お
い
て
景
観
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
を
全
て
除
却
す
る
。

今
後
、
逐
次
対
象
海
岸
を
拡
大
す
る
。

【平
成
一
九
年
度
ま
で
に
実
施
】

囲
美
し
い
海
辺
空
間
を
創
出
す
る
一
六
箇
所
の
干
潟
を

再
生
す
る
。

【平
成
一
九
年
度
ま
で
に
実
施
】

⑦

屋
外
広
告
物
制
度
の
充
実
等

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
、
良
質
で
地
域
の
景
観
に
調
和

し
た
屋
外
広
告
物
の
表
示
を
図
る
た
め
、
良
好
な
自
然
景

観

･
田
園
景
観
の
保
全
、
屋
外
広
告
物
制
度
の
実
効
性
の

確
保
、
特
に
良
好
な
景
観
を
保
全
す
べ
き
地
区
に
係
る
市

町
村
の
役
割
の
強
化
、
屋
外
広
告
業
の
適
正
な
運
営
の
確

保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
制
度
の
充
実
を
図
る
。

【平
成
一
六
年
度
目
標
攣

○
良
好
な
自
然
景
観
や
田
園
景
観
の
保
全
の
た
め
、
屋

外
広
告
物
法
の
許
可
対
象
と
な
る
区
域
を
中
小
町
村

の
区
域
も
含
む
よ
う
拡
大

○
違
反
屋
外
広
告
物
を
都
道
府
県
知
事
等
が
簡
易
に
除

却
で
き
る
制
度
に
関
す
る
手
続
き
の
整
備

○
美
観
地
区
、
風
致
地
区
等
の
都
市
計
画
制
度
上
特
に

良
好
な
景
観
を
保
全
す
べ
き
地
区
を
対
象
と
し
屋
外

広
告
物
規
制
に
関
す
る
市
町
村
の
役
割
の
強
化

○
屋
外
広
告
業
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
、
悪
質
な

事
業
者
に
対
す
る
措
置
の
強
化
及
び
屋
外
広
告
に
関

す
る
技
術
者
の
育
成

ま
た
、
制
度
の
充
実
と
あ
わ
せ
、
以
下
の
よ
う
な
重
点

的
な
取
組
み
を
行
う
。

圏
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
地
域
景
観
の
点
検
結

果
を
活
用
す
る
な
ど
地
元
と
連
携
し
て
、
観
光
地
な

ど
景
観
上
重
要
な
一
定
の
地
区
を
対
象
に
違
反
屋
外

広
告
物
な
ど
景
観
阻
害
要
因
の
除
却
等
を
重
点
的
に

実
施
す
る
地
区
を
選
定
し
、
当
該
地
区
で
は
、
地
元



地
方
公
共
団
体
、
警
察
等
と
連
携
し
て
短
期
間
に
運

鬮
東
京
都
区
部
及
び
大
阪
市
な
ど
に
お
い
て
実
施
さ
れ

○
身
近
な
公
共
施
設
等
の
計
画
づ
く
り
か
ら
管
理
に
い

反
屋
外
広
告
物
、不
法
占
用
物
等
を
集
中
整
理
す
る
。

る
廚

に

い
て
は
、
首

目
里

･

ト

と

ン

ぼ
投
皆
"
主

ミ

"

、

ヱ

【平
成
一
五
年
度
か
ら
開
始
し
順
次
実
施
済
み
地
区

を
積
み
上
げ
】

圏
あ
わ
せ
て
全
国
的
な
事
業
所
展
開
を
行
っ
て
い
る
企

業
に
対
し
、
所
管
省
庁
と
協
力
し
経
済
団
体
等
を
通

じ
て
屋
外
広
告
物
制
度
等
の
趣
旨
徹
底
や
良
好
な
景

観
形
成
へ
の
理
解
を
求
め
る
。

⑧

電
線
類
地
中
化
の
推
進

ま
ち
な
か
の
幹
線
道
路
に
加
え
、
非
幹
線
道
路
や
歴
史

的
景
観
地
区
等
に
お
い
て
も
電
線
類
地
中
化
の
円
滑
か
つ

効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
及
び
関
係

事
業
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て

検
討
し
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な

｢電
線
類

地
中
化
計
画
｣
を
策
定
し
て
、
電
線
類
地
中
化
の
一
層
の

推
進
を
図
る
。

○
電
線
類
地
中
化
の
コ
ス
ト
縮
減
、
沿
道
も
含
め
た
新

た
な
整
備
手
法
、
区
画
道
路
等
に
お
け
る
地
中
化
推

進
の
た
め
の
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
制
度
、
費

用
負
担
の
あ
り
方

○
新
た
な
電
線
共
同
溝
整
備
道
路
指
定
等
に
よ
る
一
定

の
地
区
に
お
け
る
原
則
地
中
化

○
今
後
実
施
さ
れ
る
都
市
部
の
バ
イ
パ
ス
事
業
、
街
路

事
業
等
に
お
け
る
電
線
共
同
溝
等
の
原
則
同
時
施
工

特
に
以
下
の
よ
う
な
重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。

る
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者

･
地
方
公

共
団
体
･
関
係
事
業
者
が
連
携
し
て
原
則
地
中
化
す

る
。

【平
成
一
六
年
度
よ
り
実
施
】

圏
観
光
振
興
の
観
点
に
留
意
し
つ
つ
、
道
路
管
理
者

･

地
方
公
共
団
体
･
関
係
事
業
者
が
連
携
し
て
、
電
線

類
の
地
中
化
を
緊
急
に
推
進
す
べ
き
地
区
を
選
定

し
、
地
区
内
の
主
な
道
路
に
つ
い
て
、
五
年
目
途
に

地
中
化
す
る
。

【平
成
一
六
年
度
よ
り
実
施
】

⑨

地
域
住
民
、
N
P
O
に
よ
る
公
共
施
設
管
理
の
制
度

的
枠
組
み
の
検
討

地
域
住
民
、
N
P
O
が
公
共
施
設
の
管
理
に
実
体
的
に

参
画
し
、
景
観
の
保
全
、
改
善
を
図
る
た
め
、
N
P
O
等

の
権
能
を
高
め
る
観
点
等
か
ら
制
度
的
枠
組
み
を
検
討
す

る
。

【平
成
一
六
年
度
よ
り
順
次
実
施
】

⑩

多
様
な
担
い
手
の
育
成
と
参
画
推
進

美
し
い
国
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
地
域
住
民
や
N
P

0
、
行
政
機
関
職
員
、
専
門
家
等
の
意
識
や
技
術
を
高
め
、

活
動
し
や
す
さ
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
以
下
の
よ
う
な
多

面
的
な
方
策
を
講
じ
る
。
【平
成
一
五
年
度
よ
り
順
次
実
施
】

○
N
P
O
等
に
対
し
、
育
成
支
援
や
活
動
の
場
の
提
供

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
活
動
の
高
度
化
を
促
進

○
景
観
に
関
す
る
様
々
な
分
野
の
専
門
家
の
組
織
化
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進

た
る
様
々
な
段
階
で
住
民
が
参
画
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
整
備

○
景
観
に
関
す
る
意
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

住
民
、
行
政
機
関
職
員
、
技
術
者
の
た
め
の
景
観
に

関
す
る
研
修
や
学
習
を
推
進

○
良
好
な
事
例
の
選
定
や
表
彰
制
度
等
を
構
築
し
、
こ

れ
ら
を
広
く
紹
介

○
地
域
に
お
い
て
住
民
と
協
働
し
て
行
う
良
好
な
景
観

の
形
成
に
向
け
、
景
観
の
改
善
を
試
行
的
に
行
う
取

組
み
を
実
施

⑪

市
場
機
能
の
活
用
に
よ
る
良
質
な
住
宅
等
の
整
備
促

進耐
久
性
等
の
高
い
良
質
な
物
件
が
、
不
動
産
市
場
に
お

い
て
適
正
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
以
下
の
視
点
か
ら
、
総

合
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
。

【平
成
一
五
年
度
よ
り
順
次
実
施
】

○
中
古
住
宅
性
能
表
示
制
度
と
そ
れ
に
係
る
紛
争
処
理

の
普
及
促
進

○
成
約
価
格
も
含
め
た
土
地
取
引
関
連
情
報
の
整
備
･

提
供

○
美
観
等
の
住
環
境
水
準
に
係
る
指
標
の
整
備

o
s
I

(
ス
ケ
ル
ト
ン

･
イ
ン
フ
ィ
ル
)
住
宅
や
長
寿

命
木
造
住
宅
等
の
開
発
･
普
及
等
、
耐
久
性
の
高
い

良
質
な
新
築
住
宅
に
係
る
取
組
み



○
消
費
者
向
け
事
業
者
情
報
提
供
な
ど
に
よ
る
リ
フ
ォ

ー
ム
市
場
の
活
性
化

⑫

地
域
景
観
の
点
検
促
進

地
方
公
共
団
体
、
N
P
0
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
の
市

民
グ
ル
ー
プ
が
各
地
域
に
お
い
て
景
観
の
点
検
を
行
う
取

り
組
み
を
促
進
し
、
点
検
の
結
果
、
指
摘
さ
れ
た
景
観
阻

害
要
因
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
施
設
の
管
理
者
と
地
域
住

民
等
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
も
と
で
そ
の
改
善
に
努
め
る

と
と
も
に
、
保
全
す
べ
き
優
れ
た
景
観
資
源
は

｢保
全
す

べ
き
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
に
登
録
す
る
な
ど
点
検

結
果
を
活
用
す
る
。

こ
の
よ
う
な
良
好
な
景
観
形
成
に
向
け
て
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
形
成
運
動
を
地
方

整
備
局
等
に
お
い
て
積
極
的
に

支
援
す
る
。

【平
成
一
五
年
度
に
試
行
開
始
、
一
六
年
度
支
援
拡
充
】

⑩

保
全
す
べ
き
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

地
域
景
観
の
点
検
結
果
や
国
土
交
通
省
等
で
作
成
し
て

い
る
各
種
の
保
全
す
べ
き
景
観
リ
ス
ト
な
ど
を
も
と
に
全

国
の
各
地
域
に
お
け
る
保
全
す
べ
き
優
れ
た
景
観
資
源
が

登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
。
地
方
公
共
団

体
の
土
地
利
用
計
画
策
定
、
公
共
事
業
や
民
間
開
発
事
業

の
実
施
な
ど
に
あ
た
っ
て
参
照
す
る
と
と
も
に
、
公
共
事

業
の
景
観
評
価
シ
ス
テ
ム
の
評
価
要
素
や
観
光
資
源
情
報

と
し
て
活
用
す
る
。
【平
成
一
五
年
度
に
公
開
、
順
次
拡
充
】

⑭

各
主
体
の
取
組
み
に
資
す
る
情
報
の
収
集
･
蓄
積
と

提
供
･
公
開

保
全
す
べ
き
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
景
観
専
門
家

リ
ス
ト
、
新
工
法
等
の
技
術
情
報
、
土
地

･
地
理
情
報
、

良
好
な
景
観
形
成
事
例
な
ど
、
景
観
に
関
す
る
各
種
情
報

を
収
集

･
蓄
積
し
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け

る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
や
住
民
等
に
広
く
提
供

･
公
開
す
る
。
【平
成
一
五
年

度
に
国
土
交
通
省
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
、
順
次
拡
充
】

⑩

技
術
開
発

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
劣
化
等
診
断
技
術
、延
命
技
術
、

転
用
技
術
な
ど
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
開
発
の

成
果
を
活
か
し
、
環
境
、
財
政
制
約
を
踏
ま
え
、
最
も
合

理
的
に
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
管
理
運
営
す
る
技
術
、
G

I
S

(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
を
活
用
し
た
三
次
元
景
観

シ
ミ
ュ
レ
J
シ
ョ
ン
な
ど
景
観
の
対
比
･
変
遷
を
分
析
す

る
技
術
、
河
川
･
湖
沼
に
お
け
る
自
然
環
境
の
復
元
技
術

や
海
域
に
お
け
る
総
合
的
な
環
境
改
善
技
術
な
ど
環
境
の

保
全
･
再
生
･
創
出
の
た
め
の
技
術
の
開
発
等
を
行
う
。

【平
成
一
六
年
度
よ
り
順
次
成
果
】
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尼
崎
大
気
汚
染
機
書
防
止

あ
り
せ
ん
申
請
事
榊
の
終
結
に
つ
い
て

道

路

局

道

路

交

通

管

理

課

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

平
成
一
四
年
一
〇
月
一
五
日
、
尼
崎
公
害
訴
訟
の
原
告

団
の
一
部

(二
一
名
)
よ
り
、
公
害
紛
争
処
理
法
第
二
六

条
第
一
項
に
基
づ
き
、
公
害
等
調
整
委
員
会
に
対
し
申
請

さ
れ
た
あ
っ
せ
ん
手
続
は
、
平
成
一
五
年
六
月
二
六
日
の

第
八
回
期
日
に
お
い
て
、
同
委
員
会
よ
り
、
あ
っ
せ
ん
案

が
提
示
さ
れ
、
当
事
者
双
方
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
あ
っ

せ
ん
が
成
立
し
た
。
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
今
後
、
あ

っ
せ
ん
事
項
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

一

事
件
の
概
要

①
当
事
者

①

申
請
人
"兵
庫
県
の
住
民
二
一
人

②

被
申
請
人
"
国

(代
表
者

国
土
交
通
大
臣
)
及

び
阪
神
高
速
道
路
公
団

②

申
請
内
容

申
請
人
は
、
被
申
請
人
ら
に
対
し
、
大
阪
高
等
裁
判
所

で
の
和
解
条
項
に
よ
り
実
施
し
た
道
路
交
通
量
調
査
に
基

づ
き
、
本
件
地
域
に
お
け
る
大
型
車
の
交
通
量
低
減
の
た

め
大
型
車
の
具
体
的
削
減
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
沿
う

大
型
車
規
制
施
策
や
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
の

大
型
車
削
減
方
策
を
個
別
具
体
的
に
検
討
す
る
等
、
和
解

条
項
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

③

あ
っ
せ
ん
申
請
に
至
る
経
緯

い
わ
ゆ
る
尼
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
に
お
い
て
、
第
一

審
神
戸
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
、
原
告
ら
に
よ
る
国
及
び

阪
神
高
速
道
路
公
団
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
及
び
差
止

請
求
を
一
部
認
容
し
た
が
、
当
事
者
双
方
は
、
当
該
判
決

に
不
服
が
あ
る
と
し
て
控
訴
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
高
等
裁
判
所
で
係
争
中
に
、
当
事
者
双

方
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
を

目
指
し
て
互
い
に
努
力
す
る
こ
と
が
最
も
妥
当
な
解
決
で

あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
平
成
三
一年
三
一月
八
日
に
和

解
が
成
立
し
た
。

和
解
後
、
国
土
交
通
省
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
よ

り
一
定
の
施
策
が
実
施
さ
れ
、
国
土
交
通
省
及
び
阪
神
高

速
道
路
公
団
は
、
こ
れ
に
よ
り
和
解
条
項
は
履
行
さ
れ
た

と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
申
請
入
ら
は
、
大
型
車
の
交
通

の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
和
解
条
項
の
履
行

と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
昨
年
一
〇
月
一
五
日
付

け
で
国

(代
表
者

国
土
交
通
大
臣
)
を
相
手
に
あ
っ
せ

ん
申
請
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
和
解
条
項
に
盛
り
込
ま
れ
た
環
境
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行
実
施
と
の
関
連
で
、
本
年
五
月
一
三
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日
寸
け
で
阪
神
高
速
道
路
公
団
を
被
申
請
人
と
す
る
あ
っ

二〕

)

Lr
ニ

ーゾで
"

、
二言
ん
淺
I
ノ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
あ
っ

　
　
　
　
　
　

　

　　
　
　
　　
　　
　

　
　
　
　
　

ん
申
請
が
了
わ
れ
た
。

せ
ん
す
る
こ
と
と
す
る
。

せ
ん
申
請
が
行
わ
れ
た
。

二

事
件
処
理
の
経
緯

①
両
当
事
者
が
出
席
し
た
あ
っ
せ
ん
手
続
が
昨
年
=

月
三
〇
日
以
降
七
回
開
催
さ
れ
、
当
事
者
双
方
か
ら
の

意
見
聴
取
等
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
同
年
三
一月
一

三
日
に
は
当
事
者
立
会
い
の
下
に
あ
っ
せ
ん
委
員
に
よ

る
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

あ
っ
せ
ん
委
員

加
藤

和
夫

同

平
野

治
生

同

堺

宣
道

一
あ
っ
せ
ん
の
趣
旨

和
解
後
二
年
半
を
経
過
し
た
が
、
本
件
地
域
の
汚
染
実

態
は
、
環
境
基
準
が
な
お
未
達
成
で
あ
る
な
ど
依
然
と
し

て
改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
間
、
国
土
交
通
省
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
よ

り
一
定
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国

土
交
通
省
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、
大
型
車
の
交
通

の
転
換
に
係
る
施
策
の
推
進
に
努
め
て
き
た
こ
と
に
よ
り

和
解
条
項
は
履
行
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、

申
請
人
ら
は
、
本
件
地
域
に
お
け
る
大
型
車
の
交
通
の
転

換
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
和
解
条
項
の
履
行
と
し

て
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
本
件
あ
っ
せ
ん
申

請
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

あ
っ
せ
ん
委
員
と
し
て
は
、
和
解
前
文
及
び
和
解
条
項

の
趣
旨
並
び
和
解
条
項
の
履
行
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、
当

事
者
双
方
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本
あ
っ
せ
ん
申
請
事
件
の

解
決
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
人
ら
と
被
申
請
入
ら
が

和
解
当
時
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
相
互
の
理
解
と
協
力
に

よ
っ
て
、
よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

②
本
年
五
月
一
三
日
付
け
で
新
た
に
阪
神
高
速
道
路
公

団
を
被
申
請
人
と
し
た
あ
っ
せ
ん
申
請
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
同
月
二
八
日
付
け
で
こ
れ
を
先
行
手
続
と

併
合
の
上
、
引
き
続
き
意
見
聴
取
等
が
行
わ
れ
た
。

③
六
月
二
六
日
に
開
催
し
た
第
八
回
あ
っ
せ
ん
手
続
に

お
い
て
、
あ
っ
せ
ん
委
員
か
ら
あ
っ
せ
ん
案
が
提
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
、
当
事
者
双
方
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
あ

っ
せ
ん
が
成
立
し
、こ
れ
に
よ
り
本
事
件
は
終
結
し
た
。

二

あ
っ
せ
ん
事
項

①
大
型
車
の
交
通
量
低
減
の
た
め
の
総
合
的
な
調
査
の

実
施
国
土
交
通
省
は
、
本
件
地
域
に
お
け
る
大
型
車
の
交
通

量
低
減
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る

観
点
か
ら
、
事
業
主
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
大
型
車
の

連
行
経
路
、
運
行
経
路
選
択
要
因
等
に
加
え
、
大
型
車
の

運
行
実
態

(頻
度
、
時
間
帯
等
)、
車
両
の
年
式
、
デ
ィ

ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
有
無
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
の
試
行
内
容
の
充
実
や
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
た

場
合
の
連
行
経
路
選
択
に
係
る
意
向
等
に
関
す
る
別
紙
調

査

(略
)
を
実
施
す
る
こ
と
。

②

環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行

国
土
交
通
省
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、
同
公
団
が

実
施
し
て
い
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行
状
況

や
前
記
①
の
調
査
結
果
を
分
析
評
価
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
取
組
に
つ
い
て
交
通
量
や
環
境
へ
の
効
果
･
影
響
を

調
査
検
証
す
る
社
会
実
験
の
活
用
な
ど
に
よ
り
主
体
的
に

検
討
を
行
い
、
本
件
地
域
に
お
け
る
大
型
車
交
通
量
を
低

減
す
る
観
点
か
ら
、
試
行
内
容
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ

lと
0な

お
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
に
よ
り
、
阪
神



高
速
五
号
湾
岸
線
へ
の
迂
回
誘
導
を
推
進
す
る
上
で
は
、

も
の
で
は
な
い
が
、
和
解
条
項
の
履
行
に
関
す
る
事

阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
や
周
辺
の
幹
線
道
路
か
ら
の
ア
ク

項
に
つ
い
て
は
、

別
に
3
明

る
こ
と
。

セ
ス
道
路
の
整
備
等
に
よ
り
、
阪
神
高
速
五
号
湾
岸
線
の

利
便
性
を
一
層
高
め
る
施
策
を
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

③
大
型
車
の
交
通
規
制
の
可
否
の
検
討
に
係
る
警
察
庁

へ
の
要
請

国
土
交
通
省
は
、
平
成
一
三
年
に
実
施
し
た
阪
神
間
交

通
量
調
査
等
の
調
査
結
果
に
加
え
、
大
型
車
の
連
行
経
路

の
実
態
や
連
行
経
路
選
択
に
係
る
事
業
所
側
の
意
向
等
に

係
る
前
記
①
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
本
件
地
域
に

お
け
る
大
型
車
の
交
通
量
を
低
減
す
る
観
点
か
ら
、
大
型

車
を
対
象
と
し
た
限
定
的
な
交
通
規
制
を
実
施
す
る
こ
と

の
可
否
に
つ
い
て
、
当
該
調
査
結
果
の
提
出
と
併
せ
て
、

警
察
庁
に
対
し
追
加
的
検
討
を
要
請
す
る
こ
と
。

④
連
絡
会
の
運
営
の
円
滑
化

申
請
入
ら
、国
土
交
通
省
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、

将
来
に
向
か
っ
て
よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
を
目
指
し

て
互
い
に
努
力
す
る
と
の
和
解
前
文
に
規
定
す
る
精
神
に

則
り
、
連
絡
会
に
お
い
て
建
設
的
か
つ
有
効
な
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
緊
密
な
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
以
下
の
点
を
踏
ま
え
、
連
絡
会
の
運
営
の
円
滑
化
を

図
る
こ
と
。

ア

連
絡
会
で
の
意
見
交
換
は
、
合
意
を
目
的
と
す
る

項
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
説
明
す
る
こ
と
。

イ

和
解
条
項
の
履
行
に
関
係
す
る
国
の
行
政
機
関
及

び
地
方
公
共
団
体
の
協
力
が
得
ら
れ
る
場
合
は
、
連

絡
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
機
関
か
ら
口
頭
又

は
文
書
に
よ
る
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
o

ウ

連
絡
会
は
、
公
開
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
双
方

合
意
の
下
に
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

エ

連
絡
会
は
、
前
記
①
、
②
及
び
③
の
あ
っ
せ
ん
事

項
に
係
る
業
務
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
進

捗
状
況
に
応
じ
て
適
宜
開
催
す
る
こ
と
。

◎
関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
推
進

国
土
交
通
省
及
び
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、
大
型
車
の

交
通
量
低
減
に
向
け
て
、
国
の
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公

共
団
体
及
び
道
路
利
用
者
や
沿
道
住
民
等
の
関
係
者
と
連

携
し
た
総
合
的
な
取
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら

関
係
機
関
等
に
対
し
て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
本
件

地
域
に
お
け
る
大
型
車
の
交
通
量
低
減
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

な
お
、
こ
れ
ら
関
係
機
関
等
に
お
い
て
も
、
大
型
車
の

交
通
量
低
減
の
必
要
性
を
理
解
し
、
関
係
機
関
等
が
連
携

し
た
総
合
的
な
取
組
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的

に
協
力
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
。
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沖
縄
県
土
木
建
築
部
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
室

一

は
じ
め
に

全
国
で
五
番
目
に
開
業
を
迎
え
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
は
、
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
は
じ
め
て
と
も
言
え
る
軌
道

系
交
通
で
あ
る
。
か
つ
て
沖
縄
県
に
も
軽
便
鉄
道

(沖
縄

県
営
鉄
道
)
が
活
躍
し
て
い
た
が
、
先
の
大
戦
で
破
壊
さ

れ
、
復
活
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
戦
後
約
六
〇
年
を
経

て
軌
道
系
交
通
が
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
な
っ
て
よ
み
が
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
一
五
年
八
月
一
〇
日
(道
の
日
)

に
開
業
す
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
紹
介
す
る

(写
真
1
)。

二

導
入
経
緯

戦
後
、
米
国
の
統
治
下
に
お
か
れ
た
沖
縄
は
自
動
車
交

通
が
優
先
さ
れ
、
米
軍
基
地
の
存
在
に
よ
る
い
び
つ
な
市

街
地
の
形
成
や
土
地
利
用
が
な
さ
れ
た
。
特
に
県
都
那
覇

市
に
お
い
て
は
、
人
口
や
産
業
の
集
中
に
伴
う
自
動
車
交

通
に
道
路
整
備
が
追
い
つ
け
ず
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が

発
生
す
る
な
ど
都
市
機
能
の
低
下
や
生
活
環
境
の
悪
化
を

招
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
交
通
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
既
存
道
路
空

間
を
利
用
し
、
地
下
鉄
や
高
速
鉄
道
と
比
較
し
て
安
価
な

建
設
費
で
道
路
交
通
の
補
助
的
役
割
を
果
た
し
、
中
規
模

程
度
の
輸
送
力
を
持
つ
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
た
。

昭
和
四
七
年
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
お
い
て
軌
道
系
シ

にィ 義觜クニふ う̂ ^Q O

写真 1 習熟運転中の沖縄都市モノレール

表 1 導入経緯

日

度

度

度

明

朗

朔
覗
徘
明
朗
解
明

鯛
明

朗

勲

年

年

年

鋒

眸
眸
婢
鉾
條
資
臨
終
籤
時
総
総

鞠

禰
鞠

戦

轍
緘
靴
轍
城
城
喩
輛
轍
檄
戦
靴

銘

熱妻
礎
製饑

沖
必

都

県
②
④
の
条

県
基

勒

第

沖

第

愛

車

那

軌

全

沖

勒

沖
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もも

ス
テ
ム

(新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
必
要
性
が
提
起
さ

れ
て
か
ら
の
主
な
経
緯
は
表
1
の
と
お
り
。

経
緯
に
お
い
て
特
に
、
昭
和
五
六
年
度
に
モ
ノ
レ
ー
ル

事
業
が
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
翌

昭
和
五
七
年
に
は
、
①
工
事
期
間
全
体
の
見
直
し
、
②
沖

縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
の
資
金
調
達
の
見
通
し
確

保
、
③
需
要
予
測
を
再
検
討
し
事
業
の
採
算
性
確
保
、
④

競
合
す
る
バ
ス
路
線
の
再
編
編
成
、
以
上
の
見
通
し
に
加

え
、
こ
れ
ら
が
確
実
に
得
ら
れ
た
段
階
で
⑤
工
事
施
行
認

可
の
見
通
し
確
保
、
の
五
項
目
の
課
題
解
決
ま
で
本
体
工

事
着
手
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
後
、
バ
ス
事
業
者
と
の
調
整
が
最
大
の
課
題
と
な
り
、

平
成
七
年
の
特
許
申
請
ま
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル
関
連
道
路
の

整
備
を
進
め
な
が
ら
、
他
の
課
題
も
併
せ
て
解
決
の
見
通

し
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
経
て
、
平
成
八
年
三
月
の
特
許
取
得

に
よ
り
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
昭
和
四
七
年
に
制
定

さ
れ
た

｢都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法

律
｣
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度
と
、
軌
道
法
の
適
用

を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
先
進
の
北
九
州
、
千
葉
、
大
阪
、

多
摩
に
次
ぐ
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
な
っ
た
。

三

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

(ゆ
い
レ
ー
ル
)

の
概
要

計
画
概
要

(図
1
)

名
称
…沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
(愛
称

ゆ
い
レ
ー
ル
)

計
画
区
間
…那
覇
市
字
鏡
水

(那
覇
空
港
駅
)
~
那
覇

市
首
里
汀
良
町

(首
里
駅
)
建
設
キ
ロ
ー
三
･

一
蹴

営
業
キ
ロ
一
二
･
九
蹴

構
造
"跨
座
型

駅
数

三

五
駅

(平
均
駅
間
距
離
○
･
九
騙
)

イ
ン
フ
ラ
の
主
要
施
設
を
表
2
に
示
す

2

運
転
計
画

運
転
間
隔
…ピ
ー
ク
時

(八
…
0
0
~
九

…
0
0
)

六
･
五
分

早
朝
深
夜

(六
…
0
0
七

"
0
0
/
二
二
…
0
0

~
二
三

…
三
○
)
一
五
分

そ
の
他
の
時
間
帯
七
･
五
分
~
三
一分
間
隔

所
要
時
間
…片
道
約
二
七
分

ピ
ー
ク
時
輸
送

“
二
、
三
三
人
/
時

車
両
編
成
…
二
両
固
定

(最
大
運
転
列
車
編
成
数
は
一

〇
編
成

･
二
編
成
予
備
)

表
定
速
度
…約
二
八
虹
/
h

3

シ
ス
テ
ム
概
要

運
転
方
式
…
ワ
ン
マ
ン
手
動
運
転

車
両
…
二
両
固
定

･
定
員
一
六
五
人

電
圧
及
び
集
電
方
式
…直
流
一
、
五
〇
0
V

(鋼
体
複

線
式
)、
側
面
集
電
式

信
号
“車
内
信
号
に
よ
る
多
現
示
速
度
表
示
方
式

保
安
設
備
"列
車
検
知
装
置
T
D

自
動
列
車
制
御
装



置
A
T
C

継
電
連
動
装
置
R
I
L

理
シ
ス
テ
ム
P
I
C

駅
務
機
器
…自
動
券
売
機

自
動
改
集
札

自
動
改
集
札
機
他

4

料
金
設
定

初
乗
り

…大
人
二
〇
〇
円

小
児
半
額

(対
キ
ロ
区
間

制
三
如
ま
で
二
〇
〇
円
、
三
蹴
ご
と
三
〇
円
加

算
、
那
覇
空
港
駅
~
首
里
駅
間
二
九
〇
円
)

通
学
割
引
…最
大
約
六
四
%

通
勤
割
引
…最
大
約
四
四
%

一
〇
枚
綴
り
普
通
回
数
券
(
一
五
%
割
引
)

団
体
割
引
"
一
割

金
日通
団
体
)
~
四
割
引

(中
学
校

団
体
)

一
日
乗
車
券

…
大
人

八
〇
〇
円

二
日
乗
車
券
…大
人
一
、
二
〇
〇
円

(三
日
は
一
、
五
〇
〇
円
)

S
F
カ
ー
ド

…
一
、
〇
〇
〇
円

三
、
O
O
〇
円

五
、

〇
〇
〇
円

な
ど

5

建
設
運
営
主
体

イ
ン
フ
ラ
部
分

(モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
行
す
る
軌
道
構
造

沖
縄
総
合
事
務
局

(直
轄
国
道
)、
沖
縄
県

(補
助
国

道

,
県
道
)、
那
覇
市

(市
道
)
が
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度

に
よ
り
建
設
。

イ
ン
フ
ラ
外

食
趨
力
設
備
や
車
両
な
ど
主
に
運
輸
に
か

か
る
施
設
)
は
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社

(沖
縄

連
行
管

県
、
那
覇
市
及
び
民
間
企
業
が
出
資
者
す
る
第
三
セ
ク
タ

ー
)
が
建
設
し
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
運
営
も
行
う
。

6

需
要
予
測

運
賃
申
請
時
点
の
輸
送
需
要
見
込
は

平
成
一
五
年
度

三
一
、
三
五
〇
人
/
日

平
成
二
三
年
度

三
九
、
五
四
五
人
/
日

(平
日

休
日
平
均
)

収
支
見
込
は
、
単
年
度
黒
字
見
込
を
三

年
後
、
累
積

赤
字
解
消
を
二
七
年
後
と
予
測
し
て
い
る
。

四

道
路
法
と
軌
道
法
の
適
用

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、走
行
路
を
構
成
す
る
支
柱
、

軌
道
桁
、
駅
舎
の
駆
体
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
部
は
す
べ
て
道

路
敷
に
建
設
し
て
お
り
、
河
川
区
域
及
び
公
園
区
域
上
を

通
過
す
る
箇
所
に
お
い
て
も
道
路
区
域
の
決
定
を
行
っ
て

い
る
。
当
然
、
道
路
法
及
び
道
路
構
造
令
の
適
用
を
受
け

て
、
設
計
、
施
行
及
び
管
理
が
な
さ
れ
る
事
と
な
る
。

ま
た
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
主
と
し
て
道
路
に
設
置

さ
れ
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
軌

道
法
に
よ
る
軌
道
で
あ
り
、
道
路
交
通
の
補
助
的
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
部
は
道
路
交
通
の
混
雑
緩
和
の
た

め
に
立
体
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
の
一
部
と
し

て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
部
の
設
計
に

あ
た
っ
て
は
、
道
路
法
に
基
づ
く
、
道
路
橋
示
方
書
及
び

軌
道
法
に
基
づ
く
鉄
道
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
施

設
と
し
て
い
る
。

沖
縄
県
で
は
、
は
じ
め
て
遭
遇
す
る
軌
道
法
に
、
内
閣

府
沖
縄
総
合
事
務
局
を
は
じ
め
道
路
局
路
政
課
に
指
導
の

下
、
諸
手
続
き
を
進
め
て
き
た
。

軌
道
法
で
は
、
軌
道
敷
の
維
持
修
繕
は
軌
道
経
営
者
が

行
う
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
運
輸
開
始
に
併
せ
て
各
道
路

管
理
者
と
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
で
は
、
｢軌

道
敷
の
維
持
修
繕
に
関
す
る
協
定
書
｣を
締
結
発
効
さ
せ
、

負
担
区
分
及
び
そ
の
責
任
区
分
を
明
確
に
す
る
事
と
し
て

い
る
。
加
え
て
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
自
由
通
路
に
つ

い
て
も
、
保
守

･
運
行
の
合
理
性
経
済
性
か
ら
、
沖
縄
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
と
道
路
管
理
者
間
で
覚
書
を
締

結
し
、
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
に
管
理
を
委
託

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
適
用

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

福
祉
対
策
は
、
平
成
三

年
度
の
関
係
三
一団
体
へ
の
説

明
会
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
る
。
沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
、
沖
縄
県
視
覚
障
害
者
協
会
、
沖
縄
県
聴
覚
障
害
者

協
会
、
那
覇
市
身
体
障
害
者
協
会
、
沖
縄
県
脊
髄
損
傷
者

連
合
会
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
沖
縄
県
支
部
、
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
の
七
団
体
三
〇
名
が
参
加
し
た
説
明
会
で

は
、
ホ
ー
ム
と
電
車
の
段
差
解
消
や
自
由
通
路
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
増
設
、
音
声
誘
導
装
置
の
設
置
な
ど
が
要
望
さ



れ
た
。
そ
の
後
、
関
係
団
体
と
約
半
年
間
三
回
の
協
議
を

重
ね
る
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
三

年
七
月
に
は
、
車
椅
子
利
用
者
や
県
市
の
関

係
者
に
、
福
祉
ト
イ
レ
や
実
物
大
の
券
売
機
の
模
型
に
よ

る
実
体
験
に
基
づ
く
調
整
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
視
覚
障

害
者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
箇
所
の
調
整
も
視
覚
障
害
者
協

会
と
行
い
、
聴
覚
障
害
者
か
ら
の
要
望
も
聴
取
し
、
施
設

の
整
備
に
反
映
さ
せ
て
い
る

(写
真
2
)。

平
成
一
四
年
三
月
に
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会
の
他
、
車
椅
子
利
用
者
二
名
が
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
車
し
小
禄
駅
で
、
車
椅
子
乗
降
装
置
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
福
祉
ト
イ
レ
を
実
体
験
し
て
頂
き
意
見
聴
取

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
二
月
に
は
、
視
覚
障

害
者
福
祉
協
議
会
他
に
、
小
禄
駅
に
お
い
て
点
字
プ
レ
ー

ト
や
音
声
誘
導
装
置
の
設
置
位
置
、
案
内
内
容
に
つ
い
て

実
体
験
し
て
頂
き
、
整
備
内
容
を
調
整
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
体
験
を
中
心
に
検
討
さ
れ
た
沖
縄
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
福
祉
対
策
に
対
し

て
、
平
成
一
四
年
の
沖
縄
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
は
、
委
員
か
ら
日
本
一
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
意
見
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

沖
縄
県
及
び
那
覇
市
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準

と
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
移
動
円
滑
化
基
準
の
い
ず

れ
に
も
準
拠
し
た
施
設
を
、
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
備

え
て
い
る
。

写真3 歩道上の地図付サイン

写真4 改札附近の地図サイン

写真 2 車椅子利用者の体験状況

表3 バリアフリー施設と福祉対策
縄都市モノレールの主なバリアフリー施設と福祉対策
0通路
･エレベーター(福祉対応13人乗り)を自由通路(原則両側)とコンコースに設置する。
･エスカレーターを自由通路(原則両側)とコンコースに設置する。
･視覚障害者誘導ブロックと音声誘導システムを設置し、乗降場までの案内を行う。
0階段
･手摺りの設置や滑りにくい材料を使用することにより、安全の確保を図る。
0改札口
･松葉杖や車椅子利用者が容易に通過出来るよ引こ、130cm幅の有人改札口を設置,
･車椅子用の券売機を、実体験に基づき高さなどを調整。
0乗降場(ホーム)
･ホーム安全柵(落下防止紐)及び可動安全柵(ホームドア)の設置により、
ホーム下への旅客の落下防止を図る。
･自動放送及び案内表示器(可変式情報表示装置)を設置し、
列車の到着･遅れ等を知らせる。
0便所
･福祉対応(男女兼用トイレ)を設置する。
･主要3駅(那覇空港、県庁前、首里)の福祉トイレに、人口肛門、膀胱を持つ人が
利用しやすいように、温水シャワー、脱臭装置付汚物入れ等を設置する。
(オストミー協会からの要望)
･パトライトによる異常情報を提供する。
○車輌とホームとの段差、隙間の解消について
･車椅子乗降装置(可動式スロープ)を各ホームに設置する。
0車両について
･車椅子スペースを設け、固定装置を装備する。
･駅名などの案内を、音声及び電光掲示版で情報提供する。
○連絡通路について
･空港との連絡通路に動く歩道を設置し、歩行障害者等に配慮。
･市立病院への連絡通路を設置し、改札から直接病院受付階へ連絡。
0その他点字案内、車椅子対応自動券売機等のバリアフリー施設を設置する。



主
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
、
福
祉
対
策
を
表
3
に
整
理

し
た
。

ま
た
、
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
各
駅
及
び
自
由
通
路
周
辺
に
、
道
路

標
識
と
し
て
駅
周
辺
を
案
内
す
る
地
図
を
整
備
し
た
。

写
真
3
･
4
は
施
設
の
整
備
状
況
で
あ
る
。

日
本
語
に
加
え
、
英
語
･
中
国
語
･
韓
国
語
で
案
内
し

て
お
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
利
用
者
に
対
す
る

(特
に
海
外

か
ら
の
観
光
客
も
含
め
て
)
利
便
性

(案
内
サ
ー
ビ
ス
)

向
上
を
目
的
と
し
、
あ
わ
せ
て
交
通
結
節
機
能
の
充
実
に

結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
始
め
と
す

る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

六

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
ガ
イ
ド

1

愛
称

｢ゆ
い
レ
ー
ル
｣
の
意
味

一
般
公
募
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の

｢ゆ
い
｣
は
、
沖
縄
の
伝
統
的
精
神
文
化
と
も
言
え
る
ユ

イ
マ
ー
ル
の

｢
ゆ
い
｣
つ
ま
り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
県
民
み
ん
な
で
ゆ
い
レ
ー
ル
を

支
え
、
地
域
と
地
域
、
人
と
人
と
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
し
、

沖
縄
の
発
展
に
期
待
を
込
め
名
付
け
ら
れ
た
。

2

車
内
放
送

車
内
放
送
で
は
、
次
の
駅
案
内
の
冒
頭
に
沖
縄
の
わ
ら

べ
う
た
な
ど
を
軽
快
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
を
、
各
駅
ご
と

に
曲
目
を
変
え
て
挿
入
し
て
い
る
。

那
覇
空
港
駅
で
は
｢谷
茶
前
｣
･赤
嶺
駅
で
は
｢花
の

風
車
｣
･
小
禄
駅
が

｢小
禄
豊
見
城

(三
村
節
)｣
･奥

武
山
公
園
駅
が

｢ジ
ン
ジ
ン
｣

･
壷
川
駅
が

｢唐
船
ド
ー

イ
｣

'
旭
橋
駅
は

｢海
ぬ
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
｣

･
県
庁
前
駅

が

｢テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ
花
｣

･
美
栄
橋
駅
が

｢ち
ん
ぬ
く
じ

ゅ
ー
し
-
｣

･
牧
志
駅
が

｢
い
ち
ゃ
び
小
｣

･
安
里
駅
が

｢安
里
屋
ゆ
ん
た
｣

･
お
も
ろ
ま
ち
駅
が

｢だ
ん
じ
ゅ
か

り
ゆ
し
｣

･
古
島
駅
が

｢月
ぬ
美
し
ゃ
｣

･
市
立
病
院
前

駅
が

｢ク
イ
チ
ャ
ー
｣

･
儀
保
駅
が

｢芭
蕉
布
｣

･
首
里

駅
が

｢赤
田
百
里
殿
内
｣
と
な
っ
て
い
る
。

乗
車
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
駅
ご
と
に
違
う
沖
縄
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
。

3

日
本
の
最
西
端
･
最
南
端
の
駅

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
の
出
現
で
、
日
本
の
最
西
端
の
駅
、
那

覇
空
港
駅
が
誕
生
す
る
。
北
緯
二
六
度
三
一分
二
三
秒
･

東
経
三
一七
度
三
九
分
八
秒
で
あ
る
。
同
時
に
最
南
端
の

駅
、
赤
嶺
駅
も
誕
生
す
る
。

長
崎
県
に
あ
る
最
西
端
の
鉄
道
駅
、
鹿
児
島
県
に
あ
る

最
南
端
の
鉄
道
駅
は
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
連
続
す

る
鉄
道
駅
と
し
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
沖
縄
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
は
、
駅
と
名
の
付
く
文
字
ど
お
り
最
西

端
最
南
端
の
駅
と
な
る
。

4

モ
ノ
レ
ー
ル
で
初
め
て
の
女
性
運
転
士

戦
後
沖
縄
県
に
は
軌
道
系
の
交
通
機
関
が
無
か
っ
た
た

め
、
動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
取
得
者
が
い
な
か
っ
た
。

地
元
で
選
考
試
験
を
実
施
し
三
〇
名
の
運
転
士
候
補
者
を

採
用
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
西
武
鉄
道
、
九
州
旅
客
鉄
道
へ

派
遣
し
、
一
〇
カ
月
間
の
研
修
を
経
て
資
格
を
取
得
し
て

い
る
。

三
〇
名
の
運
転
士
の
中
に
は
、
全
国
で
初
め
て
モ
ノ
レ

ー
ル
の
女
性
運
転
士
が
誕
生
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
総

合
事
務
局

(沖
縄
の
地
方
運
輸
局
)
で
交
付
さ
れ
た
、
動

力
車
操
縦
者
運
転
免
許
番
号
一
番
も
、
め
ず
ら
し
い
だ
ろ

う
o

5

支
柱
緑
化

地
上
で
は
、
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
支
柱
が
立
ち
並

ぶ
こ
と
と
な
る
が
、
都
市
景
観
に
配
慮
し
着
生
す
る

｢
ツ

タ
類
｣
を
支
柱
に
這
わ
せ
る
こ
と
で
、
支
柱
の
緑
化
を
図

っ
て
い
る
。
将
来
、
独
特
の
風
格
で
都
市
景
観
に
と
け
込

ん
で
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

セ

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
へ
の
県
民
の
期
待

沖
縄
県
民
が
初
め
て
経
験
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
軌
道
系
交
通
と
駅
を
中
心
と
す
る
街
。
様
々
な
利
便

性
や
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
モ
ノ
レ

ー
ル
。
去
る
七
月
に
行
わ
れ
た
、
ゆ
い
レ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
地
元
の
N
P
O
事
務
局
長
や
商
店
街
組
合
代

表
、
旅
行
業
組
合
代
表
、
人
気
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
寄
せ
る
期
待
な
ど
が

にo 三苫多ニコ" ^ 八̂つ○



発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
に
地
元
の
意
見
と
し
て
紹
介
し
た
い

(写
真
5
)。

基
調
講
演
で
は
、
｢
モ
ノ
レ
ー
ル
は
沖
縄
の
活
性
化
を

考
え
る
一
つ
の
道
具
、
こ
れ
か
ら
ど
う
活
用
す
る
か
が
大

事
｣
と
強
調
さ
れ
た
。

試
乗
し
て
の
感
想

･
見
慣
れ
た
街
が
と
て
も
新
鮮
で
、
快
適
で
便
利
。
新
し

く
モ
ノ
レ
ー
ル
文
化
が
出
来
る
ん
だ
と
実
感
し
た
。

･
車
窓
か
ら
の
景
色
に
配
慮
し
、
屋
上
緑
化
を
推
進
し
た

い
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
緑
化
を
図
れ
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も

写真5 ゆいレールシンポジュ｢ム

守
れ
る

(那
覇
市
で
は
助
成
制
度
を
始
め
て
い
る
)。

上
空
か
ら
川
も
よ
く
見
え
る
。
川
が
街
に
も
た
ら
す
潤

い
の
こ
と
も
考
え
、
川
の
あ
り
方
、
環
境
教
育
の
拠
点

に
も
活
用
出
来
る
。

2

地
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興

･
駅
前
商
店
街
で
買
い
物
を
し
て
頂
い
た
お
客
様
に
、
モ

ノ
レ
ー
ル
乗
車
券
と
交
換
で
き
る
引
換
券
制
度
を
始
め

る
。
自
分
た
ち
で
出
来
る
活
性
化
は
、
自
分
た
ち
の
力

で
。

･
モ
ノ
レ
ー
ル
自
体
が
観
光
施
設
で
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
郡

ン

金城小五年大平洋- 君の作品
｢夢をのせてJ

開
ル一

6
ク
真写

覇
の
街
の
乗
物
と
い
う
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
モ
ノ

レ
ー
ル
を
使
っ
た
新
た
な
観
光
ル
ー
ト

(商
品
)
の
開

発
は
重
要
。
モ
ノ
レ
ー
ル
を
使
っ
た
長
期
滞
在
型
観
光

の
元
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

･
モ
ノ
レ
ー
ル
は
点
在
す
る
観
光
資
源
を
線
で
結
ん
で
く

れ
た
。
線
を
面
に
発
展
さ
せ
る
の
は
我
々
だ
。

な
ど
と
語
ら
れ
、
会
場
か
ら
の
意
見
も
紹
介
さ
れ
、
モ

ノ
レ
ー
ル
が
も
た
ら
す
利
便
性
、
新
し
い
生
活
、
駅
を
中

心
と
す
る
街
づ
く
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
活
用
し
た
観
光
な

ど
、
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

八

お
わ
り
に

駅
前
0
0
店
や
0
0
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
な
ど
駅
に
隣

接
す
る
ア
ピ
ー
ル
も
す
で
に
始
ま
り
、
駅
周
辺
で
は
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
も
相
次
ぎ
、
駅
弁
の
販
売
も
始

ま
っ
た
。
県
民
、
市
民
の
期
待
は
、
連
日
新
聞
等
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
声
援
に
応
え
る
べ
く
、
今
後
の

利
用
促
進
の
一
つ
一
つ
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
成
否
で
あ
り
、

快
適
な
都
市
交
通
を
提
供
し
続
け
る
原
点
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

御
来
沖
の
際
は
、
ぜ
ひ
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

(ゆ
い

レ
ー
ル
)
を
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。



道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

一

は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
お
け
る

道
路
の
管
理
体
制
、
道
路
管
理
施
設
の
整
備
状
況
等
の
道

路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即
し

た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定
さ
れ
道

路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
を
対
象
と
し

て
お
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
等
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

②
道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

④
道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

⑤
道
路
災
害
の
発
生
状
況

⑥
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑦
異
常
気
象
時
の
警
戒
･緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑧
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

⑨
車
両
取
締
り
機
器
等
の
設
置
状
況

⑲
道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状
況

⑪
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

⑫
路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
ニ
ニ年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概

要

1

道
路
管
理
の
現
況

へ道
路
情
報
管
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
〉

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装

置
、
車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設

等
が
含
ま
れ
る
o

m

道
路
情
報
板
等
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

平
成
一
四
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
、
道
路
情
報
板
約
二
万
一
、
0
0
0
基
、
路
側

放
送
約
四
〇
〇
区
間
、
ビ
ー
コ
ン
約
二
、
七
〇
〇
基
等
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
、
特
に
路
側
放
送
や
ビ

ー
コ
ン
と
い
っ
た
、
よ
り
高
度
な
道
路
情
報
提
供
が
推
進

さ
れ
て
い
る

(表
1
参
照
)。

②

気
象
観
測
装
置
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

2

平
成
-
四
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

律

備
状
況
は
、
雨
量
計
約
六
、
八
〇
〇
基
、
温
度
計
約
四
、

道

二
0
0
基
、
風
速
計
約
二
、
一
〇
〇
基
等
と
な
っ
て
お
り
、

“



表 1 道路情報板等の設置状況 (平成14年 4月 1日現在)

道路種別

道 路 情 報 板
(基)

囲…外月･似
(基)

車両監視用テレビ
(台)

交通量測定器
(基) 鰻

剛
鰯
悠 鬘

交
装
幼

賂
断
は

道
遠

憊 型B 型C 電光式 計 トンネルその他 計 トンネルその他 計 料金所 その他 計
高速自動車国道 鰡 廓 =̂〉 ㈱ 総 纖 174 鰡 纖 427 郷 nV 怨 鰯 207 戚 700
本州四国連絡道路 nY 視 バ雙 113 148 “ RU 37 51 62

'
113 nU

'
24
'
24 ′̂“

-
蜷 0

都市 高速 道路 臟 Û 野 鱒 鰡 % = 臟 645 纖 鰡 624 鰡 鰓 54 542 15
国一事酉走込間内
道岬 指定区間外

441 268 26 廓 減 鱒 136 鯲 ㈱ 紳 彌 nY 817 郷 髄 郷 ㈱
181 ㈱ 蹴 1,704 3,349 909 57 郷 蛆 66 207 d等 24 雛 19 芻 餓都 道 府 県 道 1,290 796 纖 1,965 6,946 586 162 748 範 短 118 nU 蜷 蜷 約 16 708

市 町 村. 道 229 116 828 246 纖 127 燃 250 19 12 31 Û “▼ “マ リム nnv 78
m…
局
組

公
業
公

…企
酌

…部
道

↑
木
･力

日
土
地
浄議

391 303 Û 205 899 ㈱ 亞 480 308 " 382 nV 415 415 蜷 175 170
=̂〉 Û 10 Qu 13 ?“ n〉 り" nv 凄“ イマ QU Û RU nU nU nU65 120 125 577 887 170 “ 217 560 192 752 574 鋭 659 蜷 nY 309計 薇 鰡 亀9第 洲鰡 鰓 729 榔 獅 彌 蝋 爛 榔&リ 螂 433 繃 猟注 (])施設は道路管理者が所有しているものを計上し、笹察等他機関に貸与しているものを含む。(2)道路情報板の種類は、 ｢道路情報装置の規格について｣ (昭和47年9月27日付け建設省道企発第52号道路局企画課長通達)による。
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等
｣

塾
生

察
て

o
oた
発

笹
い

の
の
っ
の
いった型 にかかわらず、電光式のもの。;書の発生を表示するものを、トンネル内事故発生を表示するため設置したものとその他のものを区別して計上した。るため設置したテレビカメラで、トンネル内の状態を監視するためのものとその他のものを区別して計上した。(モノポールアンテナ、誘導通信ケーブル)により、車載のカーラジオを通じて、道路交通情報を常時提供できるシステムをいい、中液放送機1基の故2基の放送戟によって上下線で異なる放送を行っている場合は、2箇所として計上した。システム:電波を用いて、リアルタイムで道路交通情報等運転者が必要とする情報を車載のコンピューターこ提供するシステム)における発信器として、
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は
芻
し
I

　
　
　
　
　

　　
　　
　

は
テ
は
箇
は

　
　
　　
　

　
　
　
　
　

報
両
側
区
一

疵
車
路
送
ピ

ル

さ
区
道
た

　
　
　
　
　
　

ン
遺
設
同
S
置

ト
、に
、C
設

ら
は
芻
し
I
に

専
ピ
酪
と
V
側

　　
　　
　　

は
テ
は
箇
ほ
か

板
用
と
1
と
者

一不
榎
選
を
ン
理

　
　
　
　
　
　

報
両
側
区
一路

疵
車
路
送
ピ
造

③
④
③
⑥

ドー

ツ

ッ
で
で
へ

へ
型
型
-

　
　
　
　

パ
設
設
一

ネ
側
側
オ式

型
型
型
光

A
B
C
電

近
年
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
る

(表
2
参

“

照
)。

2

異
常
気
象
時
の
対
応

セ-T

へ異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て
〉

酩

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、
道
路
の
構

造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
各

道
路
管
理
者
は
、
通
行
規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定

め
、
事
前
の
通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
一
三
年
度
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
が
道
路
法
第

四
六
条
に
基
づ
き
実
施
し
た
通
行
止
回
数
は
、
約
六
、
一

〇
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、う
ち
豪
雨
に
よ
る
も
の
が
約
四
、

六
〇
〇
件
と
大
部
分
を
占
め
て
い
る

(表
3
参
照
)。

3

違
法
車
両
の
取
締
り
等

=
特
殊
車
両
の
取
締
り
に
つ
い
て

①

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

道
路
管
理
者
は
、
車
両
制
限
令
の
基
準
を
超
え
て
い

る
車
両
で
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く

特
殊
車
両
通
行
許
可

(以
下
、
｢通
行
許
可
｣
と
い
う
。)

を
受
け
ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び
通
行
許
可
の
条

件
に
違
反
し
て
通
行
し
て
い
る
車
両
の
指
導
取
締
り
を

行
っ
て
い
る

(表
4
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い
な

い
場
合
が
約
一
万
三
、
0
0
0
件

(約
七
四
%
)、
通

表 2 気象観測装置の設置状況 (平成14年 4月 1日現在)

道路種別

雨 量 計
温 度 計 積雪深計 酪纐鰤鰯 風 速 計 警

鐘
障
妾
程
測
視
覇謳

鑓
者
そ
鞠
謎
道
鰯

の
臆
他
設
の
の
そ
者 計

自動伝達その他 計 自動伝達その他 計 自動伝達その他 計 自動伝達翻 計 範動白] 繃 計高速自動車国道 710 nY 第 725 722 約 742 364 nv

日
364 924 ハV

竇
924 k̂g“

の コ6
647 約
わ

nV規本州四国連給道筋 お nY =̂〉 15 23 nY 第 nV Û Û 23 ハU 芻 盤 “" 靴 即 り。 盤都市高速道路 第 =̂〉 nv % 秘 nu 68 乾 nv 12 “ nU 邱 備 nU 蜷 16 ny お
国一
l指定区間内
道般指定区間外

987 46 45 灘 脳 173 907 549 郛 647 564 瀦 郷 463 24 487 163 174
157 129 563 鱒 獺 瑚 788 QV翳 92 441 242 " 319 “ 四 93 30 ワム 32都 道 府 県 道 リム髯 145 939 鱗 蜘 弼 靴 465 閖 概 311 鵬 424 栩 44 216 麒 hD 鵬

市 町 村 道 452 598 ]-400 劉 207 313 520 稍 323 412 弼 芻 笠 174 加 374 る。 癈写
一般
有

料
道
路

日今迫蹄公団 " =̂〉 ワ! 取 垪 にり 難 絮 nY 努 104 105 酵 で(U 幻 芻 nU 芻土木部企業局 nU nu nU Û nv nY AV nU nY ハmmU nY nU nY nV nU nU 〔U nY AV地力送癪ム霊 お 鑪 ワム 乾 61 “ 鱒 n お 第 50 19 御 “ 第 蛯 37 RU 45
計 猟 983 獄 綴緘 鰺 硼 断 硴 紳 徽 405 鰡 臘 333 獄 791 30 821
(1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、笹勲等勉強関に賞与しているものを含む。(2)自動伝達式とは、テレメータ等により、自動的に道路管理者の事務所等に擬制結果を伝達するものをいう。(3)視程障害観測装置とは、透過率計、ITV等の霧、吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。



表3 異常気象時の通行止回数 (平成13年度実績)
原 因
総称ノリ捌 ＼道路種別

豪雨 地震 豪雪 地吹雪 路面凍結 雪崩 霧 強風 波浪 河川氾濫 その他 計翅言挑,蝿ノジトの別
道路種別

高速自動車国道
(( ･ 〕〕 ^̂ 0

タト (( 『『 、、 .･ ^̂ 0
よぼ十 rr ^̂ 3

本州四国宙登女岩酪
内 . 33 .
タト ･ CC ^̂ くく
討

LL Xヌ ･̂ とと 〔〔

都市高速道路
内 [[ (( t
クト CC [[ つ

CC ･ [[ 乙

般
国
道

指定区間内
内 l ′′ tt ′′ ll 【【 131
ダト 乙00 44 1- 00 ･‘ -- ↓さ G･
=:計 277 虻虻 1 ]] EE ･ 23

指定区間外
内 ‘‘ ‘‘ 0o hト ママ (( ミ (( 51
タト t(( ““ 〔〔 rr l9
言計 '' ‘‘ ′r ( ‘ 71

都道府県道
内 1･ つつ 2 )) 1-1- 1: l( 1.5F
クト }} 21 ‘‘ L ･ r 1･0‘
霜 L y 23 l診l診 1l r l 2 法5

市 町 村 道
内 ‘‘ ‘‘ rr l -- 6′
タト L 2 7 - 1･謎
1･ 3 ll 11 1 7‘‘ - 2.2E

般
有
料
道
路

日本道路公団
内 ]] LL r
タト [[ rr ))
計 ごご

土木部企業局
内 ]] ]] ^
外 33 . JJ ･
討 〕〕

地方道路公社
内 33 、、 6161 88 3 1〕〕 2$
タト -- ]] -
竇す .-ゞ {t oク J r･ ‘‘ 2‘

計
2,, 事つ l 44 3 l ･･ 4 3 1 3J t
2,、 炉 --.▲-‐ 24-- -- l1 l 8 2 2,94

･賓T
4,･ G

バg 2 28 l
、 一｣こ-

6 5 8 J 6,05
条に基づ
｣は規制
異常気象

莫施した
覊内で実
こおける

を、 ｢外j
制要領｣
路管理の引

｣に計上′
t規制区間
;和44年4
クについて

表4 特殊車両の指導取締り状況 (平成13年度実績)

道路管理者

取締り活動

対象車両
(台)
違反車両
(台)

措 置 内 容

鱗
(件)餐罫

許可取消 刑事告発

間 時間(時間) 婚 取締りに
係るもの
事故に
係るもの
取締りに
係るもの
事故に
係るもの

日本道路公団
(高速自動車国道) 3,707 I4,168 39,432 38-587 = ,127 2-488 8-639 0 0 0 0

本州四国連続擬公団 301 1,413 1,264 243 243 0 0 0 0 0

首都高速道路公団 l-946

3-l89 名780

22-559

1-950

5,027

2247

0

2,226

3

L086 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

市
高
速
道
路
公
団
等

阪神高速道路公団

名古屋高速公社

広島高速公社

福岡北九州高速公社

l99

0

12

0

59

小 計 5-346 l2,665 25,498 28.210 3,076 2288 l-107 0 0 0 0

地
方
整
備
局
等

北海道開発局 18 39 214 170 68 35 33 0 0 0 0

東北地方整備局 6I l24 L086 548 l62 40 120 0 0 0 0

関東地方整備局 " L73 ],324 923 360 245 n 5 0 2 0 0

北陸地方整備局 25 48 440 360 50 21 15 = 0 0 0

中部地方整備局 88 230 1,056 883 430 1飼 l77 0 0 0 0

近畿地方監鰡局 188 455 2,463 2,双" 581 474 98 0 0 0 0

中国地方整備局 79 285 719 上930 428 256 209 0 0 0 0

四国地方整備局 37 73 507 l55 29 29 0 0 0 0 0

九州地方整備局 144 287 2希96 1,7l6 419 280 139 0 1 0 1

沖縄総合事務局 lo 26 116 97 6 6 0 0 0 0 0

小 計 727 1,740 10.421 8-789 2-533 1,486 906 = 3 0 I

都 道 府 県 l6 40 152 223 40 3l 9 0 0 0 l

指 定 市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市 町 村 l9 29 20 63 lo Lo 0 0 0 1 0

般
有
料
道
路

日本道路公団 279 L085 2-6郎 4-303 1,l37 37 L 1oo 0 0 0 0

土木部企案局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 4 8 40 M 4 4 0 0 0 0 0

計 lo,399 31,l48 79,510 80,189 18,l70 6,58 = ,76I = 3 1 2

1)許可取消、刑事告発以外の欄については、
指導取締り基地等における取締りのみを
計上し、他の業務に付随して行った取締
り (例えば、料金収受業務中に、付随的
に料金所の軸重計により違反者を発見し、
措置を行った場合。)は含まない。
2)許可取消、刑事告発の欄については、指
導取締り基地における取締りの際の措置
命令違反、常習違反による件数のほか、
道路法47条第1項の規定又は許可条件に
違反して車両を通行させ、重大事放を発
生させたことによるものを含む。
3)措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限
について｣ (昭和53年12月 1日付け建設省
道交発第96号建設省道路局長通達)別添
2 ｢特殊車両の通行に関する指導取締要
領｣による。
指導警告 :措置命令の必要がない程度

が軽微である場合に、文書
をもって再発防止等を指導
警告すること。

措置命令 :違反車両に対し、車両構造
の一部取り外し又は積載貨
物の分割による重量、寸法
の軽減措置、通行の中止、
通行条件の遵守等を文書を
もって命令すること。

4)日本道路公団及び首都高速道路公団の違
反車両台数には、口頭による指導警告台
数 (高速自動車国道 :5,426台、一般有料
道路 :350台及び首都高速道路 :19,703
台)は含まない。
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表 5 違反車両の違反状況 (平成13年度実績)

道路管理者

違反区分 許 可 な し 伴 許 ｢ あ り =判

計
重嶽超過 ◎ e

計

◎ @ @ ◎ @ ◎ e e

計
寸法超過 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ e ◎ e ◎ ◎
経路違反 @ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ e e
その他違反 ◎ ◎ e ◎ ◎ ◎ ◎ @

日本道路公団(高速白蟻中を1諭 4.229 4,踞 62l 9-398 471 46 99 199 26 " 98 48 117 289 99 187 14 2 5 1.729 l1.127
本州 四国連絡橋公団 3 168 30 201 1人 0 0 0 0 0 0 0 41 0 0 0 0 0 0 42 243

市
高
速路
公

首都高速道路公団 73 363 53 489 0 0 6 8 7 2 lo 9 0 146 11 79 0 0 0 278 767
阪神高速道路公団 203 1･001 243 1,447 246 13 3 15 106 0 0 1l 23 315 12 49 0 0 7 800 2‐247
名 古 屋 高 速 公 社 0 l 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 3
広 島 高 速 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡北九州高速公社 59 0 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 59
小 計 篤 1.365 296 1,996 246 13 。 9 23 113 2 10 20 25 461 “ 128 0 0 7 1.080 3,076

地
方
整
備
局
等

北 海 道 開 発 局 0 第 4 32 l 0 11 2 0 0 0 0 0 0 "1 一11一 1 2 27 36 68
東 北 地 方 整 備 局 lo 41 l8 69 24 2 '1 1上 0 ･11- 0 l 4 0 4 1 12 3 39 93 162
関 東 地 方 整 備 局 9 126 41 L76 33 1 5 0 0 3 l 0 25 8 7 0 38 2 61 184 360
北 陸 地 方 整 備 局 8 3 1 12 10 0 0 飜上 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 23 38 50
中 部 地 方 整 備 局 69 82 33 184 132 L2 0 16 0 3 0 0 21 0 2 0 33 4 お 246 430
近 畿 地 方 整 備 局 5 97 106 208 44 16 23 37 16 25 12 13 19 7 10 13 48 17 73 373 581
中 国 地 方 整 備 局 1l3 74 45 232 72 0 0 0 第 0 0 22 18 0 0 17 16 0 23 196 428
四 国 地 方 整 備 局 0 2 4 6 2 0 0 3 0 2 0 0 l 0 2 1 2 0 lo 23 29
九 州 地 方 整 備 局 42 86 49 177 42 12 3 23 1 11 0 l 35 5 13 1 9 8 78 242 419
沖 縄 総 合 事 務 局 0 0 3 3 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 6
小 計 256 539 3(M 1,099 360 44 33 83 45 45 13 37 127 20 39 34 159 36 359 1,434 2,533

都 浦 府 県 5 2 1 8 6 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 10 1 7 32 40
指 定 市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
市 町 村 1 0 8 9 0 一馬14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l 10

転日 本 浦 路 公 団 222 404 129 755 0 40 14 2 14 107 0 65 35 33 26 49 0 0 10 382 L l37
土 木 部 企 業 局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
地 方 道 路 公 社 0 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
計 5.051 7.030 1.389 13.470 1.084 144 142 307 198 183 121 178 345 803 187 398 183 39 388 4.700 18.170

@》無許可 を道廊法第47条の2第1項に基づく特殊車両通行許可を有しない場合o
o重量超過一車両総重量、舳重、隣接岫重及び輪荷重について車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。
○寸法超過一幅、高さ及び長さについて車両制限令第3条に規定する限度を超えて通路を通行していた場合。
②許可有り :何らかの特殊車両通行許可を有する場合。
○経路違反-許可証と通行経路が異なる場合。
0積荷違反一許可証の積載貨物と積荷が異なる場合。
0重皷超過‐許可証の許可重量 (総重量、軸亜等)を超える場合。
○寸法超過-許可証の許可寸法 (幅、高さ及び長さ)を超える場合。
0条件違反一条件書の許可条件 (徐行条件、時間制限等)に違反した場合。
0その他 -その他の許可証及び条件書の記載内容違反、許可証不増野脩等。

2)】台の車両に複数の違反内容が該当する場合は、各々 1件として計上している。



行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
が
四
、
七
〇
〇
件

(約
二

六
%
)
と
な
っ
て
お
り
、
通
行
許
可
を
受
け
な
い
で
車

両
を
走
行
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

違
反
内
容
と
し
て
は
、
通
行
許
可
を
受
け
て
い
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
寸
法
超
過
が
約
七
、
0
0
0
件
、

重
量
超
過
が
約
五
、
一
〇
〇
件
、
両
方
の
超
過
が
約
一
、

四
〇
〇
件
と
な
っ
て
い
る
。
通
行
許
可
を
受
け
て
い
る

場
合
に
お
い
て
は
、重
量
超
過
単
独
で
の
違
反
が
約
｢

一
〇
〇
件
で
あ
り
、
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
い

表 6 取締り機器 (定置式) の設置状況 (平成14年 4月 1日)

道禰諭迪器
車 重 言十 軸 頭 計 蛤 荷 電 計 軍 高 計

箇所数 全 基 数(カメラ付き)
箇所数 全 基 数(カメラ付き)

箇所数 全 基 数(ガメラ付き)
箇所数 全 基 数(ガメラ付き)

高速自動車国道 187 “⑨
647 “⑨

Û 0◎
674

剥◎本州四国連絡道路 OV 0◎
“ “⑥

nv 0⑥
26
1 “⑥都市高速道路 Qy 0◎

247 “㈱
“増 “⑥

305 “◎一
般
指定区間内

国
道 指定区間外

都道府県道 15 “⑨
RU 0⑨

nY 0◎
Û 0◎市町村道 nY 0⑥

nU 0◎
nY 0◎

Û 0◎
ー
斜
日本道路公団 24 “◎

102

“◎
〔U 0@

116 “⑧有
料
鷲
土木部企業局 Û 0⑨

nU 0⑨
Û 0◎

nU 0⑨路 地方道路公社 AU “②
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お
母
輔
輪
は
も
プ

と
重
車
車
て
て
の

の
総
の
の
い
っ
数

次
両
つ
つ
つ
あ
複

は
車
一
一
に
で
に

類
i
i
数
点
等

分

計
所
地
所

の
計
計
重
圏
一
金

器
重
重
荷
置
同
料

機
車
軸
粭
設
①
②

　

　

重計 :車両総重量を一度に計測する装置
開鑿計 ;一つの車軸の荷重を計測する装置
粭荷重計:一つの車輪の荷重を計測する装置
3)設置箇所数については、
①同一地点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所
②料金所等に複数のブースがあり、各々 に搬器が設置してある場合は、全体で1箇所
として計上している。
4)基数概の ( )には、違反取締り用カメラを有するものを内数で示す。

る

(表
5
参
照
)。

③

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
連
行

す
る
車
両
の
指
導
取
締
り
を
行
う
た
め
、
車
重
計
、
軸

重
計
等
の
重
量
測
定
機
器
の
設
置
を
行
っ
て
い
る

(表

6
参
照
)。

②

路
上
放
置
車
両
の
処
理
に
つ
い
て

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、
道

路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

(路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
一
三
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で

約
三
万
四
、
0
0
0
台
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
0
%
以

上
が
指
定
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
る

(表
7
参
照
)。
ま

た
、
市
町
村
道
の
約
一
九
、
六
〇
〇
件
の
う
ち
、
約
半
数

が
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
も
の

で
あ
り
、
特
に
大
都
市
圏
内
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

道
路
管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
放
置
車
両
の
排
除

に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
等
、
困
難
な
場

合
が
多
い
た
め
、
道
路
管
理
者
が
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と

い
う
悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
時
点
に
お
い
て
も
約
一
八
%
が
未
処
理
と

な
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
は
今
後
と
も
他
機
関

と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要
性

妥イ .湿觜“〒と う〔n? 0



が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三

お
わ
り
に

我
が
国
は
、
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
か
つ
、

豪
雨
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
易
い
条

件
の
下
に
あ
る
。
こ
う
し
た
自
然
条
件
の
下
で
、
道
路
管

理
者
は
道
路
を
良
好
に
保
ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
豪

3 )所有者撤去台数には、所有者が判明し、道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。
4)道路管理者撤去台数には、道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含む。)、自ら ｣

又は回収業者に依頼して撤去した台数を計上しているo ズ5 ) 清掃当局撤去台数には、道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。
6)警察撤去台数には、道路管理者が警察に連絡し、刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答を得たものを

計上しているo

表7 路上放置車両の処理状況 (平成13年度実績)

道路管理者 霊癪
放 置 車 両 処 理 台 数

未 処 理者
敷台去

所
撒

道路管理者撤去台数 局
数
当
台
掃
去
清
撤

察
数台去

醤
撤 計

廃 棄 物違法放置物件

日 本 道 路 公 団 486 164 “ 57 n “性 280 206

本州四国連絡橋公団 ワ‘ ハノ“ nY 〔U nV n
v

り′“ にU

都市高速道路公団等 133 112 11 15 n
v

EU 133 nY

地 方 整 備 局 等 831 273 271 50 RU 14 613 217

都 道 府 県 廓 338 雌 217 13 “ 纖 283

指 定 市

螂 独 総 須 臘 “ ㈱ 鰡市 町 村

鰡 纖 猟 纖 576 166

纖 蹴一
般
有

料
道
路
吉本部食莱局

地方道路公社

計

銘 螂 繊 鰺 約 274 猟 鰔自転車等の ｢軽車両｣は含まない。
rパトロール特等に自ら発見した場合のほか、通報を受けた結果発見した場合も含む。

目

が

者
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去
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、
者
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理
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は

｣

路

は

数

類

に

両

道

に

台

依

数

車

、
数

去

に

台

｢

は

台

撤

者

去

う

に

去

者

業

撤

い
数

撒

理

収
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台

者

管

回
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こ
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有

路

は

掃

こ

発

所

道

又

清

　　
　　
　　
　　　

　　

　

雨
等
の
自
然
現
象
に
よ
り
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
常
に
異
常
の
有
無
を
把
握
し
、
異
常
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把

握
し
て
対
処
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
、

情
報
収
集

･
提
供
体
制
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通

の
危
険
防
止
等
の
た
め
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
、
物
流
の
効

率
化
と
い
う
観
点
か
ら
車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
効
果
的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従

来
の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高

度
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
全
国
の
道
路
管
理
者
に
本

調
査
結
果
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
担
当
者

に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
本
稿

を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。



道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

(前
回
の
続
き
か
ら
)

坂
上
係
員
大
野
君
、
こ
れ
な
ん
か
ど
う
か
し
ら
。
地
元
の
自
治

会
か
ら
自
治
会
結
成
五
〇
周
年
の
記
念
碑
を
国
道
の
歩

道
に
設
置
し
た
い
と
い
う
要
望
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
思

う
o

大
野
係
員
え
っ
、
道
路
に
記
念
碑
で
す
か
。
絶
対
に
だ
め
で
す

よ
。
だ
い
た
い
、
道
路
法
の
第
三
二
条
に
ど
こ
に
も
記

念
碑
な
ん
て
書
い
て
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
も
そ

も
占
用
物
件
に
該
当
し
ま
せ
ん
よ
。

坂
上
係
員
そ
う
か
し
ら
。
じ
ゃ
あ
、
駅
前
の
大
通
り
の
中
央
分

離
帯
に
史
跡
の
石
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
そ
れ

は
ど
う
し
て
道
路
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
し

　
　
　

大
野
係
員
そ
れ
は

･
･
･
o

坂
上
係
員
じ
ゃ
あ
、
最
初
か
ら
整
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
記
念
碑
や
銅
像
等
は
占
用
物
件
に
該
当
す
る
の
か

大
野
係
員

し
ら
。

そ
れ

大
野
係
員

う
る
と

僕
は
、
占
用
物
件
に
は
該
当
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
。

坂
上
係
員
確
か
に
道
路
法
第
三
二
条
に
は
記
念
碑
や
銅
像
等
と

明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
例

え
ば
、
道
路
交
通
法
を
見
て
み
る
と
、
道
路
使
用
許
可

の
対
象
に
石
碑
や
銅
像
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら

(※
)、
こ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
道
路
上
へ
の
設
置

が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
よ
ね
。
道
路
法
で

は
こ
う
し
た
も
の
全
て
を
具
体
的
に
規
定
し
て
は
い
な

い
け
れ
ど
、
｢そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件
｣
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
、
実
際
に
占
用
許
可
を
し
て
い
る

事
例
も
結
構
あ
る
よ
う
よ
o

お
そ
ら
く
、
第
三
二
条
第
一
号
の

｢そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
工
作
物
｣
と
し
て
許
可
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
し
ら
。

※

今
回
の
事
例
概
要

物

件

自
治
会
結
成
五
〇
周
年
記
念
碑

高

さ

一
メ
ー
ト
ル

幅
･
奥
行
き
と
も
五
〇
セ
ン
チ

場

所

幅
員
三
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
上
(車
道
寄
り
)

主

体

地
元
自
治
会

周
辺
状
況

歩
道
に
面
し
た
部
分
は
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
の
地
区
内
に
公
民
館
あ
り
。

そ
れ
じ
ゃ
、
記
念
碑
等
は
占
用
物
件
と
し
て
該
当
し

う
る
と
い
う
整
理
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
今
回
の
記

念
碑
は
占
用
許
可
し
て
い
い
ん
で
す
か
。

坂
上
係
員
占
用
物
件
に
該
当
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
占

用
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
。
個
別
の
事
例
毎
に
判
断
し
な
い
と
。

大
野
係
員
そ
う
で
し
た
。
今
回
は
ど
ん
な
事
例
な
ん
だ
。
え
~

と
、
ど
れ
ど
れ
。
(資
料
を
確
認
す
る
大
野
係
員
)

大
野
係
員
ま
ず
、占
用
許
可
の
適
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
場
合
、

※

道
路
交
通
法
第
七
七
条
第
一
項

(抄
)

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
当
該
行
為

に
係
る
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

(酪
)

二

道
路
に
石
碑
、
銅
像
、
広
告
板
、
ア
ー
チ
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
を
設
け
よ
う
と
す
る

者
三
及
び
四

(略
)



道
路
法
第
三
三
条
に
あ
る
と
お
り
、
道
路
の
敷
地
外
に

余
地
が
な
い
た
め
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
っ
て
許

可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
場
合
は
歩
道
に
面
し
た
部
分
が
公
園
と
な
っ

て
い
ま
す
し
、
近
く
に
は
公
民
館
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

こ
れ
ら
を
管
理
し
て
い
る
市
役
所
の
判
断
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
け
ど
、
少
な
く
と
も
道
路
の
敷
地
以
外
に
設

置
す
る
余
地
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
物
件
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歩
道
の
幅
員
が

狭
ま
り
、
道
路
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
問
題
と
な
り
そ
う
な
点
は
あ

る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
今
回
の
事
例
に
つ
い
て
、
道
路

占
用
を
許
可
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
い

か
が
で
し
ょ
う
o

坂
上
係
員
｢困
難
だ
｣
と
結
論
を
出
す
の
は
ち
ょ
っ
と
早
い
わ

ね
。
ま
ず
は
、
自
治
会
が
公
園
や
公
民
館
の
敷
地
内
に

記
念
碑
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
相
談
し

て
い
る
の
か
確
認
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
わ
ね
。
道
路

の
敷
地
外
に
設
置
す
る
余
地
が
な
い
か
ど
う
か
判
断
す

る
の
は
そ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

実
は
、
自
治
会
の
方
が
相
談
に
来
ら
れ
た
時
に
、
公

園
や
公
民
館
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
確
認
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
た
の
よ
。

大
野
係
員
な
ん
だ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
そ
れ
で
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

坂
上
係
員

市
役
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
公
民
館
の
敷
地
に
場

所
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
設
置
し
て
も
よ
い
、
と
い
う

返
事
が
来
た
そ
う
よ
o

大
野
係
員
へ
ぇ
~
、
よ
か
っ
た
じ
や
な
い
で
す
か
。

坂
上
係
員
今
回
に
つ
い
て
は
ね
。

だ
け
ど
、
ま
た
こ
う
し
た
要
望
が
な
い
と
は
限
ら
な

い
か
ら
、
道
路
へ
の
設
置
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
ど
ん
な
場
合
か
整
理
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

大
野
係
員
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
、
や
む
を
得
な

い
場
合
で
、
か
つ
、
道
路
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
場
合
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

渡
邊
課
長
そ
れ
以
外
に
も
、法
令
の
規
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

物
件
の
公
共
性
、
計
画
性
、
安
全
性
の
原
則
を
勘
案
し

て
、
総
合
的
に
占
用
の
許
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と

に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

大
野
係
員
あ
っ
、
課
長
。

渡
邊
課
長
道
路
法
解
説
に
も
法
の
基
準
の
ほ
か
に
、
占
用
許
可

の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
三
つ
の
原
則
を
十
分
に

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
い
て
あ
る
よ
。
今
回

の
事
例
に
つ
い
て
は
道
路
上
へ
の
設
置
に
は
至
ら
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
研
修
で
は
他
の
道
路
管
理
者
が
設
置

を
認
め
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
る
と
思
う
か
ら
、
今
後
の

参
考
の
た
め
に
も
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
許
可
し
た
の

か
聞
い
て
み
る
こ
と
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
ね
。

大
野
係
員
そ
う
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
て
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

渡
邊
課
長
し
か
し
、
坂
上
さ
ん
も
大
野
君
も
こ
の
職
場
に
来
て

か
ら
そ
ん
な
に
た
っ
て
い
な
い
の
に
よ
く
勉
強
し
て
い

る
よ
。
私
が
い
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
ね
。

坂
上
係
員
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
課
長
が
教
え
て
く
だ

さ
る
か
ら
、
私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

大
野
係
員
そ
う
で
す
よ
。
課
長
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
意
味
が

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

渡
邊
課
長
い
や
あ
、
実
は
今
日
、
異
動
の
内
示
を
い
た
だ
い
て

ね
。
来
月
か
ら
新
し
い
課
長
が
赴
任
す
る
か
ら
、
二
人

で
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
あ
げ
て
欲
し
い
ん
だ
。

坂
上
係
員
･
大
野
係
員

　　
　
　　
　

渡
邊
課
長
と
い
う
わ
け
で
、
送
別
会
は
よ
ろ
し
く
ね
。

坂
上
係
員
･大
野
係
員

突
然
だ
な
あ

l
o

(こ
の
頃
お
わ
り
)



東
京
国
道
一
四
号
原
付
自
転
車
転
倒
損
害
賠
償
請

求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
六
月
二
人
日

東
京
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

-

事
件
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
被
告
国
の
管
理
す
る
国
道

一
四
号

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
を
原
付
自
転
車
で
走
行

中
、
本
件
道
路
の
車
道
上
に
散
乱
し
て
い
た
円
形
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
片
(以
下
｢本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
｣
と
い
う
。)

に
乗
り
上
げ
横
転
し
負
傷
し
た
上
、
原
告
車
両
が
駐
車
中

の
乗
用
車
に
追
突
し
た

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。

と
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請

求
を
し
た
も
の
で
あ
る
翁
謂
求
額

エ
ハ
八
万
三
〇
九
四
円
)。

2

原
告
の
主
張

本
件
事
故
当
時
、
本
件
道
路
上
に
は
、
同
日
午
前
九
時

三
〇
分
頃
、
所
有
者
、
運
転
者
不
明
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
ら
れ
た
状
態
で
落
下
し
、
後
続
の
バ

ス
に
踏
ま
れ
た
本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
散
乱
し
て
お

り
、
本
件
道
路
は
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
に
関
わ
ら

ず
、本
件
事
故
発
生
後
警
察
官
に
よ
り
除
去
さ
れ
る
ま
で
、

こ
れ
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
は
、

本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
を
除
去
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
に

関
わ
ら
ず
こ
れ
を
怠
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
。

3

被
告
の
主
張

本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
落
下
、
散
乱
し
た
の
は
、
本

件
事
故
発
生
時

(午
後
三
時
四
五
分
頃
)
と
比
較
的
近
接

し
た
時
間
帯
で
あ
り
、
そ
の
時
間
帯
は
、
一
日
一
回
の
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
通
過

(午
前
九
時
五
〇
分
頃
)
の
後
で

あ
っ
た
こ
と
、
本
件
事
故
発
生
時
ま
で
に
同
事
務
所
に
対

す
る
通
報
等
が
一
切
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
片
の
存
在
を
知
り
、
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
、
本
件
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
落
下
し
た
時
間
帯
が
、
前
記
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
の
通
過
直
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
片
は
非
常
に
小
さ
な
も
の
で
そ
の
総
量
も
バ
ケ
ツ

半
分
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
件
事
故
発
生
時

(午
後
三

時
四
五
分
頃
)
ま
で
の
間
に
、
少
な
く
と
も
自
動
車
、
動

力
付
二
輪
車
合
わ
せ
て
九
一
二
〇
台
以
上
の
車
両
が
通
過

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
固

ま
り
は
路
面
一
面
に
均
等
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
、
原
告
車
両
以
外
に
少
な
く
と
も
五
二
〇
台
以

上
の
動
力
付
二
輪
車
が
何
ら
問
題
な
く
本
件
現
場
付
近
を

走
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
道
路
が
通
常
有
す
べ
き

安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
、
道
路

管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

ま
た
、
原
告
車
両
以
外
の
動
力
付
自
転
車
は
本
件
事
故
現

場
付
近
を
何
ら
問
題
な
く
走
行
し
て
お
り
、
原
告
の
転
倒

直
前
の
速
度
が
少
な
く
と
も
時
速
四
〇
如
以
上
の
速
度
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
故
は
法
定
速
度
を
超
え
た
速

度
で
走
行
し
、
何
ら
か
の
運
転
操
作
を
誤
っ
た
原
告
の
過

失
に
よ
る
と
推
認
さ
れ
る
。

4

判
決
の
要
旨

被
告
の
道
路
管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
る

の
が
相
当
で
あ
り
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
た
め
、

こ
れ
を
棄
却
す
る
。

5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
落
下
時
間
に
つ
い
て

被
告
は
本
件
道
路
に
お
い
て
、
一
日
一
回
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
車
内
か
ら
目
視
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
本
件
事
故
当
日
は
、
午
前
九
時
五
〇
分
頃
本

東
京
国
道
一
四
号
原
付
自
転
車

転
倒
損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



件
事
故
現
場
付
近
を
通
過
し
た
が
、
そ
の
際
本
件
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
片
は
ま
だ
散
乱
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
本

件
事
故
当
日
、
被
告
は
本
件
事
故
現
場
付
近
で
の
交
通

量
調
査
を
依
頼
し
て
お
り
、
証
人
ら

(調
査
員
二
名
)

は
ベ
ア
に
な
っ
て
調
査
に
当
た
っ
て
い
る
際
に
、
本
件

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
落
下
、
散
乱
し
て
い
く
の
を
目
撃

し
、
そ
の
一
0
分
な
い
し
二
〇
分
後
に
本
件
事
故
を
目

撃
し
た
旨
証
言
し
て
い
る
。同
交
通
量
調
査
に
よ
れ
ば
、

本
件
道
路
の
交
通
量
は
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
の
間
、
自
動
車
類
が
八
、
六
〇
〇
台
、
動
力
付
二
輪

車
五
二
〇
台
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
件
事
故
当
日
、

本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
落
下
及
び
そ
の
処
理
依
頼
等

の
通
報
は
一
切
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
件
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
落
下
し
た
時
間
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車

通
過
後
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
午
前
九
時
三

〇
分
頃
で
あ
る
と
す
る
原
告
等
供
述
と
符
合
し
な
い
。

仮
に
、
落
下
し
た
時
間
が
午
前
九
時
三
〇
分
頃
で
あ
る

と
す
る
と
、
本
件
事
故
発
生
時
ま
で
に
本
件
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
片
の
形
状
か
ら
し
て
そ
の
上
を
通
過
し
た
車
両
に

よ
り
徐
々
に
散
乱
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
少
な
く
と
も
同
交
通
量
調
査
に
よ
る
台
数
の
車

両
が
走
行
し
た
こ
と
に
な
り
、
本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片

が
落
下
直
後
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
は
考
え
難

い
。
さ
ら
に
、
証
人
ら
の
証
言
は
事
故
時
点
で
の
状
況

を
明
確
に
述
べ
て
い
る
上
、
二
人
同
時
に
本
件
事
故
目

撃
の
時
間
帯
を
誤
っ
て
記
憶
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
原
告
等
供
述
は
、

前
記
の
と
お
り
他
の
証
拠
関
係
に
沿
わ
な
い
点
も
存
す

る
。
以
上
を
総
合
勘
案
す
る
と
、
証
人
ら
の
証
言
の
方

が
信
頼
性
が
高
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
、

本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
は
、
午
後
三
時
三
〇
分
頃
本
件

事
故
現
場
付
近
に
落
下
、
散
乱
し
、
そ
の
約
一
五
分
後

に
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

②

道
路
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
に
つ
い
て

本
件
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
散
乱
し
て
か
ら
本
件
事
故

発
生
ま
で
の
間
、
わ
ず
か
な
時
間
的
間
隔
し
か
な
く
、

こ
の
間
落
下
及
び
処
理
依
頼
等
の
通
報
は
一
切
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
被
告
が
本
件
事
故
発
生
ま
で
に
、
本
件

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
存
在
を
知
り
、
こ
れ
を
除
去
す
る

こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
被
告
の
道
路
管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
。



高
連
週
蹄
の
長
距
離
割
引
社
会
実
験
に
つ
い
て

"
E
T
C
長
割
“
社
会
実
験
の
実
施
-

道
路
局
高
速
国
道
課

一

背
景

有
料
道
路
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
｢経
済

情
勢
の
影
響
に
よ
る
料
金
の
割
高
感
や
一
般
道
路
の
整
備

の
進
展
な
ど
に
よ
り
｣
、
｢特
に
地
域
的
に
は
大
都
市
圏
を

除
く
地
域
に
お
い
て
、
ま
た
、
時
間
帯
別
に
は
夜
間
を
中

心
に
、
交
通
量
が
少
な
く
、
既
存
の
有
料
道
路
が
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
｣
(｢有
料

道
路
政
策
研
究
会
中
間
と
り
ま
と
め
｣
よ
り
)
等
の
指
摘

を
受
け
て
お
り
、
有
料
道
路
の
有
効
活
用
の
た
め
、
料
金

割
引
等
の
料
金
施
策
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
料
道
路
に
お
け
る
料
金
割
引
等
の
実
施
に
は
、
有
料

道
路
の
有
効
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
並
行
す
る
一
般
道
路

等
か
ら
有
料
道
路
へ
の
交
通
の
転
換
を
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
一
般
道
路
等
の
沿
道
環
境
の
改
善
、
渋
滞
対
策
、
交

通
安
全
対
策
等
が
推
進
さ
れ
る
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

験
｣

こ
の
よ
う
な
料
金
施
策
の
効
果
･
影
響
は
、
①
当
該
道

今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
、
｢高
速
自
動
車
国
道
の
E
T

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
状
況
、
2
道
路
の
利
用
実
態

C
限
定
長
距
離
割
引
｣
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
状
況
、
②
道
路
の
利
用
実
態

等
に
よ
り
左
右
さ
れ
、
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
そ
の
た
め
、
恒
久
的
な
施
策
と
し
て
実
施
す
る
か
ど

う
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
社
会
実
験
と
し
て
期
間
を
限

っ
て
試
行
し
、
効
果
･
影
響
を
調
査
す
る
こ
と
が
有
効
で

す
。こ

の
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
五
年
度
に
有

料
道
路
の
料
金
に
関
す
る
社
会
実
験
と
し
て
、
以
下
の
三

つ
の
社
会
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
高
速
自
動
車
国
道
の
E
T
C
限
定
長
距
離
割
引

②
首
都
高
速
、
阪
神
高
速
道
路
の
E
T
C
限
定
夜
間
割

コヮ

③
地
方
の
発
案
に
よ
る

｢地
方
か
ら
の
提
案
型
社
会
実

三

実
験
の
概
要

1

目
的

高
速
道
路
に
お
け
る
現
行
の
長
距
離
逓
減
制
を
拡
大

し
、
一
般
道
路
を
利
用
し
て
い
る
長
距
離
走
行
車
の
高
速

道
路
利
用
を
促
進
さ
せ
、
一
般
道
路
の
沿
道
環
境
の
改
善
、

渋
滞
対
策
等
を
図
る
こ
と
o

2

実
施
期
間

平
成
一
五
年
七
月
一
九
日

(土
)
か
ら
平
成
一
六
年
一

月
一
人
日

(日
)
ま
で
。

3

対
象
路
線
と
区
間

日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
高
速
道
路
の
う
ち
走
行
距



難
に
応
じ
て
料
金
が
変
動
す
る
路
線
区
間

(東
京
外
か
ん

等
、
均
一
料
金
制
の
区
間
を
除
く
)。

4

対
象
車
両

高
速
道
路
の
入
口
料
金
所
を
E
T
C
に
よ
る
無
線
通
信

で
通
行
し
た
車
両
。

5

割
引
率

現
行
の
長
距
離
逓
減
制
の
料
金
体
系

金
日通
車
二
四
･

六
円
/
加
を
原
則
と
し
、
一
〇
〇
師
以
上
の
利
用
分
に
つ

い
て
は
、
表
1
の
割
引
率
を
適
用
)
に
加
え
、
三
〇
〇
臘

を
越
え
る
利
用
に
対
し
て
割
引
率
を
大
き
く
し
ま
す

(表

1
参
照
)。

な
お
、
表
1
の
割
引
率
は
各
走
行
距
離
区
分
ご
と
の
割

引
率
で
す
の
で
、
全
体
で
の
通
行
料
金
の
割
引
は
、
現
在

の
料
金
と
比
較
し
て
、概
ね
表
2
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

6

問
い
合
わ
せ
先

社
会
実
験
の
詳
し
い
内
容
や
ご
質
問
等
に
関
し
て
は
、

下
記
の
H
P
を
ご
覧
頂
く
か
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

《
E
T
C
長
割
社
会
実
験
窓
口
》

サーメ什[]m〕)…＼＼ごく
学
、こく
･の)[▲○
-▲○-}̂
U
d<
“DHH◆｣
]℃

T
E
L

0
三

(五
六
四
二
)
七
〇
〇
三

(受
付
時

間
/
月
曜
日
~
金
曜
日

(祝
日
除
く
)
九
…
0
0
~

-

七
…
○
○
)

表 2 高速利用時の料金の割引率

連続利用の例
現行料金からの
割引率※

400km連続利用した場合 約2 %

600km連続利用した場合 眺約
80okm連続利用した場合 %ぬ約

1000細連続利用した場合 眺約
1200km連続利用した場合 %20約
※利用の区間によっては割引率が若干異なる場合があります。

表 1 距離帯別の割引率の比較

利用距離帯 の
率
行
引
現
割
社会実験時
の割引率

差

1ookm ~ 200kmまでの部分 跳ワム 眺 n
Y
±

200km ~ 30okmまでの部分 繃 嬬 n
Y
±

30okm ~ 400kmまでの部分 聯 郡‐nKU皺 郡
400畑 ~ 6nnkmまでの部分 繍 隣弘鱗

[
ギ
れ 鵤

600km ~ 9ookmまでの部分 繃 麟ご愁 鯛
9ookm ~ の部分 猟 糞瑚滋 繃

@窕葹期間 @割引の内容

の対象車両/通行形態

@対象路境 4αM蝸麗=刑した漉a篠圓幽鰕
1註謹盤藤数游径蛙窒蹴
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醐 E Tc車載器を斑-こと利用･これからご購入のみなさまへ
　　　　　　　　　　　

割引対象路嫁の迎接利用距離が3ookmに溺たない爛合
今園の解旧淀R藤Iの合=崎ける艶袷1ではありません･たとぇ川 砂　
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gETC長網蓬会実酸についてのお囲い合わせは…
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300kmを超えた地点からの利用距離が、今回の割引対象で虞




